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デデデデババババイイイイスススス :

PIC12CE673 および PIC12CE674 は、 8 ビット A/D
コンバータおよび EEPROM データメモリを内蔵した 8
ピンパッケージの 8 ビット OTP マイクロコントロー
ラです。 14 ビット PICmicro™ MCU アーキテクチャに
基いています。 

高高高高性性性性能能能能 R R R RIIIISC CSC CSC CSC CPPPPUUUU::::

･ 簡単に覚えられる命令数 :35 シングルワード
･ プログラム分岐命令 (2 サイクル )以外はすべて
1サイクル命令 (400 ns)

･ 動作速度 : DC - 10 MHz クロック入力
DC - 400 ns 命令サイクル 

･ 14 ビット幅の命令
･ 8 ビット幅のデータ
･ 割り込み
･ ハードウェア特別機能レジスタ
･ 8 レベルディープのハードウェアスタック
･ データおよび命令用の直接、間接、相対の各アド
レッシングモード

周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能のののの特特特特徴徴徴徴 ::::

･ プログラマブル 8 ビットプリスケーラ付き 8  
ビットリアルタイムクロック／カウンタ (TMR0)

･ ピン変化による割り込み (GP0, GP1, GP3)
･ 1,000,000 消去／書き込みサイクル EEPROM デー
タメモリ

･ EEPROM データ保持は 40 年以上
･ 4 チャンネル、8 ビット A/D コンバータ

デデデデババババイイイイスススス

メメメメモモモモリリリリ

ププププロロロロググググララララ
ム ム ム ム 

デデデデーーーータタタタ
RARARARAMMMM

デデデデーーーータタタタ
EEEEEPROMEPROMEPROMEPROM

PIC12CE673 1024 x 14 128 x 8 16 x 8

PIC12CE674 2048 x 14 128 x 8 16 x 8

ピピピピンンンン配配配配置置置置図図図図

特特特特別別別別機機機機能能能能 :::: 

･ インサーキットシリアルプログラミング
（（（（ICSP™))))
･ キャリブレーション機能付き内部 4 MHz 発振器
･ 選択可能なクロックアウト
･ パワーオンリセット (POR)
･ パワーアップタイマー (PWRT) およびオシレータ
スタートアップタイマー (OST)

･ 確実に動作するための専用のオンチップ RC 発振
器付きウォッチドッグタイマー (WDT)

･ コードプロテクション
･ 省電力 SLEEP モード
･ I/O ピン (GP0, GP1) の内部プルアップ
･ MCLR ピンの内部プルアップ
･ 選択可能な発振器オプション :
- INTRC: 高精度の内部 4MHzRC 発振器
- EXTRC: 外付け低コスト RC 発振
- XT: 標準の水晶／セラミック発振子
- HS: 高速の水晶／セラミック発振子
- LP: 省電力、低周波数水晶

CCCCMMMMOOOOSSSS テテテテククククノノノノロロロロジジジジーーーー ::::

･ 低電力、高速 CMOS EPROM/EEPROM テクノロジー
･ 完全スタティック設計
･ 2.5V から 5.5V の幅広い動作電圧範囲 
･ 商業用、工業用、拡張温度範囲
･ 低消費電力
- ＜ 2 mA @ 5V, 4 MHz
- 15 μA typ  @ 3V, 32 kHz 
- スタンバイ電流＜ 1μA typ

PDIP, Windowed CERDIP
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PIC12CE67X

1111....0000 概要概要概要概要
PIC12CEXXXマイクロコントローラファミリーの 
PIC12CE67X は、A/D コンバータと EEPROM データメモ
リを内蔵した低価格、高性能、CMOS、完全スタティッ
ク設計の 8 ビットマイクロコントローラです。

すべての PICmicro™ マイクロコントローラは、先進
の RISCアーキテクチャを採用しています。  
PIC12CE67X マイクロコントローラでは、8レベル
ディープのスタック、内部と外部の複数割込みソー
ス、強化した CPU コア機能を搭載しています。ハー
バードアーキテクチャでは命令およびデータバスは分
離しているので、8ビットデータを含む 14 ビット幅
命令ワードを構成できます。2ステージの命令パイプ
ラインは、2 サイクルかかるプログラム分岐以外は、
すべての命令を 1サイクルで実行します。命令は 35
命令あります。 ( 縮小命令セット）更にラージレジス
タセット･アーキテクチャ等により高性能を実現しま
した。

PIC12CE67X マイクロコントローラは、概して、同
クラスの他の 8 ビットマイクロコントローラと比べ
て、2:1 のコード圧縮、4:1 のスピード改善を実現し
ます。

PIC12CE67X は、128 バイト RAM、16 バイト EEPROM 
データメモリ、5入出力ピンと 1入力ピン、タイマー
/カウンタを搭載しています。 また、4 チャンネル高
速 8ビット A/D も内蔵しています。自動温度調節装置
や圧力センサー等の低価格アナログインターフェース
を必要とするアプリケーションには、8 ビット分解能
が最適です。

PIC12CE67X は、外付け部品を削減できる特別機能
を搭載しています。外付け部品削減によりコスト削
減、信頼性向上、電力消費の削減ができます。パワー
オンリセット (POR)、パワーアップタイマー (PWRT)、
オシレータスタートアップタイマー (OST) により外
付けリセット回路が不要となるケースが数多くありま
す。高精度の INTRC 内部発振器モードおよび省電力 
LP ( 低電力） 発振器を含めた、5 種類の発振器モード
が選択可能です。省電力 SLEEP モード、ウォッチ
ドッグタイマー、コードプロテクション機能によりシ
ステムコスト、消費電力、信頼性を改善できます。 
SLEEP( パワーダウン ) 機能は省電力モードです。い
くつかの外部と内部の割り込みやリセットにより、
SLEEP からデバイスをウェークアップできます。

専用のオンチップ RC 発振器で動作する高信頼性の
ウォッチドッグタイマーは、ソフトウェアがロック
アップするのを防ぎます。

コスト効率の良いワンタイムプログラマブル (OTP)
バージョンは数量の大小にかかわらず量産に適してい
ます。紫外線消去用窓付きパッケージバージョンは
コード開発に最も適しています。OTP の柔軟性という
利点を生かしながら、OTP マイクロコントローラ業界
におけるマイクロチップの価格リーダーシップとして
の優位性を十分に活用してください。

PIC12CE67X デバイスは、セキュリティシステムや
リモートセンサから家電製品や車載製品までいろいろ
なアプリケーションに最適です。EPROM 技術により応
用プログラム（送信コード、モータースピード、受信
周波数、その他 )のカスタマイズが飛躍的に速く、便
利にできます。小型フットプリントパッケージを採用
しているので、小さいスペースの製品にも完璧に対応
できます。低コスト、低消費電力、高性能、使い易
さ、I/O のフレキシビリティにより PIC12CE67X は、
これまでマイクロコントロ－ラの使用が考えらなかっ
た分野にも最適です。(例えば、タイマー機能、通信
およびコプロセッサ等のアプリケーション )

1111....1111 フフフファァァァミミミミリリリリーーーーおおおおよよよよびびびび上上上上位位位位互互互互換換換換性性性性

PIC12CE67Xは、14 ビットコアの PIC12C67Xと
PIC16CXXXファミリーと互換性があります。

1111....2222 開開開開発発発発ササササポポポポーーーートトトト

PIC12CE67Xの開発ツールはフル機能のマクロアセン
ブラ、ソフトウェアシミュレータ、インサーキットエ
ミュレータ、低価格開発用プログラムライタおよびフ
ル機能のプログラムライタがあります。また、Cコン
パイラやファジー論理サポートツールもあります。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 4 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
（http://www.microchip.com から入手可能） を参照してください。

表 1表 1表 1表 1----1111:::: PPPPIIIICCCC12121212CCCCXXXXXXXXX & PX & PX & PX & PIIIICCCC11112222CCCCEEEEXXXXXXXXX X X X フフフファァァァミミミミリリリリーーーーののののデデデデババババイイイイスススス

PIC12C508(A) PIC12C509(A) PIC12CE518 PIC12CE519 PIC12C671 PIC12C672 PIC12CE673 PIC12CE674

ククククロロロロッッッックククク
最大動作周波
数 (MHz)

4 4 4 4 10 10 10 10

メメメメモモモモリリリリ

EPROM 
プログラムメ
モリ

512  x 12 1024 x 12 512 x 12 1024 x 12 1024 x 14 2048 x 14 1024 x 14 2048 x 14

RAM データ
メモリ 
(バイト )

25 41 25 41 128 128 128 128

周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能

EEPROM 
データメモリ 
(バイト )

— — 16 16 — — 16 16

タイマーモ
ジュール

TMR0 TMR0 TMR0 TMR0 TMR0 TMR0 TMR0 TMR0

A/D コンバー
タ (8-bit) チャ
ンネル数

— — — — 4 4 4 4

機機機機能能能能

ピン変化によ
る SLEEPか
らのウェイク
アップ

あり あり あり あり あり あり あり あり

割り込みソー
ス

— — 4 4 4 4

I/O ピン 5 5 5 5 5 5 5 5

入力ピン 1 1 1 1 1 1 1 1

内部プルアッ
プ

あり あり あり あり あり あり あり あり

インサーキッ
トシリアルプ
ログラミング

あり あり あり あり あり あり あり あり

命令数 33 33 33 33 35 35 35 35

パッケージ 8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW, SOIC

8-pin DIP, 
JW

8-pin DIP, 
JW

PIC12CXXX & PIC12CEXXX の全製品には、パワーオンリセット、ウォッチドッグタイマー、コードプ
ロテクション、 大きい電流駆動能力がある I/O ピンを搭載しています。
PIC12CXXX & PIC12CEXXX の全製品は、データピン GP0 とクロックピン GP1 を使用したシリアルプロ
グラミングを行います。
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PIC12CE67X

2.0 PIC12CE67X デバイスの種類デバイスの種類デバイスの種類デバイスの種類
各種パッケージと周波数範囲を選択できます。この
データシートの最後章「PIC12CE67Xの型番 /品名」
を参照してアプリケーション、量産に適当なデバイス
オプションをご選択ください。ご注文の際もデータ
シートを参照して正しい品名をご指定ください。

PIC12CE67X は、品名でデバイスの「タイプ」が分
ります。

1. （PIC12CE671の様に）CEが付いているデバイ
スは OTP プログラムメモリ、EEPROM データメ
モリを搭載、標準電源電圧範囲で動作します。

2.1 紫紫紫紫外外外外線線線線消消消消去去去去可可可可能能能能デデデデババババイイイイスススス

窓付きパッケージの紫外線消去可能バージョンは、試
作開発やパイロットランに適しています。

紫外線消去可能タイプはコンフィグレーションモード
も消去 /再書き込みできます。マイクロチップの 
PICSTART Plus と PRO MATEプログラムライタは
両方とも PIC12CE67X をサポートしています。サー
ドパーティのプログラムライタもあります。サード
パーティについては、Microchip Third Party Guide 
を参照してください。

2.2 ワワワワンンンンタタタタイイイイムムムムププププロロロロググググララララママママブブブブルルルル ((((OOOOTTTTPPPP)))) デデデデババババイイイイ
スススス

OTP デバイスは少量生産や頻繁にコードのアップデー
トが必要なアプリケーションに特に便利です。

プラスチックパッケージの OTP デバイスはプログラ
ムの書き込み可能な回数は 1回です。プログラムメモ
リ同様にコンフィグレーションビットも書き込む必要
があります。

注注注注意意意意 :::: 紫外線消去すると工場出荷時にプログラ
ムメモリに格納されている内部発振器用
キャリブレーションデータも消去される
ので、ご注意ください。紫外線消去前に
キャリブレーションデータをリードして
保存しておく必要があります。

2.3 ククククイイイイッッッッククククタタタターーーーンンンンププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググ ((((QQQQTTTTPPPP)))) デデデデ
ババババイイイイスススス

マイクロチップは工場量産用に QTP プログラミング
サービスを提供しています。中／大量生産でプログラ
ムの書き込みに工数をかけたくなく、デバックが完了
してコードパターンが安定している場合に便利です。
デバイスは OTP デバイスですが、全 EPROM プログラ
ムメモリとコンフィグレーションビットを書き込み後
に工場出荷されます。量産前にコードと試作品の確認
が行われます。詳細については、マイクロチップ製品
取扱代理店までお問い合わせください。

2.4 シシシシリリリリアアアアルルルルククククイイイイッッッッククククタタタターーーーンンンンププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググ 
((((SSSSQQQQTTTTPPPP™))))    デデデデババババイイイイスススス

マイクロチップではユーザーが指定するプログラムメ
モリ番地にデバイスごとにシリアル番号をプログラム
書き込みする独自のプログラミングサービスを行って
います。シリアル番号は、ランダム、疑似ランダム、
連続番号です。

シリアルプログラミングにより、デバイスごとに個別
の番号を割り当てられます。その番号は、エントリ
コードやパスワード、ID 番号に使用できます。
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PIC12CE67X

3.0 アーキテクチャ概要アーキテクチャ概要アーキテクチャ概要アーキテクチャ概要
PIC12CE67X ファミリーは RISC 型マイクロプロセッ
サー共通のアーキテクチャの特徴を数多く持っている
ので高性能です。まず第一に PIC12CE67X は、ハー
バードアーキテクチャを採用しており、プログラムと
データはそれぞれ別のメモリ空間からそれぞれ別のバ
スを使用してアクセスします。同じバスを使用して同
じメモリ空間からプログラムやデータを取り出す従来
のフォンノイマンアーキテクチャよりも処理能力が改
善されます。プログラムバスとデータバスを分離する
ことにより、命令のビット幅は 8 ビット幅にとらわ
れません。命令のオペコードは、すべての命令を 1
ワードで構成できる 14 ビット幅です。プログラムメ
モリをアクセスするバスが 14 ビット幅なので、1サ
イクルで 14 ビット命令を取り出します。2ステージ
のパイプラインは命令の取り出しと実行が同時にでき
ます。(例 3-1 参照 )。従って、プログラム分岐以外
のすべての命令は 1サイクル (1μs@4 MHz) で実行し
ます。 

次の表は各 PIC12CE67X デバイスのプログラムメモ
リ (EPROM)、データメモリ（RAM)、不揮発性メモリ
（EEPROM) を示します。

デデデデババババイイイイスススス
ププププロロロロググググララララムムムム
メメメメモモモモリリリリ

RARARARAMMMM
デデデデーーーータタタタ
メメメメモモモモリリリリ

EEPROMEEPROMEEPROMEEPROM
デデデデーーーータタタタ
メメメメモモモモリリリリ

PIC12CE673 1K x 14 128 x 8 16x8

PIC12CE674 2K x 14 128 x 8 16x8

PIC12CE67X はレジスタファイルやデータメモリを
直接、または、間接的にアドレス指定できます。プロ
グラムカウンタを含み、すべての特殊機能レジスタは
データメモリに配置されています。PIC12CE67X に
は、直交的（対称的）な命令セットを持っているの
で、どのアドレッシングモードでもすべてのレジスタ
に対してすべてのオペレーションが実行できます。
「特定制約条件」がないので PIC12CE67Xのプログラ
ミングはシンプルで高効率です。学習も容易です。

PIC12CE67X デバイスは8ビット ALU とワーキングレ
ジスタを持っています。ALU は汎用演算ユニットで
す。ワーキングレジスタとレジスタファイルのデータ
の計算とブール演算を行います。

ALU は 8 ビット幅で、足し算、引き算、シフト、論
理演算ができます。特に指定の無い限り、演算処理は 
2 の補数法で行われます。2つのオペランド命令では、
通常片方はワーキングレジスタ（Wレジスタ）、もう
片方はファイルレジスタかリテラルです。1つのオペ
ランド命令では、オペランドは W レジスタかファイ
ルレジスタです。

Wレジスタは ALU の実行に使用される 8ビットワーキ
ングレジスタです。アドレス指定はできません。

実行される命令によっては STATUS レジスタのキャ
リー（C)、デジットキャリー（DC)、およびゼロ（Z) 
ビットの値が影響します。引き算では C ビットはボ
ローの反転 (borrow)、DC ビットは デジットボローの
反転 (digit borrow)出力ビットとして実行されます。
例として SUBLW と SUBWF 命令を参照してください。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 8 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.com から入手可能）を参照してください。

図 3図 3図 3図 3----1111:::: PPPPIIIICCCC12121212CCCCEEEE66667777X X X X ブブブブロロロロッッッックククク図 図 図 図                             

パワーアップ
タイマー

オシレータスター
トアップタイマー

EPROM
プログラム
メモリ

13
データバス

8

14プログラム
バス

命令レジスタ

プログラムカウンタ

RAM

ファイル
レジスタ

直接アドレス 7

RAM アドレス (1) 9

アドレス MUX

間接
アドレス

FSR レジスタ

STATUS 

MUX

ALU

W レジスタ

命令の
デコード

タイミング
生成OSC1/CLKIN

OSC2/CLKOUT

MCLR

VDD, VSS

Timer0

GPIO

8

8

GP4/OSC2/AN3/CLKOUT
GP3/MCLR/Vpp
GP2/T0CKI/AN2/INT
GP1/AN1/VREF

GP0/AN0

8

3

GP5/OSC1/CLKIN

8 レベルスタック
(13 ビット )

128 バイト

注 1:  バンク指定ビットは STATUS レジスタから出力されます。

A/D

ウォッチドッグ
タイマー

パワーオン
リセット

デデデデババババイイイイスススス

PIC12CE673
PIC12CE674

ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリ デデデデーーーータタタタメメメメモモモモリリリリ (RAM)

1K x 14
2K x 14

128 x 8
128 x 8

4 MHz クロック
 内部

不不不不揮揮揮揮発発発発性性性性メメメメモモモモリリリリ (EEPROM)

16 x 8
16 x 8

データ
メモリ

16x8
EEPROM

S
C

L

S
D

A

レジスタ

と制御
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PIC12CE67X

表 3表 3表 3表 3----1111:::: PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE66667777X X X X 端端端端子子子子機機機機能能能能説説説説明 明 明 明 

名名名名称称称称
DIP 

Pin #
SOIC 
Pin #

I/Oピピピピンンンン 
タタタタイイイイププププ

ババババッッッッフフフファァァァ
タタタタイイイイププププ 説説説説明明明明

GP0/AN0 7 7 I/O TTL/ST 双方向入出力ポート／シリアルプログラミングデー
タ／アナログ入力 0。 内部弱プルアップとピン変化に
よる割込みをソフトウェアで機能選択できます。こ
のバッファは、シリアルプログラミングモードの時
はシュミットトリガ入力になります。

GP1/AN1/VREF 6 6 I/O TTL/ST 双方向入出力ポート／シリアルプログラミングク
ロック／アナログ入力 1 ／電圧リファレンス。内部
弱プルアップとピン変化による割込みをソフトウェ
アで機能選択できます。このバッファは、シリアル
プログラミングモードの時はシュミットトリガ入力
になります。

GP2/T0CKI/AN2/INT 5 5 I/O ST 双方向入出力ポート／アナログ入力 2。 T0CKI、外部
割込みとして使用できます。

GP3/MCLR/VPP 4 4 I TTL 入力ポート／マスタークリア（リセット）入力／プ
ログラミング電圧入力。MCLR を選択すると、このピ
ンはデバイスの Lowアクティブのリセットになりま
す。通常のオペレーションでは MCLR/VPP の電圧は VDD 
を超えてはいけません。内部弱プルアップとピン変
化により割込みをソフトウェアで機能選択できます。
MCLR の時は、弱プルアップは常に On状態です。

GP4/OSC2/AN3/
CLKOUT

3 3 I/O TTL 双方向入出力ポート／発振子水晶出力／アナログ入
力 3。水晶発振子モード（HS、XT、LP モードのみ、
他のモードでは GPIO） 時に水晶または発振子に接続。
EXTRC、INTRC モードでは、ピン出力は OSC1 周波数の
1/4の命令サイクルの CLKOUT に設定可能です。

GP5/OSC1/CLKIN 2 2 I/O TTL/ST 双方向入出力ポート／発振子水晶入力／外部クロッ
クソース入力。（INTRC モードの GPIO のみ、他のすべ
てのオシレータモードでは OSC1/CLKIN）EXTRC モー
ドの時はシュミットトリガ入力です。

VDD 1 1 P — ロジックと入出力ピン用正極電源

VSS 8 8 P — ロジックと入出力ピン用グランドリファレンス

凡例 : I =入力 , O = 出力 , I/O =入出力 , P = 電源 , — = なし , TTL = TTL 入力 ,
ST = シュミットトリガ入力
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図 3図 3図 3図 3----2222:::: ククククロロロロッッッックククク／／／／命命命命令令令令ササササイイイイククククルルルル

例 3例 3例 3例 3----1111:::: 命命命命令令令令パパパパイイイイププププラララライイイインンンンフフフフロロロローーーー

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

OSC1

Q1

Q2

Q3

Q4

PC

OSC2/CLKOUT
(EXTRCと INTRC

PC PC+1 PC+2

命令フェッチ (PC)
命令実行 (PC-1) 命令フェッチ (PC+1)

命令実行 (PC) 命令フェッチ (PC+2)
命令実行 (PC+1)

内部
位相
クロック

モードの場合 )

プログラム分岐以外の命令はすべて 1サイクルです。プログラム分岐では、パイプラインでフェッチされてい
た命令実行せず、新しい命令をフェッチして実行するので 2サイクルかかります。  

Tcy0 Tcy1 Tcy2 Tcy3 Tcy4 Tcy5

1. MOVLW 55h フェッチ 1 実行 1

2. MOVWF GPIO フェッチ  2 実行 2

3. CALL  SUB_1 フェッチ  3 実行 3

4. BSF   GPIO, BIT3 (NOP になります ) フェッチ  4 廃棄
5. Instruction @ address SUB_1 フェッチ SUB_1 実行 SUB_1

3.1 ククククロロロロッッッックククク方方方方式式式式／／／／命命命命令令令令ササササイイイイククククルルルル

(OSC1/CLKIN からの）クロック入力は 4つの重なら
ない 4相クロック Q1、Q2、Q3、Q4 を生成するために
内部で 4分周されます。内部では、プログラムカウ
ンター（PC) は Q1 ごとにインクリメントします。命
令はプログラムメモリからフェッチ後、Q4 で命令レ
ジスタにラッチされます。次の Q1 から Q4 の間に命
令はデコードされ、実行されます。クロックと命令
実行のフローは図 3-2 をご参照ください。

3.2 命命命命令令令令フフフフロロロローーーー／／／／パパパパイイイイププププラララライイイインンンン

1つの「命令サイクル」は 4つの Q サイクル（Q1、
Q2、Q3、Q4）から構成されます。命令のフェッチと
実行はパイプライン方式で行われ、1つの命令サイ
クルでフェッチを行う一方で、ほかの命令サイクル
でデコードと実行を行います。このパイプライン処
理により、各命令が実質的に 1サイクルで実行され
ます。命令がプログラムカウンタを変更する場合
（GOTO等）は 2サイクル必要です。(例 3-1 参照 )

フェッチサイクルはプログラムカウンタ（PC) が Q1
でインクリメントするところから始まります。

実行サイクルではフェッチした命令はサイクル Q1 
で「命令レジスタ」（IR) にラッチされています。
そして Q2、Q3、Q4 サイクルでその命令はデコード
され、実行されます。データメモリは Q2 でリード
（オペランドのリード） 、Q4 でライトされます。
（結果格納先へのライト）
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PIC12CE67X

4444....0000 メモリ構成メモリ構成メモリ構成メモリ構成

4.1 ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリ構構構構成成成成

PIC12CE67X は 8K × 14 プログラムメモリ空間のアド
レッシングが可能な 13 ビットプログラムカウンタを
持っています。

PIC12CE673 では、最初の 1K × 14(0000h-03FFh) を使
用しています。

PIC12CE674 では、最初の 2K × 14 (0000h-07FFh) を
使用しています。物理的に存在するアドレスより上の
領域へアクセスした場合、ラップアラウンドします。
リセットベクタは 0000h、割り込みベクタは 0004h で
す。

図 4図 4図 4図 4----1111:::: PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE66667777X X X X ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリ
ママママッッッッププププととととススススタタタタッッッック ク ク ク 

PC<12:0>

13

0000h

0004h
0005h

07FFh

1FFFh

スタックレベル 1

スタックレベル 8

リセットベクタ

オンチッププログラム
メモリ

CALL, RETURN
RETFIE, RETLW

0800h

0400h
03FFh

周辺機能の割り込みベクタ

(PIC12CE674 のみ )

4444....2222 デデデデーーーータタタタメメメメモモモモリリリリ構構構構成成成成

データメモリは 2つのバンクに分かれています。それ
ぞれ汎用レジスタと特別機能レジスタが割り当てられ
ています。RP0 ビットはバンク選択ビットです。

RP0 (STATUS<5>) = 1 → バンク 1 

RP0 (STATUS<5>) = 0 → バンク 0

バンクはそれぞれ７ Fh まで拡張できます。各バンク
の下位領域は特別機能レジスタ用です。特別機能レジ
スタより上の領域は、スタティック RAM で出来ている
汎用レジスタです。バンク 0とバンク 1共に特別機能
レジスタが割り当てられています。コード圧縮、高速
アクセスが出来るようにバンク 0の使用頻度の多い特
別機能レジスタは、バンク 1からもアクセスできるよ
うになっています。

PIC12CE67X の F0h から FFh はバンク 0 のレジスタ
70h-7Fh にマッピングされてます。

4.2.1 汎用レジスタファイル

汎用レジスタファイルへのアクセスは、直接、また
は、ファイル選択レジスタ FSR（第 4.5 項 ）を使用
して間接的に行われます。
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図 4図 4図 4図 4----2222:::: PPPPIIIICCCC12121212CCCCEEEE66667777X X X X レレレレジジジジススススタタタタフフフファァァァイイイイルルルル
ママママッッッップ プ プ プ 

INDF(1)

TMR0
PCL

STATUS
FSR
GPIO

PCLATH
INTCON

PIR1

ADRES
ADCON0

INDF(1)

OPTION
PCL

STATUS
FSR
TRIS

PCLATH
INTCON

PIE1

PCON

ADCON1

00h
01h
02h
03h
04h
05h
06h
07h
08h
09h
0Ah
0Bh
0Ch
0Dh
0Eh
0Fh
10h
11h
12h
13h
14h
15h
16h
17h
18h
19h
1Ah
1Bh
1Ch
1Dh
1Eh
1Fh

80h
81h
82h
83h
84h
85h
86h
87h
88h
89h
8Ah
8Bh
8Ch
8Dh
8Eh
8Fh
90h
91h
92h
93h
94h
95h
96h
97h
98h
99h
9Ah
9Bh
9Ch
9Dh
9Eh
9Fh

20h A0h

汎用
レジスタ

汎用
レジスタ

7Fh FFh
バンク 0 バンク 1

ファイル
アドレス

BFh
C0h

 未使用データメモリ領域です。「0」 とリード

されます。
注 1: 物理的には存在しないレジスタです。

ファイル
アドレス

OSCCAL

F0h
EFh

バンク 0に
マッピング

70h

4.2.2 特別機能レジスタ

特別機能レジスタは、CPU や周辺機能モジュールが使
用するレジスタでデバイスの動作を制御します。特別
機能レジスタはスタティック RAM で出来ています。

特別機能レジスタは 2種類（コア機能と周辺機能）に
分類されます。コア機能関連のレジスタについてはこ
の章、周辺機能関連のレジスタについては周辺機能の
章で説明します。
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PIC12CE67X

表 4表 4表 4表 4----1111:::: PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE66667777X X X X 特特特特別別別別機機機機能能能能レレレレジジジジススススタタタタ一一一一覧 覧 覧 覧 

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 ビビビビッッッットトトト 7 ビビビビッッッットトトト 6 ビビビビッッッットトトト 5 ビビビビッッッットトトト 4 ビビビビッッッットトトト 3 ビビビビッッッットトトト 2 ビビビビッッッットトトト 1 ビビビビッッッットトトト 0
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンン
リリリリセセセセッッッットトトト
にににによよよよるるるる値値値値

そそそそのののの他他他他ののののリリリリ
セセセセッッッットトトト (3)(3)(3)(3)

にににによよよよるるるる値値値値

   ババババンンンンクククク 0

00h(1) INDF
このレジスタをアクセスすると、FSR レジスタの内容のデータメモリアドレスへのアクセスにな
ります。（物理的には存在しないレジスタです） 0000 0000 0000 0000

01h TMR0 タイマー 0 モジュールのレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

02h(1) PCL プログラムカウンタ (PC) の下位バイト 0000 0000 0000 0000

03h(1) STATUS IRP(4) RP1(4) RP0 TO PD Z DC C 0001 1xxx 000q quuu

04h(1) FSR 間接データメモリアドレスポインタ xxxx xxxx uuuu uuuu

05h GPIO SCL SDA GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0 11xx xxxx 11uu uuuu

06h — 未使用 — —

07h — 未使用 — —

08h — 未使用 — —

09h — 未使用 — —

0Ah(1,2) PCLATH — — — プログラムカウンタの上位 5ビット用ライトバッファ ---0 0000 ---0 0000

0Bh(1) INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 0000 000x 0000 000u

0Ch PIR1 — ADIF — — — — — — -0-- ---- -0-- ----

0Dh — 未使用 — —

0Eh — 未使用 — —

0Fh — 未使用 — —

10h — 未使用 — —

11h — 未使用 — —

12h — 未使用 — —

13h — 未使用 — —

14h — 未使用 — —

15h — 未使用 — —

16h — 未使用 — —

17h — 未使用 — —

18h — 未使用 — —

19h — 未使用 — —

1Ah — 未使用 — —

1Bh — 未使用 — —

1Ch — 未使用 — —

1Dh — 未使用 — —

1Eh ADRES A/D 結果レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

1Fh ADCON0 ADCS1 ADCS0 r CHS1 CHS0 GO/DONE r ADON 0000 0000 0000 0000

凡例 : x = 不明 , u = 不変 , q = 条件による値 , - = 未使用、「0」としてリードされます , r = リザーブ。
網掛け部分は未使用です。「0」としてリードされます。

注 1: 上記のレジスタはどのバンクからもアクセスできます。
2: プログラムカウンタの上位バイトに直接アクセスできません。PCLATH は PC<12:8> 用の保持レジスタで、その内容は
PCL レジスタへのライト、CALL、GOTO を実行する時にプログラムカウンタの上位バイトに転送されます。

3: その他の (パワーオン以外の )リセットは MCLR への外部リセットやウォッチドッグタイマーリセットを含みます。
4: PIC12CE67X では IRP ビットと RP1 ビットはリザーブですので、常にクリアにしておきます。
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   ババババンンンンクククク 1

80h(1) INDF
このレジスタをアクセスすると、FSR レジスタの内容のデータメモリアドレスへのアクセスにな
ります。（物理的には存在しないレジスタです） 0000 0000 0000 0000

81h OPTION GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0 1111 1111 1111 1111

82h(1) PCL プログラムカウンタ (PC) の下位バイト 0000 0000 0000 0000

83h(1) STATUS IRP(4) RP1(4) RP0 TO PD Z DC C 0001 1xxx 000q quuu

84h(1) FSR 間接データメモリアドレスポインタ xxxx xxxx uuuu uuuu

85h TRIS — — GPIO データ方向レジスタ 0011 1111 0011 1111

86h — 未使用 — —

87h — 未使用 — —

88h — 未使用 — —

89h — 未使用 — —

8Ah(1,2) PCLATH — — — プログラムカウンタの上位 5ビット用ライトバッファ ---0 0000 ---0 0000

8Bh(1) INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 0000 000x 0000 000x

8Ch PIE1 — ADIE — — — — — — -0-- ---- -0-- ----

8Dh — 未使用 — —

8Eh PCON — — — — — — POR — ---- --0- ---- --u-

8Fh OSCCAL CAL5 CAL4 CAL3 CAL2 CAL1 CAL0 — — 1000 00-- uuuu uu--

90h — 未使用 — —

91h — 未使用 — —

92h — 未使用 — —

93h — 未使用 — —

94h — 未使用 — —

95h — 未使用 — —

96h — 未使用 — —

97h — 未使用 — —

98h — 未使用 — —

99h — 未使用 — —

9Ah — 未使用 — —

9Bh — 未使用 — —

9Ch — 未使用 — —

9Dh — 未使用 — —

9Eh — 未使用 — —

9Fh ADCON1 — — — — — PCFG2 PCFG1 PCFG0 ---- -000 ---- -000

表 4表 4表 4表 4----1111:::: PPPPIIIICCCC12121212CCCCEEEE66667777X X X X 特特特特別別別別機機機機能能能能レレレレジジジジススススタタタタ一一一一覧 覧 覧 覧  ( ( ( (CCCCOOOONNNNTTTT....))))

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 ビビビビッッッットトトト 7 ビビビビッッッットトトト 6 ビビビビッッッットトトト 5 ビビビビッッッットトトト 4 ビビビビッッッットトトト 3 ビビビビッッッットトトト 2 ビビビビッッッットトトト 1 ビビビビッッッットトトト 0
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンン
リリリリセセセセッッッットトトト
にににによよよよるるるる値値値値

そそそそのののの他他他他ののののリリリリ
セセセセッッッットトトト (3(3(3(3))))

にににによよよよるるるる値値値値

凡例 : x = 不明 , u = 不変 , q = 条件による値 , - = 未使用、「0」としてリードされます , r = リザーブ。
網掛け部分は未使用です。「0」としてリードされます。

注 1: 上記のレジスタはどのバンクからもアクセスできます。
2: プログラムカウンタの上位バイトに直接アクセスできません。PCLATH は PC<12:8> 用の保持レジスタで、その内容は
PCL レジスタへのライト、CALL、GOTO を実行する時にプログラムカウンタの上位バイトに転送されます。

3: その他の ( パワーオン以外の ) リセットは MCLR への外部リセットやウォッチドッグタイマーリセットを含みます。
4: PIC12CE67X では IRP ビットと RP1 ビットはリザーブですので、常にクリアにしておきます。
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PIC12CE67X

4.2.2.1 STATUS レジスタ

STATUS レジスタには、ALU の演算ステータス、リセッ
トステータス、データメモリ用バンク選択ビットが割
り当てられています。（図 4-3)

STATUS レジスタは、他のレジスタと同様に、すべて
の命令の結果格納先になることが可能です。STATUS 
レジスタが Z、DC、C ビットに影響する命令の結果格
納先の場合、Z、DC、C ビットへはライトできません。
Z、DC、Cビットはデバイスのロジックによりセット、
クリアされます。また、TO と PD ビットもライトで
きません。従って、STATUS レジスタを結果格納先と
した命令の結果は考えていた値と異なる場合がありま
す。 

例えば、CLRF STATUSは上位 3ビットをクリアし Z
ビットをセットします。STATUS レジスタは 000u 
u1uu  のまま (u= 不変 )です。

その様な理由から、STATUS レジスタの値を変更する
には Z、C、DC ビットが影響しない BCF、BSF、
SWAPF、MOVWF命令を使用することを推奨します。ス
テータスビットに影響しない他の命令については、
「命令セット概要」を参照してください。

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: IRP と RP1 ビット (STATUS<7:6>) は 
PIC12CE67X では未使用なので 0にして
おいてください。これらのビットを汎用 
R/W ビットとして使用すると、将来の製
品との上位互換が保てなくなる可能性が
あるので推奨できません。 

注注注注意 意 意 意 2:2:2:2: 引き算では Cビットはボローの反転
(borrow)、DC ビットはデジットボロー
の反転 (digit borrow) として動作します。
SUBLW と SUBWF 命令の例を参照してく
ださい。

図 4図 4図 4図 4----3333:::: SSSSTTTTAAAATTTTUUUUSSSS レレレレジジジジススススタ タ タ タ (((( アアアアドドドドレレレレス 0ス 0ス 0ス 03333hhhh, 8, 8, 8, 83333hhhh))))

予備 予備 R/W-0 R-1 R-1 R/W-x R/W-x R/W-x
IRP RP1 RP0 TO PD Z DC C R = リード可能なビット

W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリード
される 
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7:IIIIRP:RP:RP:RP: レジスタバンク選択ビット ( 間接アドレッシング用 )
1 =バンク 2, 3 (100h - 1FFh)
0 = バンク 0, 1 (00h - FFh)
IRP ビットはリザーブなので常に 0にしておいてください。 

ビット 6-5:RP1:RPRP1:RPRP1:RPRP1:RP0000:::: レジスタバンク選択ビット ( 直接アドレッシング用 )
11  = バンク 3 (180h - 1FFh)
10  = バンク 2 (100h - 17Fh)
01  = バンク 1 (80h - FFh)
00  = バンク 0 (00h - 7Fh)
バンクはそれぞれ 128 バイト。RP1 ビットはリザーブなので常に 0にしておいてください。 

ビット 4:TOTOTOTO:::: タイムアウトビット
1 = 電源オン後、CLRWDT 命令実行後、SLEEP 命令実行後
0 =  WDTタイムアウト発生

ビット 3:PDPDPDPD:::: 電源切断ビット
1 = 電源オン後、CLRWDT 命令実行
0 = SLEEP 命令実行

ビット 2:ZZZZ:::: ゼロビット
1 = 計算、ロジック演算の結果がゼロ
0 = 計算、ロジック演算の結果がゼロ以外

ビット 1:DC:DC:DC:DC: デジットキャリー /ボロービット (ADDWF, ADDLW,SUBLW,SUBWF 命令 )( ボローは極性が反転 )
1 = 結果の下位 4 ビット目からキャリー出力発生 
0 = 結果の下位 4 ビット目からキャリー出力なし

ビット 0:C:C:C:C: キャリー /ボロービット (ADDWF, ADDLW,SUBLW,SUBWF 命令 )
1 = 結果の最上位ビットからキャリー出力発生
0 = 結果の最上位ビットからキャリー出力なし
注意 : ボローは極性が反転します。第二オペランドの 2 の補数を足すことで引き算を実行します。RRF、
RLF命令では指定したレジスタの最上位、または、最下位ビットがロードされます。
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4.2.2.2 OPTION レジスタ

OPTION レジスタはリード、ライト共に可能なレジス
タで、TMR0/WDT プリスケーラ、外部 INT 割り込み、
TMR0、GPIO の弱プルアップを制御するビットが割り
当てられています。

注注注注意意意意 :::: TMR0 のプリスケーラを 1:1 にするには、
PSA ビット (OPTION<3>) をセットして、
ウォッチドッグタイマーにプリスケーラ
を割り当てます。

図 4図 4図 4図 4----4444:::: OOOOPPPPTTTTIOIOIOION N N N レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレレレレス 8ス 8ス 8ス 81111hhhh))))

R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1 R/W-1

GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0 R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリー

ドされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7:GPGPGPGPPPPPUUUU:::: 弱プルアップイネーブル
1 =弱プルアップ使用しない
0 = 弱プルアップ使用可能 (GP0, GP1, GP3)

ビット 6:ININININTTTTEDG:EDG:EDG:EDG: 割込みエッジ
1 = GP2/INT ピン立ち上がりで割り込み発生
0 = GP2/INT ピン立ち下がりで割り込み発生

ビット 5:T0T0T0T0CCCCS:S:S:S: TMR0 クロックソース選択ビット
1 = GP2/T0CKI/AN2 ピンから入力
0 = 内部命令サイクルクロック (CLKOUT)

ビット 4:T0T0T0T0SSSSE:E:E:E: TMR0 ソースエッジ選択ビット
1 = GP2/T0CKI/AN2 ピンへの入力が Highから Lowでインクリメント 
0 = GP2/T0CKI/AN2 ピンへの入力が Lowから Highでインクリメント

ビット 3:PSPSPSPSAAAA:::: プリスケーラ割り当てビット
1 = プリスケーラを WDT へ割り当てる
0 = プリスケーラを Timer0 モジュールへ割り当てる

ビット 2-0:PS2:PS0PS2:PS0PS2:PS0PS2:PS0: プリスケーラレート選択ビット

000
001
010
011
100
101
110
111

1 : 2
1 : 4
1 : 8
1 : 16
1 : 32
1 : 64
1 : 128
1 : 256

1 : 1
1 : 2
1 : 4
1 : 8
1 : 16
1 : 32
1 : 64
1 : 128

ビット値 TMR0 レート WDT レート
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PIC12CE67X

4.2.2.3 INTCON レジスタ

INTCON レジスタはリード、ライト可能なレジスタで、
TMR0 レジスタオーバーフロー割り込み、GPIO ピン変
化による割り込み、外部 INT ピン割り込みのイネーブ
ルビット、フラグビットが割り当てられています。

 

注注注注意意意意 :::: 割り込みフラグはイネーブルビットやグ
ローバルイネーブルビット
GIE(INTCON<7>) に関係なく割り込み条件
が起きるとセットされます。

図 4図 4図 4図 4----5555:::: IIIINNNNTTTTCCCCON ON ON ON レレレレジジジジススススタタタタ    (((( アアアアドドドドレレレレス ス ス ス 0000BBBBhhhh, 8, 8, 8, 8BBBBhhhh))))

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-x

GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリー

ドされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7:GIE:GIE:GIE:GIE: グローバル割り込みイネーブルビット
1 = マスクされていないすべての割り込みを発生可能にする
0 = すべての割り込みを発生させない

ビット 6:PEIE:PEIE:PEIE:PEIE: 周辺機能割り込みイネーブルビット
1 = マスクされていないすべての周辺機能割り込みを発生可能にする
0 =すべての周辺機能割り込みを発生させない

ビット 5:T0IE:T0IE:T0IE:T0IE: TMR0 オーバーフロー割り込みイネーブルビット
1 = TMR0 割り込みを発生可能にする
0 = TMR0 割り込みを発生させない

ビット 4:INTE:INTE:INTE:INTE: INT 外部割り込みイネーブルビット
1 = GP2/INT ピンの外部割り込みを発生可能にする
0 = GP2/INT ピンの外部割り込みを発生させない

ビット 3:GPIE:GPIE:GPIE:GPIE: GPIO ピン変化による割り込みのイネーブルビット
1 = GPIO ピン変化した時、割り込みを発生可能にする
0 = GPIO ピン変化した時、割り込みを発生させない

ビット 2:T0IF:T0IF:T0IF:T0IF: TMR0 オーバーフロー割込みビット
1 = TMR0 レジスタがオーバーフローした（ソフトウェアでクリアにする必要あり）
0 = TMR0 レジスタがオーバーフローしていない

ビット 1:INTF:INTF:INTF:INTF: INT 外部割込みフラグビット
1 = GP2/INT の外部割込みが発生した（ソフトウェアでクリアにする必要あり）
0 =  GP2/INT の外部割込みが発生していない

ビット 0:GPIF:GPIF:GPIF:GPIF: 変化フラグビットの GPIO 割込み
1 = GP0、GP1、GP3 ピンの入力信号レベルが変化した（ソフトウェアでクリアにする必要あり）
0 =  GP0、GP1、GP3 ピンの入力信号レベルが変化していない
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4.2.2.4 PIE1 レジスタ

このレジスタには、周辺機能の割り込み用の個別のイ
ネーブルビットが割り当てられています。

注注注注意意意意 :::: 周辺機能割り込みをすべてイネーブルに
するためには PEIE ビット (INTCON<6>) 
をセットしておく必要があります。

図 4図 4図 4図 4----6666:::: PPPPIIIIEEEE1 1 1 1 レレレレジジジジススススタ タ タ タ (((( アアアアドドドドレレレレス 8ス 8ス 8ス 8CCCChhhh))))PPPPIIIIRRRR1 R1 R1 R1 REEEEGIGIGIGISSSSTTTTEEEERRRR

U-0 R/W-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0

— ADIE — — — — — — R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリー

ドされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7:未未未未使使使使用用用用 : 「0: 「0: 「0: 「0」」」」ととととリリリリーーーードドドドさささされれれれるるるる

ビット 6:ADADADADIIIIE:E:E:E: A/D コンバータ割り込みイネーブルビット
1 = A/D 割り込みを発生可能にする
0 = A/D 割り込みを発生させない

ビット 5-0: 未未未未使使使使用用用用 ::::「0」とリードされる
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4.2.2.5 PIR1 レジスタ

このレジスタには、周辺機能割り込み用の個別のフラ
グビットが割り当てられています。

注注注注意意意意 :::: 割り込みフラグはイネーブルビットやグ
ローバルイネーブルビット
GIE(INTCON<7>) に関係なく割り込み条件
が起きるとセットされます。割り込みを
イネーブルにする前にソフトウェアで割
込みフラグビットをクリアしてください。

図 4図 4図 4図 4----7777:::: PPPPIIIIRRRR1 1 1 1 レレレレジジジジススススタ タ タ タ (((( アアアアドドドドレレレレス 0ス 0ス 0ス 0CCCChhhh))))

U-0 R/W-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0

— ADIF — — — — — — R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリー

ドされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7:未未未未使使使使用用用用 : : : : 「0」とリードされる

ビット 6:ADIF:ADIF:ADIF:ADIF: A/D コンバータ割り込みフラグビット
1 = A/D 変換が完了した
0 = A/D 変換が完了していない

ビット 5-0:未未未未使使使使用用用用 :::: 「0」とリードされる
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4.2.2.6 PCON レジスタ

電源制御 (PCON) レジスタには、パワーオンリセット
(POR)、外部 MCLR リセット、WDT リセットを区別する
ためのフラグビットが割り当てられています。

図 4図 4図 4図 4----8888:::: PPPPCCCCOOOON N N N レレレレジジジジススススタ タ タ タ (((( アアアアドドドドレレレレス 8ス 8ス 8ス 8EEEEhhhh))))

U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 R/W-0 U-0

— — — — — — POR — R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用ビット、「0」とリー

ドされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7-2: 未未未未使使使使用用用用 : : : : 「0」とリードされる

ビット 1:  PPPPOROROROR:::: パワーオンリセットステータスビット
1 = パワーオンリセットされなかった
0 = パワーオンリセットされた (パワーオンリセット後ソフトウェアで 1にセットする必要あり）

ビット 0:未未未未使使使使用用用用 : : : : 「0」とリードされる
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4.2.2.7  OSCCAL レジスタ
オシレータキャリブレーションレジスタ (OSCCAL) は、
内部 4MHz オシレータの較正に使用します。このレジ
スタには、キャリブレーション用の 6ビットが割り当
てられています。キャリブレーション値が大きい程、
周波数が高くなります。

図 4図 4図 4図 4----9999:::: OOOOSSSSCCCCCCCCAL AL AL AL レレレレジジジジススススタ タ タ タ (((( アアアアドドドドレレレレス ス ス ス 8888FFFFhhhh))))

R/W-1 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 U-0 U-0

CAL5 CAL4 CAL3 CAL2 CAL1 CAL0 — — R = リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U = 未使用のビット、 

「0」とリードされる
- n = POR リセットによる値

ビット 7 ビット 0

ビット 7-2:CAL<5CAL<5CAL<5CAL<5::::0>: 0>: 0>: 0>: キャリブレーション
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4444.3.3.3.3 PPPPCCCCLLLL とととと PPPPCCCCLLLLAAAATTTTHHHH

プログラムカウンター (PC) は 13 ビット幅です。下
位バイトはリード、ライト可能な PCL レジスタです。
上位バイト (PC<12:8>) は直接にリード、ライトはで
きません。PCLATH レジスタから値がロードされます。
どのリセットでも PC はクリアされます。 図 4-10 で
は、2 通りの PC へのロード方式を示します。図の上
の例では、PCL へのライトの場合のロード方式を示し
ます。(PCLATH<4:0>→PCH)　図の下の例では、CALL、
GOTO命令の場合の PC へのロード方式を示します。
(PCLATH<4:3>→PCH)

図 4図 4図 4図 4----11110000:::: PPPPCCCC へへへへのののの値値値値ののののロロロローーーードドドド方方方方式式式式

4.3.1 計算によるプログラム分岐

プログラムカウンターにオフセットを足すと、計算に
よるプログラム分岐が実行できます (ADDWF PCL)。
計算によるプログラム分岐を使用してテーブルをリー
ドする時、テーブルが PCL のメモリ領域 (256 バイト
ブロックごと）をまたがる場合は注意が必要です。ア
プリケーションノートの「Implementing a Table 
Read」(AN556) を参照してください。

PC

12 8 7 0

5
PCLATH<4:0>

PCLATH

PCL を

ALU 結果

GOTO, CALL

ｵﾍﾟｺｰﾄﾞ <10:0>

8

PC

12 11 10 0

11PCLATH<4:3>

PCH PCL

8 7

2

PCLATH

PCH PCL

結果格納先
にした命令

4.3.2 スタック

PIC12CE67X シリーズのハードウェアスタックは 8レ
ベルディープ× 13 ビット幅です。スタックの領域は
プログラムやデータの領域の一部ではありません。ス
タックポインターはリード、ライトできません。
CALL命令が実行された場合、または、割り込みが発
生した場合、PC はスタックへ PUSH されます。
RETURN、RETLW、RETFIE 命令の実行によりスタッ
クは POP されます。PCLATH レジスタは PUSH、POP 動
作の影響を受けません。

スタックは、回転バッファとして動作します。スタッ
クが 8回プッシュされた後に 9回目のプッシュは 1回
目のプッシュで格納された値に上書きされます。10
回目のプッシュは 2 回目のプッシュにという様に上
書きされます。 

4.4 ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリののののペペペペーーーージジジジ

ページ選択ビット PCLATH<4:3> は、複数ページが使
用可能な場合にプログラムメモリをアクセスするため
に使用しますが、PIC12CE67X では使用しません。
PIC12CE67X の PCLATH<4:3> を汎用リード／ライト
ビットとして使用することは、将来の製品との上位互
換性を保てない可能性があるので推奨できません。

Note 1: スタックオーバーフロー、アンダーフ
ローを示すステータスビットはありません。

Note 2: PUSH、POP は命令でもニーモニックで
もありません。PUSH と POP は、CALL、
RETURN、RETLW および RETFIE 命令実
行、または、割り込み発生の時に行われ
る動作です。
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4.5 間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレッッッッシシシシンンンンググググ、、、、IIIINNNNDDDDFFFF レレレレジジジジススススタタタタとととと
FFFFSSSSRRRR レレレレジジジジススススタタタタ

INDF レジスタは物理的には存在しないレジスタです。
INDF レジスタへのアドレッシングは間接アドレッシ
ングになります。 

INDF レジスタを使用して間接アドレッシングができ
ます。INDF レジスタを使用するすべての命令は、実
際にはファイル選択レジスタ FSR によって指定された
レジスタにアクセスします。INDF 自体を間接アド
レッシング (FSR = '0') でリードすると、00h となり
ます。 間接アドレッシングでの INDF レジスタへのラ
イトは何も行われません（ただし、ステータスビット
は影響します）。図 4-11 に示すように、8ビットの 
FSR レジスタと IRP ビット (STATUS<7>) を連結して
有効な 9 ビットアドレスとなります。しかし、
PIC12CE67X では IRP は使用しません。

間接アドレッシングを使用して、RAM 領域 20h-2Fh を
クリアにする簡単なプログラムを例 4-1 に示します。

例 4例 4例 4例 4----1111:::: 間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレッッッッシシシシンンンンググググ

        movlw  0x20   ;initialize pointer
        movwf  FSR    ;to RAM
NEXT    clrf   INDF   ;clear INDF register
        incf   FSR,F  ;inc pointer
        btfss  FSR,4  ;all done? 
        goto   NEXT   ;no clear next
CONTINUE
         :              ;yes continue

(; ポインターを初期化
; RAM へ
; INDF レジスタをクリア
; inc ポインター
; すべて終了？
; いいえ、次をクリア
; はい、続けます）

図 4図 4図 4図 4----11111111:::: 直直直直接接接接 //// 間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレッッッッシシシシンンンンググググ

レジスタファイルマップの詳細については、図 4-2 を参照してください。

RP1 ビットと IRP ビットはリザーブなので 0にしておいてください。

デデデデーーーータタタタ
メメメメモモモモリリリリ

間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレッッッッシシシシンンンンググググ直直直直接接接接アアアアドドドドレレレレッッッッシシシシンンンンググググ

バンク選択 領域選択

(1)RP1 RP0 6 0オペコードから IRP(1) FSR レジスタ7 0

バンク選択 領域選択

00 01 10 11
00h

7Fh

00h

7Fh

バンク 0 バンク 1 バンク 2 バンク 3

未使用
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PIC12CE67X
5.0 IIII////O O O O ポートポートポートポート
他のレジスタと同様に I/O レジスタはプログラム制
御によりリード、ライト可能です。しかし、リード命
令（例 :MOVF GPIO,W）はピンの入出力とは関係な
く、常に I/O ピンをリードします。リセットでは、
I/O 制御レジスタがすべて 1なので、すべての I/O 
ポートは入力となります。(入力はハイインピーダン
ス）

5555....1111 GGGGPPPPIOIOIOIO

GPIO は、8 ビットの I/O レジスタです。下位 6ビット
(GP5:GP0) が使用されます。ビット 6と 7(SDA と SCL)
は EEPROM データメモリ用です。SDL と SCL の使用方
法は第 6.0 項と付録 A を参照してください。GP3 は入
力オンリーで出力はできません。コンフィグレーショ
ンワードの設定により I/O ピンの機能を変更できま
す。GPIO以外の機能として動作している時、ポート
リードするとピンは｢ 0」とリードされます。GP0、
GP1、GP3 には弱プルアップ、ピン変化による割り込
みを設定することができます。ピン変化による割り込
み、弱プルアップ機能は各ピン毎の On/Off選択はで
きません。ピン 4が MCLR に設定されている時は、弱
プルアップは常に On状態です。このピンについては
ピン変化による割り込みは発生しません、および、
GP3 は「0」とリードされます。 INTCON<3> を設定する
と、ピン変化による割り込みが発生可能になります。
外部発振の設定により、GP4 と GP5 の GPIO 機能は使
用できなくなります。

5.2 TTTTRRRRIS IS IS IS レレレレジジジジススススタタタタ

このレジスタは GPIO のデータ方向を制御します。
TRIS レジスタのビットが１の時、そのビットに対応
する出力ドライバはハイインピーダンスモードになり
ます。0の時は出力バッファーを出力可能にして、そ
の選択されたピンのデータラッチの内容をピンに出力
します。（入力オンリーの GP3 以外）GP3 の TRIS ビッ
トは「1」とリードされます。

リセットにより TRIS レジスタはすべて「1」になり、
すべてのピンを入力になります。

注注注注意意意意 :::: ポートリードは、データ出力ラッチではな
く、ピンをリードします。すなわち、ピン
の出力ドライバが出力可能で High 出力し
ている時、外部回路がそのピンを Low にプ
ルダウンしていれば、そのポートは 0 と
リードされます。

5.3 IIII////O O O O イイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェーーーースススス

I/O ポートピンの等価回路を図 5-1 に示します。入力
オンリーの GP3 以外のすべてのピンは、入出力設定
可能です。入力設定では、ポートはラッチなしです。
入力命令（例 :MOVF GPIO,W）によりリードされる
まで入力が存在しなければいけません。出力はラッチ
され、出力ラッチが再度ライトされるまでは値は維持
されます。ポートピンを出力として使用するには、
TRIS レジスタのそのピンと対応する方向制御ビット
をクリア（=0）します。入力として使用する場合は、
対応する TRIS ビットをセットします。すべての I/O 
ピン (GP3 を除く ) は各ピン毎に入出力を選択できま
す。

図 5図 5図 5図 5----1111:::: IIII////O O O O ピピピピンンンンのののの等等等等価価価価回回回回路路路路

注注注注意意意意 :::: パワーオンリセットでは、GP0、GP1、GP2、
GP4 はアナログ入力に設定されます。アナ
ログ入力に設定されている時は、ポートは
「0」とリードされます。 

注意 1: I/O ピンには VDD と VSS への保護ダイオード

データ
バス

QD

QCK

QD

QCK
P

N

WR
ポート

TRIS ‘f’

データ

TRIS

RD ポート

VSS

VDD

I/O
ピン (1)

W
レジスタ

ラッチ

ラッチ

     リセット

が付いています。GP3 は入力オンリーで、データラッチや
出力ドライバーはありません。

表 表 表 表 5555----1:1:1:1: ポポポポーーーートトトトレレレレジジジジススススタタタタ一一一一覧覧覧覧

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 ビビビビッッッットトトト 7 ビビビビッッッットトトト 6 ビビビビッッッットトトト 5
ビビビビッッッットトトト

4
ビビビビッッッッ
トトトト  3

ビビビビッッッッ
トトトト 2 

ビビビビッッッッ
トトトト 1

ビビビビッッッッ
トトトト 0

パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリ
セセセセッッッットトトトにににによよよよるるるる

値値値値

パパパパワワワワーーーーオオオオンンンン以以以以
外外外外ののののリリリリセセセセッッッットトトト
にににによよよよるるるる値値値値

85h TRIS — — GPIO データ方向レジスタ --11 1111 --11 1111

81h OPTION GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0 1111 1111 1111 1111

03h STATUS IRP(1) RP1(1) RP0 TO PD Z DC C 0001 1xxx 000q quuu

05h GPIO SCL SDA GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0 11xx xxxx 11uu uuuu

凡例 : 網掛部分はポートレジスタでは使用しません。「0」とリードされます。－ = 未使用、「0」とリードされます。 x = 不明、 u = 不変
q = 値については第 9.4 項を参照してください。

注意 1: PIC12CE67X では、IRP と RP1 のビットはリザーブです。0にしておいてください。
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5555.4.4.4.4 IIII////O O O O ププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググのののの注注注注意意意意点点点点

5.4.1 双方向 I/O ポート

ライトを行う命令はすべて、内部でリード後、ライト
を行います。例えば、BCF命令と BSF 命令はレジス
タを CPU にリード、ビット操作を実行、レジスタに
結果をライトします。入出力両方が設定されている
ポートにその様な命令を使用する時は注意が必要で
す。例えば、GPIO のビット 5 を BSFした場合、GPIO
の全 8ビットが CPU にリードされます。その後、BSF
操作がビット 5に実行され、CPU からその 8 ビットが
出力ラッチにライトされます。その時、GPIO の別の
ビットが双方向の I/O ピンとして使用されていて、
（例 :ビット 0) 入力設定の場合、ピン上の入力信号は 
CPU にリードされ、そのピンのデータラッチに再度ラ
イトされるので、元の内容を上書きすることになりま
す。ピンが入力モードのままである限り、問題はあり
ません。しかし、ビット 0 が出力に切り替わると
データラッチの内容が不明になる恐れがあります。

ポートレジスタをリードするというのは、ポートピン
の値をリードすることで、ポ－トレジスタへのライト
とは、ポートラッチに値をライトすることです。ポー
トにリード－モディファイ－ライト命令（例 :BCF、
BSFなど）を使用する場合、 そのポートのすべてのピ
ンの値をリードし、リード値に対して命令実行して、
結果をポートラッチにライトします。 

例 5-1 は、I/O ポートでの 2 つの連続したリード－
モディファイ－ライト命令を示します。

例 例 例 例 5555----1:1:1:1: IIII////O O O O ポポポポーーーートトトトででででののののリリリリーーーードドドド ---- モモモモデデデディィィィ
フフフファァァァイイイイ ---- ラララライイイイトトトト命命命命令令令令

;Initial GPIO Settings
; GPIO<5:3> Inputs
; GPIO<2:0> Outputs
;
;                   GPIO latch  GPIO pins
;                    ----------  ----------
  BCF   GPIO, 5   ;--01 -ppp   --11 pppp
  BCF   GPIO, 4   ;--10 -ppp   --11 pppp
  MOVLW 007h       ;
  TRIS  GPIO      ;--10 -ppp   --11 pppp
;
;Note that the user may have expected the pin
;values to be --00 pppp. The 2nd BCF caused
;GP5 to be latched as the pin value (High).

（ポートのピンは --00 pppp とはなりません。2 回目の
BCF 実行の時、GP5 は 1になります。）

Low、または、Highを出力しているピンに対しては、
レベル変更のためのドライブを外部のデバイスから行
わないでください。（「ワイヤード OR」、「ワイヤード
AND」)　高出力電流によりチップが損傷を受ける恐
れがあります。

図 5図 5図 5図 5----2222:::: IIII////O O O O のののの連連連連続続続続動動動動作作作作

PC PC + 1 PC + 2 PC + 3

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

命令の
フェッチ

GP5:GP0

MOVWF GPIO NOP

ここでポートピンが
サンプリングされる

NOPMOVF GPIO,W

命令の
実行 MOVWF GPIO

(GPIOへ
ライト )

NOPMOVF GPIO,W

この例は GPIO へのライトに続く GPIO から
のリードを示しています。
データセットアップタイム = (0.25 TCY – TPD)

ここで : TCY = 命令サイクル
TPD = 伝播遅延

したがって、クロック周波数が高い場合、ラ
イトに続くリードは問題が起きる場合があ
ります。

(GPIOを
リード )

ここでポートピン
にライト
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PIC12CE67X

6.0 EEEEEEEEPPPPRRRROOOOMMMM データメモリの動作データメモリの動作データメモリの動作データメモリの動作
PIC12CE673 と PIC12CE674 は 16 バイトの EEPROM デー
タメモリを搭載しています。この EEPROM メモリは消
去 / 書き込みサイクル 1,000,000 回、データ保持 40
年以上です。また、この EEPROM データメモリは、双
方向 2線バスとデータ送信プロトコルをサポートして
います。 2 線とは GPIO レジスタ（SFR 06h) のビット 6
とビット７に割り当てられているシリアルデータ
（SDA) とシリアルクロック (SCL) です。I/O ピンに接
続している GP0-GP5 とは異なり、SDA と SCL は内部の
EEPROM データメモリのみに接続されています。ほと
んどのアプリケーションでは必要となるのは以下の機
能だけです。

; Byte_Write: Byte write routine
; Inputs: EEPROM Address EEADDR
; EEPROM Data EEDATA
; Outputs: Return 01 in W if OK, 
; else return 00 in W
;
; Read_Current: Read EEPROM at address 
currently held by EE device. 
; Inputs: NONE
; Outputs: EEPROM Data EEDATA
; Return 01 in W if OK, 
; else return 00 in W
;
; Read_Random: Read EEPROM byte at supplied address
; Inputs: EEPROM Address EEADDR
; Outputs: EEPROM Data EEDATA
; Return 01 in W if OK, 
; else return 00 in W

この機能のコードはまだ作成完了していませんが、作
成完了後ウェブサイト（www.microchip.com）に掲載
予定です。ソースコードに FLASH67X.INC をインク
ルードする、または、FLASH67X.ASM をリンクしてア
クセスするコードとなる予定です。

6.0.1 シリアルデータ

SDA はアドレス送信とデータ入出力に使用する双方向
ピンです。 

通常のデータ転送では、SDA が変化できるのは SCL が
Lowの間だけです。SCL が Highの時の SDA の変化は
START コンディション、STOP コンディションに使用し
ます。

6.0.2 シリアルクロック

SCL 入力はデータ送受信の同期に使用します。

6666....1111 ババババススススのののの特特特特性性性性

以下のババババススススププププロロロロトトトトココココルルルルは、EEPROM データメモリに使
用します。この項では「プロセッサ」という言葉は、
PIC12CE67X の中でソフトウェアを介して EEPROM のイ
ンターフェースを行う部分を意味します。

･ バスがビジーの場合はデータ転送を開始してはい
けません。

データ転送中、クロックラインが Highの時はデータ
ラインを変化させてはいけません。クロックラインが
Highの時にデータラインが変化した場合、START コン
ディション、または、STOP コンディションとして割
込みが発生します。

従って、バスの状態は次のように定義されます。

(図 6-1)。

6.1.1 バスビジーでない (A)

データとクロックラインの両方が Highです。

6.1.2 データ転送開始 (B)

クロック（SCL) が Highの時に SDA ラインが Highか
ら Lowに移行すると START コンディションとなりま
す。すべてのコマンドの前には START コンディション
が必要です。

6.1.3 データ転送終了 (C)

クロック（SCL) が Highの時に SDA ラインが Lowか
ら Highへ移行すると STOP コンディションとなりま
す。すべての動作は STOP コンディションで終了しま
す。

6.1.4 データ有効 (D)

START コンディション後、クロック信号が Highの間、
データラインが変化しなければ、データが有効である
ことを表します。

ライン上のデータはクロック信号が Lowの間に変化
しなければなりません。1クロックパルスにつき 1
ビットのデータがあります。

それぞれのデータ転送は START コンディションにより
始まり、STOP コンディションで終わります。START コ
ンディションから STOP コンディションまでに転送さ
れるデータのバイト数は、プロセッサにより決定する
ので、理論的には無限です。 

6.1.5 アクノレッジ

EEPROM は、アドレス指定されると、各バイト受信後
にアクノレッジを生成します。プロセッサはこのアク
ノレッジビット用のクロックパルスを生成しなければ
なりません。 .

アクノレッジを生成するデバイスは、アクノレッジ用
クロックパルスの間 SDA ラインをプルダウンします。
（アクノレッジ用クロックパルスが Highの期間 SDA
ラインを安定して Lowにする )当然、セットアップ
時間とホールド時間は考慮しなければなりません。プ
ロセッサは、EEPROM からリードの時、リードする最
終バイトでアクノレッジビットを生成しないことによ
り、EEPROM にデータ転送の終了を示す信号を送りま
す。この場合、EEPROM はデータラインを Highにし
て、プロセッサが STOP コンディションを生成できる
ようにします (図 6-2)。

注注注注意意意意 :::: アクノレッジビットは、内部書き込みサイ
クルが実行中は発生しません。
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図 6図 6図 6図 6----1111:::: シシシシリリリリアアアアルルルルババババススススののののデデデデーーーータタタタ転転転転送送送送シシシシーーーーケケケケンンンンスススス

図 6図 6図 6図 6----2222:::: アアアアククククノノノノレレレレッッッッジジジジののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

(A) (B) (C) (D) (A)(C)
SCL

SDA

スタート
コンディション

データ
有効

データの
変化が可能

ストップ
コンディション

SCL 987654321 1 2 3

このポイントで受信側が前の 8 ビットデータをア
クノレッジするために SDA ラインをプルダウンで
きる様に送信側は SDA ラインを開放します。

送信側がデータ送信を継続できる様に受信側は
SDA ラインを開放します。

送信側からのデータ 送信側からのデータSDA

アクノレッジ
ビット

6666.2.2.2.2 デデデデババババイイイイススススののののアアアアドドドドレレレレスススス

START コンディション発生後は、プロセッサは EEPROM
アドレスと実行動作を示すリード /ライトビットで構
成されるコントロールバイトを送信します。EEPROM
アドレスは、4ビットのデバイスコード（1010) で構
成され、次に 3ビットの無効ビットが続きます。

コントロールバイトの最終ビットは実行する動作を決
定します。１に設定されたときは、リード動作が選択
され、0に設定されたときは、ライト動作が選択され
ます （図 6-3)。 EEPROM アドレスが一致していること
を監視します。EEPROM アドレスが正しく、書き込み
モードでない時はアクノレッジビットを生成します。

図 図 図 図 6666----3:3:3:3: ココココンンンントトトトロロロローーーールルルルババババイイイイトトトトののののフフフフォォォォーーーーママママッッッットトトト        

1 0 1 0 X X XS ACKR/W

Device Select
Bit Don’t Care Bit

EEPROM Address

Acknowledge BitSTART Bit

Read/Write Bit



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 29

このデータシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

PIC12CE67X

6.3 ラララライイイイトトトト動動動動作作作作

6.3.1 バイトライト

プロセッサからの STARTビットに続き、デバイス
コード（4ビット）、無効ビット（3ビット）、R/W
ビット（論理 Low) がプロセッサからバス上に送信さ
れます。これで、第 9クロックサイクルでアクノレッ
ジを生成後、ワードアドレスバイトが続くことをアド
レス指定された EEPROM に示します。従って、次にプ
ロセッサが送信するバイトはワードアドレスで、アド
レスポインタに書き込まれます。デバイスは下位 4
ビットアドレスのみ使用し、上位 4ビットは無効とな
ります。アドレスバイトはアクノレッジ可能です。プ
ロセッサはアドレス指定したメモリロケーションに書
き込むデータワードを送信します。メモリは再度アク
ノレッジを行い、プロセッサは STOPコンディショ
ンを生成します。それにより内部ライトサイクルが起
動し、そのライトサイクル中はアクノレッジを生成し
ません (図 6-5)。バイトライトコマンド後は、内部
アドレスカウンタはインクリメントされず、書き込み
を行ったアドレスと同じ位置を示します。ライトコマ
ンドの全シーケンスが終了する前に、シーケンスのど
の時点でもデバイスに STOPビットが送信された場
合、コマンドは中断し、データの書き込みは行われま
せん。ストップビットの送信前に８ビット以上のデー
タビットが送信された場合、デバイスはそれ以前に
ロードしたバイトをクリアし、再度データバッファの
ロードを開始します。１データバイトを超えるデータ
がデバイスに送信され、８データビットがすべて送信
される前にストップビットが送信された場合、ライト
コマンドは中断し、データの書き込みは行われませ
ん。EEPROM メモリは、VCC が VDDMIN を下回った場合
に内部消去 /ライトロジックを無効にする VCC スレッ
シュホルド検出回路を使用します。 

6666....4444 アアアアククククノノノノレレレレッッッッジジジジののののポポポポーーーーリリリリンンンンググググ

EEPROM はライトサイクルではアクノレッジを行わな
いので、アクノレッジをポーリングしてサイクルがい
つ完了するかを判定します（この機能を使用してバス
の処理量を最大にすることができます）。プロセッサ
からライトコマンドに対する STOPコンディション
が発行されると、デバイスは内部タイミングを使用し
たライトサイクルを開始します。ACK ポーリングが直
ちに起動できます。プロセッサは STARTコンディ
ションとライトコマンド用のコントロールビット（R/
W = 0）を送信します。デバイスがまだライトサイク
ル中でビジーであれば、ACK が返されることはありま
せん。ACK が返されない場合、STARTビットとコン
トロールバイトを再送信します。このサイクルが終了
すると、デバイスが ACK を返すので、プロセッサは次
のリードまたはライトコマンドに進むことができま
す。 図 6-4 のフロー図を参照してください。

図 6図 6図 6図 6----4444:::: AAAACCCCKKKK ポポポポーーーーリリリリンンンンググググののののフフフフロロロローーーー
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図 6図 6図 6図 6----5555:::: ババババイイイイトトトトのののの書書書書きききき込込込込みみみみ
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6666.5.5.5.5 リリリリーーーードドドド動動動動作作作作

リード動作は EEPROM アドレスの R/W ビットを１に
セット以外はライト動作と同じ方法で開始します。
リード動作の基本タイプには、カレントアドレスの
リード、ランダムリード、連続リードの 3種類があり
ます。

6.5.1 カレントアドレスのリード

最後にアクセスされたワードのアドレスを保持するア
ドレスカウンタは内部で 1ずつインクリメントしま
す。従って、前回のリードがアドレスｎにアクセス
した場合、次のカレントアドレスのリードではアドレ
ス n+1 からデータをアクセスします。R/W ビットが 1
にセットされた EEPROM アドレスを受信すると、
EEPROM はアクノレッジを発行し、8ビットのデータ
ワードを送信します。プロセッサは転送をアクノレッ
ジを発行せずに STOPコンディションを生成して、
EEPROM は送信を終了します ( 図 6-6)。

6.5.2 ランダムリード

ランダムリード動作により、プロセッサはどのメモリ
ロケーションでもランダムにアクセスできます。この
種のリード動作を実行するには、まずワードアドレス
をセットしなければなりません。そのためにワード

アドレスをライト動作を途中まで使用して EEPROM に
送信します。ワードアドレス送信後、プロセッサはア
クノレッジに続いて STARTコンディションを生成し
ます。これはライト動作を終了させますが、内部アド
レスポインタはセットされます。次にプロセッサは再
びコントロールバイトを発行しますが、この R/W ビッ
トは１にセットします。EEPROMはアクノレッジを
発行後、8ビットのデータワードを送信します。プロ
セッサはアクノレッジを発行せずに STOPコンディ
ションを生成するので、EEPROMは送信を終了しま
す ( 図 6-7)。このコマンドの後、内部アドレスカウ
ンタは今リードされたアドレスの次のアドレスを示し
ます。 

6.5.3 連続リード

連続リードの起動方法はランダムリードの場合とほと
んど同じですが、デバイスが最初のデータバイトを送
信した後、ランダムリードの時に STOPコンディ
ションを発行するのとは異なり、プロセッサはアクノ
レッジを発行します。これで EEPROM が次に連続して
指定された 8ビットワードを送信するよう指示したこ
とになります (図 6-8)。

各リード動作の完了時に１ずつインクリメントされる
内部アドレスポインタがあるので、連続リードを実行
できます。このアドレスポインタによりメモリの内容
全体を 1動作中にシリアルにリードできます。

図 6図 6図 6図 6----6666:::: カカカカレレレレンンンントトトトアアアアドドドドレレレレススススののののリリリリーーーードドドド

図 6図 6図 6図 6----7777:::: ラララランンンンダダダダムムムムリリリリーーーードドドド

図 6図 6図 6図 6----8888:::: 連連連連続続続続リリリリーーーードドドド
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7.0 タイタイタイタイママママ 0000 モジュールモジュールモジュールモジュール
タイマ 0モジュールのタイマ /カウンタは次の機能を
持っています。

･ 8 ビットタイマ／カウンタ
･ リード、ライト可能
･ プログラマブル 8ビットプリスケーラ
･ 内部 / 外部クロック選択
･ FFh から 00h へオーバーフロー時の割り込み
･ 外部クロックのエッジ選択

図 7-1 はタイマ 0モジュールの概略ブロック図です。 

タイマモードを選択するには T0CS ビット（OPTION
〈5〉）を 0にクリアします。タイマモードではタイマ
0モジュールは（プリスケーラなしの場合）命令サイ
クル毎にインクリメントします。TMR0 レジスタにラ
イトが実行された場合、それに続く 2サイクルはイン
クリメントされません ( 図 7-2、図 7-3)。ユーザは
TMR0 レジスタに値を書き込むことでそれを調整する
ことができます。 

カウンタモードを選択するには、T0CS ビット
（OPTION〈5〉）を 1 にセットします。カウンタモード
では、タイマ 0は RA4/T0CKI ピンの立ち上がり、また
は、立ち下がりエッジごとにインクリメントします。
インクリメントするエッジは、タイマ 0のソースエッ
ジ選択ビット T0SE（OPTION〈4〉）により決定します。

立ち上がりエッジを選択する時は T0SEビットを 0に
クリアします。外部クロック入力の制限事項について
は、  第 7.2 項で記述します。

プリスケーラはタイマ 0モジュールとウォッチドッグ
タイマに共用されていて、どちらか片方に使用できま
す。プリスケーラの割り当て指定はコントロールビッ
ト PSA（OPTION<3>）によりソフトウエアで制御しま
す。 PSA ビットを 0にクリアするとプリスケーラはタ
イマ 0モジュールに割り当てられます。プリスケーラ
はリードもライトもできません。プリスケーラがタイ
マ 0モジュールに割り当てられた時、プリスケーラ値
は 1:2、1:4、･･･、1:256 から選択できます。プリス
ケーラの動作については、第 7.3 項で説明します。

7.1 タタタタイイイイママママ 0000 割割割割りりりり込込込込みみみみ

TMR0 の割り込みは、TMR0 レジスタが FFh から 00h に
オーバーフローした時に発生します。このオーバーフ
ローにより T0IF ビット（INTCON<2>）がセットされま
す。この割り込みをマスクする時は T0IE ビット
（INTCON<5>）をクリアします。この割り込みを再度使
用にする前にタイマ 0モジュール割り込み処理ルーチ
ン内で T0IF ビットをソフトウェアでクリアします。
このタイマはスリープ時にはオフになっているので、
TMR0 割り込みはプロセッサをスリープからウェイク
することはできません。タイマ 0割り込みのタイミン
グについては図 7-4 をご覧ください。

図 7図 7図 7図 7----1111:::: タタタタイイイイママママ 0000 ののののブブブブロロロロッッッックククク図  図  図  図      

図 7図 7図 7図 7----2222:::: タタタタイイイイママママ 0000 ののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ：：：：　　　　内内内内部部部部ククククロロロロッッッックククク／／／／ププププリリリリススススケケケケーーーールルルルななななし し し し             

注意 1: T0CS、 T0SE、 PSA、 PS2:PS0 (OPTION<5:0>)
2: プリスケーラはウォッチドッグタイマと共用しています。（詳細は図 7-6 参照）
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図 7図 7図 7図 7----3333:::: タタタタイイイイママママ 0000 ののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ：：：：　　　　内内内内部部部部ククククロロロロッッッックククク／／／／ププププリリリリススススケケケケーーーールルルル１１１１：：：：２ ２ ２ ２             

図 7図 7図 7図 7----4444:::: タタタタイイイイママママ 0000 割割割割りりりり込込込込みみみみタタタタイイイイミミミミンンンング  グ  グ  グ      
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7.2 外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククにににによよよよるるるるタタタタイイイイママママ 0000 のののの使使使使用用用用法法法法

外部クロックがタイマ 0に入力されるときは、必要条
件を満たさなければなりません。その条件は内部位相
クロック（TOSC) との同期によるものです。また、同
期後、タイマ 0が実際にインクリメントするまで遅延
があります。

7.2.1 外部クロックの同期

プリスケーラを使用しないときは、外部クロック入力
はプリスケーラ出力と同じです。T0CKI の内部位相ク
ロックとの同期は、内部位相クロックの Q2 と Q4 サイ
クルでプリスケーラ出力をサンプリングすることによ
り行います（図 7-5)。従って、T0CKI は少なくても
2TOSC（と 20ns の RC 遅延時間）の間 High、少なくて
も 2TOSC（と 20ns の RC 遅延時間）の間 Lowになって
いる必要があります。デバイスの電気的仕様を参照し
てください。

プリスケーラ使用時には、外部クロック入力は、非同
期リップルカウンタ型プリスケーラにより分周し、プ

リスケーラ出力が対称になるようにします。外部ク
ロックがサンプリングの必要条件を満たすためには、
リップルカウンタに注意しなければなりません。した
がって、T0CKI は少なくても 4TOSC （40ns の RC 遅延
時間）をプリスケーラ値で割った周期でなければなり
ません。T0CKI の High時間と Low時間のパルス幅は
10ns以上でなければいけません。デバイスの電気的
仕様については、パラメータ 40、41、42 を参照して
ください。

7.2.2 TMR0 のインクリメントの遅延

プリスケーラ出力は内部クロックに同期されるので、
外部クロックのエッジが発生した時からタイマ 0モ
ジュールが実際にインクリメントする時まで少しの遅
れがあります。図 7-5 に外部クロックのエッジから
タイマがインクリメントするまでの遅れを示します。 

図 7図 7図 7図 7----5555:::: 外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククにににによよよよるるるるタタタタイイイイママママ 0000 ののののタタタタイイイイミミミミンンンング グ グ グ             
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7777.3.3.3.3 ププププリリリリススススケケケケーーーーララララ

8ビットカウンタは、タイマ 0モジュール用のプリス
ケーラとして、または、ウォッチドッグタイマ用のポ
ストスケーラとして使用できます (図 7-6)。簡略化
のため、このデータシートではこのカウンタを「プリ
スケーラ」と呼びます。タイマ 0とウォッチドッグタ
イマが共用するプリスケーラは１つしかありません。
従って、プリスケーラがタイマ 0モジュールに割り当
てられている場合は、ウォッチドッグタイマ用のプリ
スケーラはないということです。また、その逆も言え
ます。

PSA ビットと PS2:PS0 ビット（OPTION<3:0>）は、プ
リスケーラの割り当てとプリスケール比を決定しま
す。

タイマ 0モジュールが割り当てられているときは、
TMR0 レジスタに値をライトする命令の実行（例えば 
CLRF 1、MOVWF 1、BSF 1、x... 等）によりプリスケー
ラはクリアされます。WDT タイマに割り当てられてい
る時は、CLRWDT 命令の実行によりウォッチドッグタ
イマと一緒にプリスケーラはクリアされます。プリス
ケーラはリードもライトもできません。 

図 7図 7図 7図 7----6666:::: タタタタイイイイママママ 0000 ／／／／ WWWWDDDDTTTT ププププリリリリススススケケケケーーーーララララののののブブブブロロロロッッッックククク図  図  図  図              

GP2/T0CKI/

T0SE

AN2

M
U
X

CLKOUT (=Fosc/4)

SYNC
2

Cycles
TMR0 reg

8-bit Prescaler

8 - to - 1MUX

M
U
X

M U X

Watchdog
Timer

PSA

0 1

0

1

WDT
Time-out

PS2:PS0

8

注意：　T0CS、T0SE、PSA、PS2:PS0 ビットは（OPTION<5:0>) です。

PSA

WDT Enable bit

M
U
X

0

1 0

1

Data Bus

オーバーフローす
すと T0IFフラグ

8

PSA
T0CS

がセットされる



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 35

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

PIC12CE67X

7.3.1 プリスケーラ割り当ての切り替え

プリスケーラ割り当ては完全にソフトウェア制御なの
で、プログラム実行中に変更ができます。 

例 7例 7例 7例 7----1111:::: ププププリリリリススススケケケケーーーーララララのののの変変変変更 更 更 更 
((((TTTTIIIIMMMMEEEERRRR0000→WWWWDDDDT)T)T)T)

  BCF    STATUS, RP0  ;Bank 0
  CLRF   TMR0         ;Clear TMR0 & Prescaler
  BSF    STATUS, RP0  ;Bank 1
  CLRWDT              ;Clears WDT
  MOVLW  b'xxxx1xxx'  ;Select new prescale
  MOVWF  OPTION_REG   ;value & WDT
  BCF    STATUS, RP0  ;Bank 0 

注注注注意意意意 :::: 望まないデバイスリセットを避けるため
に、プリスケーラの割り当てをタイマ 0か
ら WDT に変更する時は、必ず次の様な命令
シーケンスで実行します（例 7-1 参照）。
この命令シーケンスは、WDT がオフの時に
も実行する必要があります。

プリスケーラを WDT からタイマ 0 モジュールに変更す
る場合は、例 7-2 に示すシーケンスを実行してくだ
さい。 

例 7例 7例 7例 7----2222:::: ププププリリリリススススケケケケーーーーララララのののの変変変変更 更 更 更 
((((WWWWDDDDTTTT→TTTTIIIIMMMMEEEERRRR0000))))

  CLRWDT               ;Clear WDT and 
                       ;prescaler
  BSF      STATUS, RP0 ;Bank 1
  MOVLW    b'xxxx0xxx' ;Select TMR0, new
                       ;prescale value and
  MOVWF    OPTION_REG  ;clock source
  BCF      STATUS, RP0 ;Bank 0

表 7表 7表 7表 7----1111:::: タタタタイイイイママママ 0000 にににに関関関関連連連連すすすするるるるレレレレジジジジススススタタタタ

Address Name Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンン
リリリリセセセセッッッットトトトにににに
よよよよるるるる値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
にににによよよよるるるる値値値値

01h TMR0 Timer0 module’s register xxxx xxxx uuuu uuuu

0Bh/8Bh INTCON GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 0000 000x 0000 000u

81h OPTION GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0 1111 1111 1111 1111

85h TRIS — — TRIS5 TRIS4 TRIS3 TRIS2 TRIS1 TRIS0 --11 1111 --11 1111

凡例 : x = 不明、 u = 不変、 - = なし、0 としてリードします。網掛部分はタイマ 0 では使用しません。
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図 8図 8図 8図 8----1111:::: AAAADDDDCCCCOOOONNNN0000 レレレレジジジジススススタタタタ ((((AAAADDDDDDDDRRRREEEESSSSS 1FS 1FS 1FS 1Fhhhh) ) ) ) 

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

ADCS1 ADCS0 r CHS1 CHS0 GO/DONE r ADON R  =リード可能なビット
W =ライト可能なビット
U  =未使用ビット、「0」と

リードされる
- n = POR リセットによる値

bit7 bit0

bit 7-6: ADCS1:ADCS0:  A/D 変換クロック選択ビット
00 = FOSC/2
01 = FOSC/8
10 = FOSC/32
11 = FRC (RC 発振からのクロック )

bit  5: Reserved

bit  4-3:   CHS1:CHS0:  アナログチャネル選択ビット
00 = channel 0, (GP0/AN0)
01 = channel 1, (GP1/AN1)
10 = channel 2, (GP2/AN2)
11 = channel 3, (GP4/AN3)

bit 2: GO/DONE: A/D 変換ステータスビット

If ADON = 1
1 = A/D 変換実行中（このビットをセットすると A/D 変換を開始します。）
0 = A/D 変換実行していない（このビットは A/D 変換完了時に自動的にハードウェアがクリアします。）

bit 1: 未未未未使使使使用用用用

bit 0: ADON:  A/D Onビット
1 = A/D コンバータモジュール動作中
0 = A/D コンバータモジュール停止。動作電流は消費しない。

8.0 AAAA////DDDD コンバータモジュールコンバータモジュールコンバータモジュールコンバータモジュール 
A/D コンバータモジュールは 4チャネルのアナログ入
力を持っています。

A/D コンバータモジュールはアナログ入力信号をそれ
に相当する 8ビットのディジタル値に変換することが
できます。（A/D コンバータの使用方法についてはア
プリケーションノート AN546 を参照）サンプル･アン
ド･ホールドの出力がコンバータの入力となり、そこ
から逐次比較回路を通して変換結果が生成されます。
アナログ･リファレンス電圧はデバイスの正の電源電
圧（VDD)、 GP1/AN1/VREF ピンの電圧レベルのどちらか
をソフトウェアで選択します。 この A/D コンバータは
デバイスがスリープ中でも動作できます。 

この A/D コンバータには次の 3つのレジスタがありま
す。

• A/D 変換結果レジスタ (ADRES)

• A/D 制御レジスタ 0 (ADCON0)

• A/D 制御レジスタ 1(ADCON1)

図 8-1 に示す ADCON0 レジスタは、A/D モジュールの
動作を制御します。図 8-2 に示す ADCON1 レジスタは
ポートピンの機能を構成します。ポートピンはアナロ
グ入力（GP1 はリファレンス電圧ピンにも可能）、ま
たは、ディジタル I/O になります。 

注注注注意意意意 :::: ポートピンがアナログ入力設定（リセッ
ト状態）の場合、ポートリード (MOVF　
GPIO,W) すると「0」とリードされます。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 38 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

図 8図 8図 8図 8----2222:::: AAAADDDDCCCCONONONON1111 レレレレジジジジススススタタタタ（（（（アアアアドドドドレレレレス ス ス ス 9999FFFFhhhh))))

U-0 U-0 U-0 U-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

— — — — — PCFG2 PCFG1 PCFG0 R  =リード可能なビット
W = ライト可能なビット
U  =未使用ビット、「0」

とリードされる
- n =POR セットによる値

bit7 bit0

bit 7-2: ななななしししし：：：： 「0」としてリードされます

bit 1-0: PCFG2PCFG2PCFG2PCFG2::::PCFG0:PCFG0:PCFG0:PCFG0: A/D ポート設定制御ビット

A = アナログ入力

D = ディジタル I/O

注注注注意 意 意 意 1111:::: リセットによる値

注注注注意 意 意 意 2222:::: どの命令でもアナログ入力として構成されたピンをリードすると「0」とリードされます。

PCFG2:PCFG0 GP4 GP2 GP1 GP0 VREF

000(1) A A A A VDD

001 A A VREF A GP1
010 D A A A VDD

011 D A VREF A GP1
100 D D A A VDD

101 D D VREF A GP1
110 D D D A VDD

111 D D D D VDD
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ADRES レジスタは A/D 変換の結果が入ります。A/D 変
換が完了すると、結果は ADRES レジスタにロードさ
れ、GO/DONE ビット（ADCON0<2>) がクリアされ、A/D
割込みフラグビット ADIF（PIE1<6>) がセットされま
す。 A/D モジュールのブロック図を 図 8-3 に示しま
す。

A/D モジュールを設定した後、変換を開始する前に選
択したチャネルの電圧レベルを取り込む必要がありま
す。アナログ入力チャネルに対応した TRIS ビットは
入力設定にします。サンプリング時間を決めるには
第 8.1 項を参照してください。この電圧レベル取り
込み時間が経過すると、A/D 変換を開始できます。

1. A/D モジュールを構成する。
･ アナログピン、電圧リファレンス、ディジタ
ル I/O を設定する。（ADCON1)

･ A/D 入力チャネルを選択する。（ADCON0）
･ A/D 変換クロックを選択する。（ADCON0)
• A/D モジュール動作中にする。（ADCON0)

2. A/D 割り込みを構成する（必要な場合のみ）。
• ADIF ビットをクリアする。 
• ADIE ビットをセットする。 
• GIE ビットをセットする。 

3. 必要な電圧レベル取り込み時間待つ。
4. 変換を開始する。

･ GO/DONE ビットをセットする。（ADCON0)
5. 次のどちらかの方法で A/D 変換の終了を待つ。

･ GO/DONE ビットが 0になるまでポーリング。

または

･ A/D 割込みを待つ。
6. A/D 変換結果レジスタ（ADRES) をリードする。

必要に応じて ADIF ビットをクリアする。
7. 次回の変換では、必要に応じて 1番と 2 番の手

順を実行します。ビットあたりの A/D 変換時間
は TAD として定義されています。次の取り込み
が開始可能となるまでには 2TAD かかります。

図 8図 8図 8図 8----3333:::: AAAA////DDDD ののののブブブブロロロロッッッックククク図 図 図 図     
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00

A/D
Converter

011 or
101
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8.1 AAAA////DDDD ののののササササンンンンププププリリリリンンンンググググ条条条条件件件件

A/D コンバータが規定の正確さを満たすには、チャー
ジ･ホールド･コンデンサ（CHOLD) を入力チャネルの電
圧レベルまで完全に充電できなければなりません。ア
ナログ入力のモデルを図 8-4 に示します。ソースイ
ンピーダンス（RS) と内部サンプリング切替え（RSS)
インピーダンスは、CHOLD コンデンサの充電に必要な
時間に直接影響します。サンプリング切替え（RSS)
のインピーダンス値はデバイスの電圧（VDD) により
変化します。(図 8-4 参照）アアアアナナナナロロロロググググソソソソーーーーススススのののの最最最最大大大大推推推推
奨奨奨奨イイイインンンンピピピピーーーーダダダダンンンンススススはははは 10k10k10k10kΩΩΩΩでででですすすす。。。。 アナログ入力チャネ
ルの選択（変更）後、この様に電圧レベル取り込みを
してから変換を開始します。

最小サンプリング時間を計算するには、公式 8-1 が
使用できます。この式は、1/2LSb エラーを使用する
こと（A/D に対しては 512 ステップ）を前提としてい
ます。1/2LSb ビットは A/D コンバータが規定の分解
能にミートするために許容されている最大エラーで
す。

公公公公式 8式 8式 8式 8----1111:::: AAAA////DDDD のののの最最最最小小小小チチチチャャャャーーーージジジジ時時時時間 間 間 間 
VHOLD = (VREF - (VREF/512)) • (1 - e(-Tc/CHOLD(RIC + RSS + RS)))

または

Tc = -(51.2 pF)(1 kΩ + RSS + RS) ln(1/511)

例 8-1 に電圧レベル取り込み時間 TACQ に必要な最小
時間の計算方法を示します。この計算は、以下のシス
テムを想定しています。

Rs = 10 kΩ

1/2 LSb エラー

VDD = 5V → Rss = 7 kΩ

温度（システム最大温度） = 50°C

VHOLD = 0 @ t = 0

例 例 例 例 8888----1:1:1:1: ササササンンンンププププリリリリンンンンググググにににに必必必必要要要要なななな時時時時間間間間のののの
計計計計算算算算方方方方法法法法

TACQ = アンプ設定時間 +

ホールドコンデンサチャージ時間 +

温度係数

TACQ = 5 µs + Tc + [(Temp - 25°C)(0.05 µs/°C)]

TC = -CHOLD (RIC + RSS + RS) ln(1/512)

-51.2 pF (1 kΩ + 7 kΩ + 10 kΩ) ln(0.0020)

-51.2 pF (18 kΩ) ln(0.0020)

-0.921 µs (-6.2146)

5.724 µs

TACQ = 5 µs + 5.724 µs + [(50°C - 25°C)(0.05 µs/°C)]

10.724 µs + 1.25 µs

11.974 µs

注注注注意 意 意 意 1111:::: リファレンス電圧 (VREF) はそれ自体が相
殺されるので、公式に影響しません。 

注注注注意 意 意 意 2222:::: チャージ･ホールド･コンデンサ(CHOLD)は
変換完了毎には放電しません。

注注注注意 意 意 意 3333:::: アナログソース用の最大推奨インピーダ
ンスは 10kΩ です。これはピンのリーク
仕様によるものです。

注注注注意 意 意 意 4444:::: 変換終了後、2.0 TAD 後にサンプリングを
再開できます。この 2.0 TAD の間は、ホー
ルド･コンデンサが選択したA/D入力チャ
ネルに接続されていません。 

図 8図 8図 8図 8----4444:::: アアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力ののののモモモモデデデデルルルル

CPINVA

Rs RAx

5 pF
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VT = 0.6V

VT = 0.6V
I leakage

RIC ≤ 1k

Sampling
Switch

SS RSS

CHOLD
= DAC capacitance

VSS

6V

Sampling Switch

5V
4V
3V
2V

5 6 7 8 9 10 11

( kΩ )

VDD

= 51.2 pF± 500 nA

凡例 CPIN

VT

I leakage

RIC

SS
CHOLD

= 入力キャパシタンス
= スレッシュホルド電圧
= 各種接合部によるピンの

= 内部接続抵抗
= サンプリングスィッチ
= サンプル／ホールドコンデンサ

リーク電流

　（DAC から）
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8.2 AAAA////DDDD 変変変変換換換換ククククロロロロッッッッククククのののの選選選選択択択択

ビットあたりの A/D 変換時間は TAD と定義されます。
A/D 変換は 8 ビットの変換に 9.5TAD 必要です。A/D 変
換クロックのソースはソフトウェアで選択します。選
択できる TAD には次の 4 種類があります。 

• 2TOSC

• 8TOSC

• 32TOSC 
･ 内部 RC オシレータ

正しい A/D 変換を実行するには、必ず A/D 変換クロッ
ク（TAD）を 1.6μ 秒以上になるよう選択します。

表 8-1 にデバイスの動作周波数と選択した A/D ク
ロックソースから選られた TAD 時間を示します。 

8.3 アアアアナナナナロロロロググググポポポポーーーートトトトピピピピンンンンのののの構構構構成成成成

ADCON1 と TRIS レジスタは A/D ポートピンの動作を制
御します。アナログとして選択されるピンにはそれに
対応する TRIS ビットがセット（入力）されていなけ
ればなりません。TRIS ビットがクリア（出力）され
ている場合は、ディジタル出力レベルが変換されま
す。

A/D の動作は、CHS2:CHS0 ビットと TRIS ビットの状態
には影響を受けません。

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: ポートレジスタのリードの際には、アナ
ログ入力として構成したピンはすべて 0
とリードします。アナログ入力ピンを
ディジタル入力として設定しても、入力
された信号をアナログ入力として変換し
ます。ディジタル信号入力のアナログレ
ベルが変換されます。

注注注注意 意 意 意 2:2:2:2: ディジタル入力に設定されたピン
（AN3:AN0 ピンを含む）にアナログレベル
が入力される場合、入力バッファがデバ
イスの仕様を超える電流を消費する場合
があります。

表 8表 8表 8表 8----1111:::: TTTTAAAADDDD    vvvvssss.... デデデデババババイイイイススススのののの動動動動作作作作周周周周波波波波数 数 数 数 

AAAADDDD ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーースススス (TAD) デデデデババババイイイイススススのののの周周周周波波波波数数数数

Operation ADCS1:ADCS0 4 MHz 1.25 MHz 333.33 kHz

2TOSC 00 500 ns(2) 1.6 µs 6 µs

8TOSC 01 2.0 µs 6.4 µs 24 µs(3)

32TOSC 10 8.0 µs 25.6 µs(3) 96 µs(3)

Internal ADC RC Oscillator(5) 11 2 - 6 µs(1,4) 2 - 6 µs(1,4) 2 - 6 µs(1)

注意 1: RC ソースの標準 TAD 時間は 4μ秒です。
2: この値は最低必要 TAD 時間に違反します。
3: 変換時間を短縮するには、別のクロックソースの選択をお勧めします。
4: RC モード時にデバイスの周波数が 1MHz を超えるときは、変換精度は仕様の範囲外になります。
5: 電圧範囲を拡張したデバイス (LC) については、電気的仕様の章を参照してください。
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8.4 AAAA////DDDD 変変変変換換換換

例 8-2 に A/D 変換の実行方法を示します。GP ピンは
アナログ入力として構成されています。アナログリ
ファレンス（VREF）はデバイスの VDD です。A/D 割り
込みはイネーブル、A/D 変換クロックは FRC になって
います。変換は GP0 チャネルで実行されます。

注注注注意意意意 :::: GO/DONE ビットは、A/D 変換をオンにする
命令と同じ命令でセットししししなななないいいいでくださ
い。 

変換中に GO/DONE ビットをクリアすると、進行中の変
換を中断することになります。ADRES レジスタは A/D
変換が途中終了では更新されません。つまり、ADRES
レジスタは、最後に終了した変換の値（または最後に
ADRES レジスタに書き込まれた値）を保持し続けると
いうことです。A/D 変換中断後、次に電圧レベル取り
込みを開始可能となるまでに 2TAD かかります。2TAD
後は、選択されたチャネルで自動的に電圧レベル取り
込みが開始します。

 

例 8例 8例 8例 8----2222:::: AAAA////DDDD 変変変変換換換換のののの実実実実行行行行方方方方法法法法

     BSF     STATUS, RP0         ; ページ 1 を選択します。
     CLRF    ADCON1              ; A/D 入力を構成します。
     BSF     PIE1,   ADIE        ; A/D 割込みを許可します。
     BCF     STATUS, RP0         ; ページ 0 を選択します。
     MOVLW   0xC1                ; RC クロックと A/D を停止にして、チャネル 0を選択します。
     MOVWF   ADCON0              ;　
     BCF     PIR1,   ADIF        ; A/D 割込みフラグビットをクリアします。
     BSF     INTCON, PEIE        ; ペリフェラル割込みを許可します。
     BSF     INTCON, GIE         ; すべての割込みを許可します。
;
;  選択した入力に必要なサンプリング時間が経過したのを確認してから
;  変換を開始するようにしてください。
;
     BSF     ADCON0, GO          ; A/D 変換を開始します。
       :                         ; A/D 変換終了後、ADIF ビットはセットされ、 
       :                         ; GO/DONE ビットはクリアされます。
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8.5 ススススリリリリーーーーププププ中中中中のののの AAAA////DDDD 動動動動作作作作

A/D モジュールは、スリープモード中でも動作ができ
ます。そのためには、A/D クロックソースが RC
（ADCS1:ADCS0 = 11）にセットされている必要があり
ます。RC クロックソースの選択時には、A/D モジュー
ルは 1 命令サイクル待機してから変換を開始します。
それによりスリープ命令を実行することができるの
で、ディジタルスイッチングノイズの影響を受けずに
変換することが出来ます。変換が完了すると、
GO/DONE ビットがクリアされ、結果が ADRES レジスタ
にロードされます。A/D 割込みがイネーブルされてい
る場合は、デバイスはスリープからウェイクします。
A/D 割込みがイネーブルされていない場合は、ADON
ビットはセットされたままですが、A/D モジュールは
停止になります。 

A/D クロックのソースが別のクロックオプション（RC
以外）のときは、スリープ命令により現在の変換は中
断され、ACON ビットはセットされたままですが、A/D
モジュールはオフになります。

A/D を停止すると、A/D モジュールは最も電流消費量
の低い状態になります。

8.6 A/A/A/A/DDDD 精精精精度度度度エエエエララララーーーー

A/D 変換全体の精度は VDD = 5V ± 10%、アナログ VREF 
= VDD では± 1LSb 未満となっています。この全体の精
度には、オフセットエラー、フルスケールエラーおよ
び積分エラーも含まれます。A/D コンバータはモノト
ニックであることが保証されています。アナログリ
ファレンス (VDD）が 5.0V 未満、または、アナログリ
ファレンス（VREF）が VDD 未満の場合は、分解能と精
度は低くなる場合があります。

ピンの最大リーク電流は、± 5μA です。

デバイスの周波数が低いシステムでは、A/D RC ク
ロックの使用をお勧めします。中 /高周波数では、デ
バイスのオシレータを使用した TAD を使用するべきで
す。 TAD は最小値を下回ってはなりません。また、8μ
秒以下にするべきです。これは、TAD は、TOSC を使用
している場合、オンチップの位相クロックの変化から
離しているからです。これによりディジタルスイッチ
ングノイズが大幅に低減します。RC から得たクロッ
クではそれができません。I/O ピンの多くが変化する
場合、ディジタルスイッチングノイズによる精度の低
下が起きる場合があります。

デバイスが A/D 変換開始後スリープモードに入るシス
テムでは、RC クロックソースの選択が必要です。こ
のモードではスリープ中のモジュールからのディジタ
ルノイズがなくなります。この方法により高精度が得
られます。

注注注注意意意意 :::: A/D モジュールを SLEEP 中に動作させるに
は、A/D クロックソースを必ず RC
（ADCS1:ADCS0 = 11）にセットします。ス
リープ中に A/D 変換を実行するには、必ず
GO/DONE ビットをセットして、その次の命
令でスリープ命令を実行します。

8.7 リリリリセセセセッッッットトトトのののの影影影影響響響響

デバイスのリセットにより、すべてのレジスタは強制
的にリセット状態になります。リセットにより強制的
に A/D モジュールが停止になり、変換が中断します。
ADRES レジスタの値はパワー・オン・リセットでは変
化しません。ADRES レジスタの値はパワーオンリセッ
ト後は不定です。

8.8 接接接接続続続続のののの注注注注意意意意点点点点

入力電圧がレール値（VSS または VDD）を 0.2V 超える
と、変換精度は仕様適用外となります。

入力信号のアンチエイリアシングのために外部 RC
フィルターを追加することがあります。この Rコン
ポーネントは、全ソースインピーダンスが推奨仕様の
10kΩ を常に下回るように選択する必要があります。
アナログ入力ピンに（ハイインピーダンス経由で）接
続する外部コンポーネント（コンデンサー､ツェナー
ダイオードなど）はすべてピンでのリーク電流がほと
んどないようにする必要があります。

8.9 伝伝伝伝達達達達関関関関数数数数

次に A/D コンバータの理想的な伝達関数は：最初の変
移はアナログ入力電圧（VAIN）が 1LSb（またはアナロ
グ VREF / 256）のとき発生します ( 図 8-5）。

図 図 図 図 8888----5555:::: AAAA////DDDD 伝伝伝伝達達達達関関関関数数数数

注注注注意意意意 :::: PIC12CE67X については、GP4 ピンは OSC1
ピンに近接しているので、A/D 変換時にこ
のピンを使用する際には十分注意してく
ださい。
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図 8図 8図 8図 8----6666:::: AAAA////DDDD 動動動動作作作作ののののフフフフロロロローーーーチチチチャャャャーーーートトトト

表 8表 8表 8表 8----2222:::: AAAA////DDDD レレレレジジジジススススタタタタのののの概概概概要 要 要 要 

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名前前前前 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾜﾜﾜﾜｰーーーｵﾝｵﾝｵﾝｵﾝﾘﾘﾘﾘｾｯｾｯｾｯｾｯﾄﾄﾄﾄ
にににによよよよるるるる値値値値

そそそそのののの他他他他のののの
ﾘﾘﾘﾘｾｾｾｾｯﾄｯﾄｯﾄｯﾄにににによよよよるるるる

値値値値

0Bh/8Bh INTCON(1) GIE PEIE T0IE INTE GPIE T0IF INTF GPIF 0000 000x 0000 000u

0Ch PIR1 — ADIF — — — — — — -0-- ---- -0-- ----

8Ch PIE1 — ADIE — — — — — — -0-- ---- -0-- ----

1Eh ADRES  A/D Result Register xxxx xxxx uuuu uuuu

1Fh ADCON0 ADCS1 ADCS0 r CHS1 CHS0 GO/DONE r ADON 0000 0000 0000 0000

9Fh ADCON1  — — — — — PCFG2 PCFG1 PCFG0 ---- -000 ---- -000

05h GPIO — — GP5 GP4 GP3 GP2 GP1 GP0 --xx xxxx --uu uuuu

85h TRIS — — TRIS5 TRIS4 TRIS3 TRIS2 TRIS1 TRIS0 --11 1111 --11 1111

凡例 : x = 不明、 u = 不変、 - = 未使用、「0」とリードされる、 r = 未使用、 網掛部分は A/D 変換では使用しません。
注意 1: これらのレジスタはどのバンクからもアドレスできます。

Acquire

ADON = 0

ADON = 0?

GO = 0?

A/D Clock

GO = 0
ADIF = 0

Abort Conversion

SLEEP
Power-down A/D Wait 2 TAD

Wake-up

Yes

No

Yes

No

No

Yes

Finish Conversion
GO = 0

ADIF = 1

Device in

No

Yes

Finish Conversion
GO = 0

ADIF = 1

Wait 2 TAD

Stay in Sleep

Selected Channel

= RC?
SLEEP

No

Yes

Instruction?
Start of A/D

Conversion Delayed
1 Instruction Cycle

From Sleep?

Power-down A/D

Yes

No

Wait 2 TAD

Finish Conversion
GO = 0

ADIF = 1

SLEEP?
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9.0 CCCCPPPPUUUU の特別機能の特別機能の特別機能の特別機能
マイクロコントローラが他のプロセッサと異なるの
は、リアルタイムのアプリケーションに適した特別回
路を有する点です。PIC12CE67X ファミリーには、シ
ステムの信頼性を最大限にしたり、外部部品の削除に
よりコストを最小限にしたり、省電力動作モードを備
え、コードを保護するために考えられた次のような多
数の機能があります。

• オシレータ選択
• リセット

- パワー・オン・リセット（POR)
- パワー・アップ・タイマ（PWRT)
- オシレータ・スタートアップ・タイマ（OST)

• 割り込み
• ウォッチドッグタイマ（WDT)
• スリープ
• コードプロテクト
• ID
• イン・サーキット・シリアルプログラミング

PIC12CE67X にはコンフィグレーションビットによっ
てのみ停止できるウォッチドッグタイマがあります。
信頼性を上げるためにウォッチドックタイマ専用の
RC オシレータで動作します。２つのタイマは電源投
入時に必要な遅延を生成します。タイマの１つはオシ
レータ・スタートアップ・タイマ（OST) で、水晶発
振子が安定するまでチップをリセット状態しておくた

めに使用します。もう 1つは、パワー・アップ・タイ
マ（PWRT) で、電源投入時にのみ 72ms typの固定遅
延を生成して電源が安定するまでデバイスをリセット
状態しておくために使用します。チップ上のこの２つ
のタイマにより、アプリケーションによりますが外部
リセット回路が不要です。

スリープモードは消費電力が非常に少ないモードで
す。外部リセット、ウォッチドッグタイマのウェイク
アップ、割込みによりスリープからウェイクアップさ
せることができます。複数のオシレータのオプション
があるのでアプリケーションにより最適化ができま
す。EXTRC オシレータオプションはシステムコストを
節約、LP 水晶オプションは消費電力を節約します。
コンフィグレーションビットの設定により各種オプ
ションが選択できます。 

9.1 ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンビビビビッッッットトトト

コンフィグレーションビットは、デバイスの各種設定
を選択するために、プログラムする（「0」とリード）
こともできますが、プログラムしない（「1」とリー
ド）こともできます。コンフィグレーションビット
は、プログラムメモリの 2007h に位置しています。

アドレス 2007h はユーザのプログラムメモリスペース
の範囲外です。実際、特別なテスト・コンフィグレー
ションメモリスペース（2000h から 3FFh）にあり、プ
ログラム書き込み中にだけアクセスできます。

図 9図 9図 9図 9----1111:::: ココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンワワワワーーーード ド ド ド 

CP1 CP0 CP1 CP0 CP1 CP0 MCLRE CP1 CP0 PWRTE WDTE FOSC2 FOSC1 FOSC0 Register: CONFIG
Address 2007hbit13 bit0

bit 13-8 CP1:CP0:  コードプロテクトビット (1)

      6-5: 11  = コードプロテクト Off
10  = 400h から 7FFh までコードプロテクト（PIC12CE673 では使用しない）
01  = 200h から 7FFh までコードプロテクト
00  = すべてのメモリをコードプロテクト

bit   7: MCLRE:  マスタクリアリセットイネーブルビット 
1 = GP3 はマスタクリアピン
0 = GP3は I/Oピン

bit  4: PWRTE: パワーアップタイマイネーブルビット
1 = PWRT 停止
0 = PWRT 動作

bit  3: WDTE: ウォッチドッグタイマイネーブルビット
1 = WDT 動作
0 = WDT 停止

bit  2-0: FOSC2:FOSC0:  オシレータ選択ビット
111  = EXTRC、OSC2からクロック出力
110  = EXTRC、OSC2 は I/O
101  = INTRC、OSC2からクロック出力
100  = INTRC、OSC2 は I/O
011  = 無効
010  = HS オシレータ
001  = XT オシレータ
000  = LP オシレータ

注意 1: コードプロテクトをイネーブルにするには CP0、CP1はすべて同じ値にします。
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9.2 発発発発振振振振設設設設定定定定

9.2.1  発振の種類

PIC12CE67X は７つの異なる発振モードで動作できま
す。3ビットのコンフィグレーションビット（FOSC2: 
FOSC0) をプログラムして以下の７つのモードから１
つを選択することができます。

• LP: 低消費電力水晶
• HS: 高速水晶／発振子
• XT: 水晶／発振子
• INTRC*: 内部 4MHz 発振器
• EXTRC*: 外部抵抗／コンデンサ

*CLKOUT に対応するために構成できます。

9.2.2 水晶発振子／セラミック発振子

XT、HS、または LP モードでは、水晶やセラミック発
振子を GP5/OSC1/CLKIN および GP4/OSC2 ピンに接続し
て発振させます（図 9-2）。 PIC12CE67X の発振子は設
計上パラレルカットの水晶を使用する必要がありま
す。シリーズカットのクリスタルを使用した場合、水
晶メーカの規格外の周波数となる場合があります。
XT、HS、LP モードの場合、デバイスは GP5/OSC1/
CLKIN ピンに外部クロック信号を入力することができ
ます （図 9-3）。

図 9図 9図 9図 9----2222:::: 水水水水晶晶晶晶（（（（ままままたたたたははははセセセセララララミミミミッッッックククク発発発発振振振振
子子子子））））のののの動動動動作作作作（（（（XXXXTTTT、、、、HHHHSSSS ままままたたたたはははは LLLLPPPP
モモモモーーーードドドドのののの OOOOSSSSCCCC 構構構構成成成成））））

図 9図 9図 9図 9----3333:::: 外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力のののの動動動動作作作作（（（（XXXXTTTT、、、、
HHHHSSSS ままままたたたたはははは LLLLPPPP のののの OOOOSSSSCCCC 構構構構成成成成））））

注意 1: C1 と C2 の推奨値については、コンデン
サ選択表を参照してください。

2: AT ストリップカットの水晶には、直列抵
抗（RS) が必要な場合があります。

3: RF 値は選択した水晶により変化します
（概算値 10MΩ）。

C1(1)

C2(1)

XTAL

OSC2

OSC1

RF(3)
SLEEP

To internal
logic

RS(2)

PIC12CE67X

Clock from
ext. system

OSC1

OSC2

PIC12CE67X

Open

表 表 表 表 9999----1:1:1:1: セセセセララララミミミミッッッックククク発発発発振振振振子子子子用用用用ココココンンンンデデデデンンンンササササ
選選選選択択択択表表表表　　　　－ － － － PPPPIIIICCCC11112222CCCCEEEE66667777X X X X     

表 表 表 表 9999----2:2:2:2: 水水水水晶晶晶晶発発発発振振振振子子子子用用用用ココココンンンンデデデデンンンンササササ選選選選択択択択表 表 表 表 
－  P－  P－  P－  PIIIICCCC12121212CCCCEEEE66667777X X X X 

Osc
Type

Resonator 
Freq

Cap. Range
C1

Cap. Range
C2

XT 455 kHz
2.0 MHz
4.0 MHz

22-100 pF
15-68 pF
15-68 pF

22-100 pF
15-68 pF
15-68 pF

HS 4.0 MHz
8.0 MHz
10.0 MHz

15-68 pF
10-68 pF
10-22 pF

15-68 pF
10-68 pF
10-22 pF

上記の値は設計の目安です。それぞれの発振子には
それぞれの特性があるので、外部部品の適性値につ
いては発振子の製造元にお問い合わせください。 

Osc
 Type

Resonator 
Freq

Cap.Range
C1 

Cap. Range
C2

LP 32 kHz(1)

100 kHz
200 kHz

15 pF
15-30 pF
15-30 pF

15 pF
30-47 pF
15-82 pF

XT 100 kHz
200 kHz
455 kHz
1 MHz
2 MHz
4 MHz

15-30 pF
15-30 pF
15-30 pF
15-30 pF
15-30 pF
15-47 pF

200-300 pF
100-200 pF
15-100 pF
15-30 pF
15-30 pF
15-47 pF

HS 4 MHz
8 MHz

10 MHz

15-30 pF
15-30 pF
15-30 pF

15-30 pF
15-30 pF
15-30 pF

注意 1: VDD > 4.5V の場合、 C1 = C2 ≈ 30 pF を推
奨します。

上記の値は設計の目安です。HS モードと XT モード
では低駆動レベルの仕様を持つ水晶をオーバードラ
イブしないように RS が必要となる場合があります。
それぞれの水晶にはそれぞれ特性があるので、外部
部品の適正値については水晶の製造元にお問い合わ
せください。
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9.2.3 外部水晶発振回路

発振器モジュールや TTL ゲートを使用した簡易発振回
路は、外部水晶発振回路として使用することができま
す。発振器モジュールは、広い動作範囲と安定性を
持っています。良く設計された水晶発振子は TTL ゲー
トで良い性能を発揮します。直列共振と並列共振の 2
種類の水晶発振子回路が使用できます。 

図 9-4 に並列共振のオシレータ回路を示します。こ
の回路は水晶の基本周波数を使用するために設計され
ています。74AS04 インバータは、並列オシレータに
必要な 180 度の位相シフトを行います。4.7kΩ の抵
抗は安定用のネガティブフィードバックのためのもの
です。 10kΩ のポテンションメータは 74AS04 を線形領
域で使用するためのバイアス用です。この回路は外部
オシレータの設計に使用することができます。

図 9図 9図 9図 9----4444:::: 外外外外部部部部並並並並列列列列共共共共振振振振水水水水晶晶晶晶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発発発発振振振振回回回回路路路路

図 9-5 に直列共振発振回路を示します。この回路も
水晶の基本周波数を使用するために設計されていま
す。インバータは直列共振オシレータ回路に 180 度の
位相シフトを行います。330Ω の抵抗はインバータを
線形領域にバイアスするためにネガティブフィード
バックします。

図 9図 9図 9図 9----5555:::: 外外外外部部部部直直直直列列列列共共共共振振振振水水水水晶晶晶晶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発発発発振振振振回回回回路路路路
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9.2.4 外部 RC 発振

それほどタイミング精度を必要としないアプリケー
ションでは、RC を使用すればさらにコストを節約で
きます。RC 発振周波数は、供給電圧、抵抗（Rext) や
コンデンサ（Cext) の値、動作温度により変わりま
す。それ以外にもオシレータの周波数は、通常の生産
パラメータのばらつきにより同じ製品でもデバイスに
より異なります。さらに、パッケージの種類による
リードフレーム容量の差も、特に低い Cext 値での発
振周波数に影響を与えます。外部に使用する Rおよび
C 部品に誤差があるため、そのばらつきを考慮する必
要があります。

図 9-7 に R/C をどのように PIC12CE67X に接続するか
を示します。2.2kΩより小さい Rext 値では、オシ
レータの動作は不安定になるか、止まる場合がありま
す。非常に大きい Rext 値（たとえば 1MΩ）の場合、
オシレータはノイズや湿度やリーク電流の影響を受け
易くなります。したがって、Rext 値は 3kΩ から
100kΩ の間を推奨します。

外部コンデンサ（Cext=0pF）がなくても発振します
が、ノイズ対策や安定のために 20pF より大きいコン
デンサの使用をお勧めします。外部容量がないか、小
さいと、PCB のトレース容量やパッケージのリードフ
レーム容量などの外部容量の変化により、発振周波数
が大きく異なることがあります。

通常の生産工程のばらつきによる RC 周波数のばらつ
きについては、電気的特性の章をご覧ください。Rの
値が大きければ大きいほど（リーク電流のばらつきは
Rが大きいほど RC 周波数に影響するため）、Cの値が
小さければ小さいほど（入力容量のばらつきが RC 周
波数に大きな影響を与えるため）、ばらつきは大きく
なります。

また、Rext/Cext の値と VDD による発振周波数のばら
つきと、R、C、VDD の値と動作温度による周波数のば
らつきに関しても、電気的特性の項をご覧ください。

図 9図 9図 9図 9----6666:::: 外外外外部部部部 RRRRCCCC 発発発発振振振振モモモモーーーードドドド

VDD

Rext

Cext

VSS

OSC1
Internal
clock

PIC12CE67X
N

OSC2/CLKOUTFOSC/4
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9.2.5 内部 4 MHz RC 発振器

内部 RC 発振器は、VDD=5V、25 ℃で 4MHz 固定（公称）
のシステムクロックを生成します。電圧と温度による
ばらつきについては、「電気的特性」の項をご覧くだ
さい。

さらに、内部 RC 発振器用のキャリブレーションデー
タを含む命令がプログラムメモリの最後にプログラム
されています。キャリブレーションデータ XX は
RETLW XX の形でプログラム書き込みされています。
このキャリブレーションデータを取り出すためには、
CALL YY 命令を発行します。この YY はプログラムメ
モリの最終ロケーション（PIC12C673 では 03FFh、
PIC12CE674 では 07FFh）です。コントロールは Wレジ
スタに書き込まれたキャリブレーションデータと共に
ユーザのプログラムに返されます。その後、プログラ
ムは MOVWF OSCCAL 命令を実行し、内部 RC 発振器トリ
ムレジスタに値をロードします。

OSCCAL レジスタにキャリブレーションデータが書き
込まれると、製造プロセスによるデバイスごとの発振
周波数のばらつきを小さくするように内部 RC 発振器
を調整します。OSCCAL レジスタのビット <7:2> が使
用され、ビット <1:0> は将来のデバイスとの互換性の
ため 0としてライトします。キャリブレーションデー
タのプログラムアドレスは、コードプロテクトされて
いません。

9.2.6 CLKOUT

PIC12CE67X は、コンフィグレーションワードアドレ
ス（2007h）の FOSC2、FOSC1、FOSC0 が INTRC では
101 に、EXTRC では 111 にプログラムされた時、3ピ
ンにクロック出力信号 CLKOUT を出力します。オシ
レータ周波数は 4分周され、テストや他のロジックと
の同期のために使用できます。

注注注注意意意意 :::: デバイスのプログラムメモリを紫外線消
去すると、内部発振器用にプログラムされ
ているキャリブレーションデータも消去
されるので注意してください。キャリブ
レーションデータは消去する前に必ず
リード /保存してください。

9999....3333 リリリリセセセセッッッットトトト

PIC12CE67X には各種リセット間で違いがあります。 

• パワーオンリセット（POR) 
• 通常動作中の MCLR リセット
• スリープ中の MCLR リセット 

• WDT リセット（通常動作中）

レジスタの中にはリセットされないものがあります。
POR では不定、他のリセットでは不変になります。そ
の他のほとんどのレジスタは、パワーオンリセット
（POR) や、MCLR および WDT リセットやスリープ時の
MCLR リセットにより「リセット状態」にリセットさ
れます。 表 9-4 に示すように、TO および PD ビットは
例外で、発生したリセットの種類によってセット、ま
たは、クリアされます。これらのビットは、どのリ
セットが発生したかを判断するためにソフトウェアで
使用されます。レジスタのリセット状態の詳細に関し
ては、表 9-5 を参照してください。 

オンチップリセット回路のブロック図を図 9-7 に示
します。

PIC12C67X には、MCLR リセットパスに MCLR ノイズ
フィルタがあります。フィルタは小さなパルスを検出
しますが無視します。 

WDT リセットは MCLR ピンを Lowにドライブしませ
ん。
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PIC12CE67X

図 9図 9図 9図 9----7777:::: オオオオンンンンチチチチッッッッププププリリリリセセセセッッッットトトト回回回回路路路路ののののブブブブロロロロッッッックククク図図図図
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タイムアウト状態に関しては表 9-3を参
照してください。

注意 1: CLKIN ピンの RC 発振とは別の発振器です。
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9.4 パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト（（（（POPOPOPORRRR))))、、、、パパパパワワワワーーーー
アアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ（（（（PPPPWWWWRRRRTTTT)))) おおおおよよよよびびびびオオオオシシシシレレレレーーーータタタタ
ススススタタタターーーートトトトアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ（（（（OOOOSSSSTTTT))))

9.4.1 パワーオンリセット（POR)

VDD の立ち上がりが検出されると、パワーオンリセッ
トのパルスがチップ内で発生します。POR 機能を最も
効果的に利用する場合、MCLR ピンは直接（または抵
抗を通して）VDD に接続します。それにより通常パ
ワーオンリセットの生成に必要な外部 RC 部品を削除
できます。VDD は最大立ち上がり時間が規定されてい
ます。詳細は電気的特性をご覧ください。

デバイスが通常動作を開始する（リセット状態から抜
ける）時、デバイスの動作を確実にするため、動作パ
ラメータ（電圧、周波数、温度など）は条件を満たさ
なければなりません。これらの条件を満たしてない場
合は、デバイスは動作パラメータが規定内に達するま
でリセットを保持する必要があります。

詳細については、アプリケーションノート AN607 の
"Power-up Trouble Shooting" を参照してください。

9.4.2 パワーアップタイマ（PWRT)

パワーアップタイマは、POR から 72ms typ固定のタ
イムアウトを電源 On時に生成します。パワーアップ
タイマは、内部 RC オシレータで動作します。PWRT が
動作中の時はチップはリセット状態です。PWRT の遅
延時間中に VDD は動作電源電圧範囲に立ち上がること
ができます。PWRT をイネーブル／ディセーブルはコ
ンフィグレーションビットで行います。

パワーアップの遅延時間は VDD や温度や生産のばらつ
きによりチップごとに異なります。詳細は、DC パラ
メータをご覧ください。

9.4.3 オシレータスタートアップタイマ（OST)

オシレータスタートアップタイマ（OST) は、PWRT の
遅延が終わった後、（OSC1 入力から）1024 オシレータ
サイクルの遅延を生成します。この遅延により、水晶
発振子、セラミック発振子は確実に起動して安定する
ことができます。

OST のタイムアウトは、XT、LP、HS モードの時、パ
ワーオンリセット、または、スリープからのウェイク
アップ時に発生します。

9.4.4 タイムアウトのシーケンス

パワーアップ時のタイムアウトシーケンスは次のよう
になります。まず、POR 後、PWRT のタイムアウトが発
生します。つぎに OST がアクティブになります。総タ
イムアウト時間はオシレータの構成と PWRT の状態に
より異なります。たとえば、RC モードで PWRT がディ
セーブルであれば、タイムアウトは全くありません。
図 9-8、図 9-9 および図 9-10 にパワーアップ時のタ
イムアウトシーケンスを記載します。 

タイムアウトは POR のパルスから発生するので、MCLR
が長い間 Lowであれば、タイムアウトは終了します。
次に MCLR を Highにすると、直ちに実行を開始しま
す（図 9-9）。これは、テストの目的や、同時に動作
している複数の PIC12CE67X を同期するのに便利です。

表 9-5 にレジスタのリセット状態を示します。 

9.4.5 パワーコントロール／ステータスレジスタ
（PCON)

パワーコントロール／ステータスレジスタ、PCON（ア
ドレス 8Eh）は 1 ビットしかありません。レジスタに
関しては図 4-8 を参照してください。

ビット 1は POR（パワーオンリセット）です。これは
パワーオンリセット時にクリアされ、他には影響を受
けません。ユーザはパワーオンリセット後このビット
をセットします。POR が「0」の場合、後続のリセッ
トで POR が発生したことを示します。

表 9表 9表 9表 9----3333:::: 様様様様々々々々なななな状状状状況況況況ででででののののタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトト

表 9表 9表 9表 9----4444:::: スススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトととととそそそそのののの意意意意味 味 味 味 

発発発発振振振振モモモモーーーードドドドのののの設設設設定定定定 パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ ススススリリリリーーーーププププかかかかららららのののの　　　　　　　　　　　　
　　　　ウウウウェェェェイイイイククククアアアアッッッッププププPWRTE = 0 PWRTE = 1

XT, HS, LP 72 ms + 1024TOSC 1024TOSC 1024TOSC

INTRC, EXTRC 72 ms — —

POR TO PD

0 1 1 パワーオンリセット
0 0 x 不正。TO を POR にセットする。
0 x 0 不正 PD を POR にセットする。
1 0 1 WDT リセット 
1 0 0 WDT ウェイクアップ
1 u u 通常動作中の MCLR リセット
1 1 0 スリープまたはスリープからの割込みウェイクアップ中の MCLR リセット



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 51

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

PIC12CE67X

表 9表 9表 9表 9----5555:::: 特特特特別別別別レレレレジジジジススススタタタタののののリリリリセセセセッッッットトトト状状状状態態態態

表 9表 9表 9表 9----6666:::: レレレレジジジジススススタタタタのののの初初初初期期期期状状状状態態態態

状状状状態態態態
ププププロロロロググググララララムムムム
カカカカウウウウンンンンタタタタ

スススステテテテーーーータタタタスススス
レレレレジジジジススススタタタタ

PCONPCONPCONPCON
レレレレジジジジススススタタタタ

パワーオンリセット 000h 0001 1xxx ---- --0-

通常動作時の MCLR リセット 000h 0001 1uuu ---- --u-

スリープ時の MCLR リセット 000h 0001 0uuu ---- --u-

通常動作時の WDT リセット 000h 0000 1uuu ---- --u-

スリープからの WDT ウェイクアップ PC + 1 uuu0 0uuu ---- --u-

スリープからの割込みウェイクアップ PC + 1(1) uuu1 0uuu ---- --u-

凡例 : u = 不変、 x = 不明、 -  = 未使用、「0」としてリードする。.
注意 1: ウェイクアップが割込みによって起こり、GIE ビットがセットされているときは、PC には割込みベクタ 

(0004h) がロードされます。

レレレレジジジジススススタタタタ パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト MCLMCLMCLMCLRRRR リリリリセセセセッッッットトトト
WDWDWDWDTTTT リリリリセセセセッッッットトトト

WDWDWDWDTTTT ままままたたたたはははは割割割割込込込込みみみみにににによよよよるるるる
ウウウウェェェェイイイイククククアアアアッッッッププププ

W xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

INDF 0000 0000 0000 0000  0000 0000

TMR0 xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PCL 0000 0000 0000 0000  PC + 1 (2)

STATUS 0001 1xxx 000q quuu (3) uuuq quuu (3)

FSR xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

GPIO 11xx xxxx 11uu uuuu 11uu uuuu

PCLATH ---0 0000 ---0 0000 ---u uuuu

INTCON 0000 000x 0000 000u uuuu uuuu (1)

PIR1 -0-- ---- -0-- ---- -u-- ---- (1)

ADCON0 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

OPTION 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

TRIS --11 1111 --11 1111 --uu uuuu

PIE1 -0-- 0000 -0-- 0000 -u-- uuuu

PCON ---- --0- ---- --u- ---- --u-

OSCCAL 1000 00-- uuuu uu-- uuuu uu--

ADCON1 ---- -000 ---- -000 ---- -uuu

凡例 : u = 不変、  x = 不明、　-  = 未使用、「0」としてリードする。 q = 状態により変化する値
注意 1: INTCON と PIR1 の 1 以上のビットが影響を受けます。（ウェイクアップが発生します）。

2: ウェイクアップが割込みにより起こり、GIE ビットがセットされているときは、PC が割込みベクタ (004h)
によりロードされます。

3: 特別な条件でのリセット値については、表 9-5 をご覧ください。
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図 9図 9図 9図 9----8888:::: 電電電電源源源源投投投投入入入入時時時時ののののタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトトシシシシーーーーケケケケンンンンスススス ((((MMMMCCCCLLLLRRRR はははは VVVVDDDDDDDD にににに接接接接続続続続ししししなななないいいい )))): : : : ケケケケーーーースススス 1111

図 9図 9図 9図 9----9999:::: 電電電電源源源源投投投投入入入入時時時時ののののタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトトシシシシーーーーケケケケンンンンスススス ((((MMMMCCCCLLLLRRRR はははは VVVVDDDDDDDD にににに接接接接続続続続ししししなななないいいい )))): : : : ケケケケーーーースススス 2222

図 9図 9図 9図 9----11110000:::: 電電電電源源源源投投投投入入入入時時時時ののののタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトトシシシシーーーーケケケケンンンンスススス ((((MMMMCCCCLLLLRRRR はははは VVVVDDDDDDDD にににに接接接接続続続続すすすするるるる ))))
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PIC12CE67X

図 9図 9図 9図 9----11111111:::: 外外外外部部部部パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト回回回回路路路路　　　　
（ （ （ （ VVVVDDDDDDDD のののの立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりがががが遅遅遅遅いいいい場場場場合合合合） ） ） ） 

注意 1: 外部パワーオンリセット回路は、VDD の立
ち上がり速度が遅い場合にのみ必要です。
ダイオード Dにより VDD のパワーダウン
時にコンデンサが迅速に放電できます。 

2: R による電圧降下がデバイスの電気的仕様
に違反しないように、R < 40 kΩを推奨
します。

3: 静電放電（ESD) や過度な電気ストレス
（EOS) により MCLR/VPP ピンが破損した場
合、R=100Ω ～ 1ｋΩにより外部コンデン
サ Cからの電流の流れを制限します。

C

R1
RD

VDD

MCLR

PIC12CE67X

図 9図 9図 9図 9----11112:2:2:2: 外外外外部部部部ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトト保保保保護護護護回回回回路路路路 1111

図 9図 9図 9図 9----11113:3:3:3: 外外外外部部部部ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトト保保保保護護護護回回回回路路路路 2222

注意 1: この回路は VDD が Vz + 0.7V 未満になる
と、リセットとなります（Vz = ツェナー
電圧）。

2: 抵抗はトランジスタの特性に合わせて調
整する必要があります。

VDD

33k

10k

4.3k

VDD

MCLR

PIC12CE67X

注意 1: このブラウンアウト回路は、正確さは
劣りますが、コストは安くなります。
VDD が一定のレベルを下回ると、トラン
ジスタ Q1 がオフします。

2: 抵抗はトランジスタの特性に合わせて
調整する必要があります。

VDD •
R1

R1 + R2
= 0.7V

VDD

R2 4.3k
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9.5 割割割割りりりり込込込込みみみみ

割込みには次の４つのソースがあります。

割込み制御レジスタ（INTCON）は個々の割込み要求を
フラグビットに記録します。このレジスタは、個別お
よびグローバルな割込み許可ビットも有しています。 

グローバルな割込み許可ビット GIE（INTCON<7>）は、
（セットされた場合）マスクされていない割込みを許
可するか、（クリアされた場合）すべての割込みを禁
止します。ビット GIE が許可されて、割込みフラグ
ビットとマスクビットがセットされると、直ちに割込
みは発生します。個別割込みは、それに対応する各種
レジスタの許可ビットにより、禁止されます。個別割
込みビットは GIE ビットのステータスとは関係なく
セットされます。GIE ビットはリセットによりクリア
されます。 

割割割割込込込込みみみみソソソソーーーースススス

TMR0 オーバーフロー割込み
外部割込み GP2/INT ピン
GPIO ピン変化による割込み（GP0、GP1、GP3 ピン）
A/D 割込み

注注注注意意意意 :::: 個別割込みフラグビットは、対応するマス
クビットやGIEビットのステータスとは関
係なくセットされます。 

「割込みからの復帰」命令 RETFIE は、割込みルーチン
から抜けると同時に、GIE ビットをセットします。
GIE ビットにより再度割込みが可能になります。

GP2/INT、GPIO ピン変化による割込みおよび TMR0
オーバーフロー割込みフラグは INTCON レジスタ内に
あります。

周辺機能割込みフラグ ADIF は、特別機能レジスタ
PIR1 内にあります。対応する割込み許可ビットは特
別機能レジスタ PIE1 内にあり、周辺機能割込み許可
ビットは特別機能レジスタ INTCON 内にあります。

割込み発生すると、GIE ビットがクリアされて次の割
込みを禁止します。また、リターンアドレスがスタッ
クにプッシュされ、PC が 0004h でロードされます。
割込み処理ルーチンでは、割込みフラグビットにより
どの割込みが発生したかが判定できます。1回の割込
みで割り込み処理を繰り返し実行しない様に、割込み
を再度許可する前には必ず割込みフラグビットをソフ
トウェアでクリアしてください。  

GPIO ピン変化による割込みのような外部割込みのイ
ベントでは、割込み遅延は 3または 4 命令サイクルに
なります。正確な遅延時間は、割込みイベントが発生
したタイミングにより異なります（図 8-5）。命令が 1
サイクルでも 2サイクルでも遅延時間は同じです。個
別割込みフラグビットは対応するマスクビットや GIE
ビットとは関係なくセットされます。 

図 9図 9図 9図 9----11114444:::: 割割割割りりりり込込込込みみみみ論論論論理理理理

GPIF
GPIE

T0IF
T0IE

GIE

Wakeup
(If in SLEEP mode)

Interrupt to CPU

PEIEADIF
ADIE

INTF
INTE
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図 9図 9図 9図 9----11115555:::: IIIINNNNTTTT ピピピピンンンンのののの割割割割りりりり込込込込みみみみタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4

OSC1

CLKOUT

INT pin

INTF flag
(INTCON<1>)

GIE bit
(INTCON<7>)

INSTRUCTION FLOW

PC

Instruction
fetched

Instruction
executed

Interrupt Latency

PC PC+1 PC+1 0004h 0005h

Inst (0004h) Inst (0005h)

Dummy Cycle

Inst (PC) Inst (PC+1)

Inst (PC-1) Inst (0004h)Dummy CycleInst (PC)

—

1

4

5

1

注意 1: INTF フラグはここでサンプルされます（毎 Q1 サイクル）。
2: 割り込み遅延時間 = 3 ～ 4 Tcy （Tcy = 命令サイクル時間）
命令（PC) が 1 サイクルであっても 2 サイクルであっても遅延時間は同じです。

3: CLKOT は INTRC および EXTRC 発振モードで使用できます。
4: 最小 INT パルス幅に関しては、AC 仕様を参照してください。
5: INTF は Q4 から Q1 サイクルの間ならいつでもセットすることができます。 

2

3
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9.5.1 TMR0 割り込み

TMR0 レジスタのオーバーフロー (FFh → 00h）により
フラグビット T0IF（INTCON<2>）がセットされます。
割込みは、イネーブルビット T0IE（INTCON<5>）の
セットによりイネーブルし、クリアにより禁止するこ
とができます（第 7.0 項）。

9.5.2 INT 割り込み

GP2/INT ピンへの外部割込みはエッジでトリガーされ
ます。ビット INTEDG（OPTION<6>) がセットされると
立ち上がり、INTEDG ビットがクリアされると立ち下
がります。有効なエッジが GP2/INT ピンに現れると、
フラグビット INTF（INTCON<1>) がセットされます。
この割込みは、許可ビット INTE（INTCON<4>) をクリ
アすると禁止することができます。この割込みを再度
許可する前に、必ずこの割込み処理ルーチンでソフト
ウェアによりフラグビット INTF をクリアしてくださ
い。スリープに入る前にビット INTE がセットされた
場合、INT 割込みはプロセッサをスリープからウェイ
クアップさせることができます。グローバル割込み許
可ビット GIE のステータスにより、プロセッサを次に
ウェイクアップする割込みベクタに分岐させるかどう
かが決定します。スリープモード時についての詳細
は、第 9.8 項を参照してください。

9.5.3 GPIO INTCON の変更

GP3、GP1 または GP1 の入力が変化すると、フラグ
ビット GPIF（INTCON<0>) がセットされます。割込み
は、許可ビット GPIE(INTCON<3>) のセット／クリアに
より、許可／禁止ができます（第 5.1 項）。    

9999....6666 割割割割りりりり込込込込みみみみ中中中中ののののココココンンンンテテテテククククスススストトトトのののの保保保保存存存存方方方方法法法法

割込み中は、PC の戻り値だけがスタックに保存され
ます。多くの場合、キーとなるレジスタ（Wレジスタ
や STATUS レジスタ）の保存が必要です。このような
レジスタはソフトウェアで保存する必要があります。

例 9-1 は、STATUS および W レジスタの保存とリスト
ア（元に戻す）の例です。W_TEMP レジスタは両方の
バンクで使用します。バンクのベースアドレスから同
じオフセットに定義しなければなりません。（つまり、
W_TEMP がバンク 0 の 0x20 で定義された場合、バンク
1の 0xA0 も使用します。）

例：

a) W レジスタを保存します。
b) STATUS レジスタをバンク 0に保存します。
c) ISR コードを実行します。
d) STATUS レジスタ（バンク選択ビットを含む）

を元に戻します。
e) W レジスタを元に戻します。

例 9例 9例 9例 9----1111:::: SSSSTTTTAAAATTTTUUUUSSSS おおおおよよよよびびびび WWWW レレレレジジジジススススタタタタのののの RRRRAAAAMMMM へへへへのののの保保保保存存存存例例例例

     MOVWF    W_TEMP           ;Copy W to TEMP register, could be bank one or zero
     SWAPF    STATUS,W         ;Swap status to be saved into W 
     BCF      STATUS,RP0       ;Change to bank zero, regardless of current bank
     MOVWF    STATUS_TEMP      ;Save status to bank zero STATUS_TEMP register
     :
     :(ISR)
     :
     SWAPF    STATUS_TEMP,W    ;Swap STATUS_TEMP register into W 
                               ;(sets bank to original state)
     MOVWF    STATUS           ;Move W into STATUS register
     SWAPF    W_TEMP,F         ;Swap W_TEMP
     SWAPF    W_TEMP,W         ;Swap W_TEMP into W
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9.7 ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママ（（（（WWWWDDDDTTTT))))

ウォッチドッグタイマは、外部部品を必要としないフ
リーランのオンチップ RC オシレータで動作します。
この RC オシレータは OSC1/CLKIN ピンの RC オシレー
タとは独立しています。これは、例えば、スリープ命
令の実行によりデバイスの OSC1/CLKIN および OSC2/
CLKOUT ピンのクロックが停止した場合でも、WDT が動
作するということです。通常動作中は、WDT のタイム
アウトはデバイスリセット（ウォッチドッグタイマリ
セット）となります。デバイスがスリープモードに入
ると、WDT タイムアウトによりデバイスはウェイク
アップし、通常の動作を続けます（ウォッチドッグタ
イマのウェイクアップ）。WDT はコンフィグレーショ
ンビット WDTE をクリアすることでディセーブル（停
止）できます（第 9.1 項）。

9.7.1 WDT の周期

WDT のタイムアウト周期は、18ms typです（プリス
ケーラなしの場合）。タイムアウト周期は、温度や、 
VDD や、デバイスごとの生産プロセスによりばらつき
ます（DC 仕様をご覧ください）。タイムアウト周期を
長くしたい場合は、OPTION レジスタで 1:128 までの
分周率のプリスケーラをソフトウェアによって WDT に
割り当てることができます。これにより、約 2.3 秒ま
でのタイムアウト周期の実現が可能です。

CLRWDT 命令と SLEEP 命令は WDT（と WDT に割り当てら
れている場合ポストスケーラ）をクリアし、早いタイ
ムアウトやデバイスリセットの発生を防ぎます。

STATUS レジスタの TO ビットは、ウォッチドッグタイ
マがタイムアウトになると、クリアされます。

9.7.2 WDT プログラミングの注意点

最悪の条件（VDD = Min.、温度 = Max.、最大 WDT プリ
スケーラ）では、WDT のタイムアウトが発生するまで
に数秒かかることも考慮する必要があります。

注注注注意意意意 :::: プリスケーラがWDTに割り当てられている
ときは、プリスケーラ値を変更する前に必
ず CLRWDT 命令を実行してください。この
命令を実行しない場合、WDT リセットが発
生する場合があります。

図 9図 9図 9図 9----11116666:::: ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママののののブブブブロロロロッッッックククク図図図図

図 9図 9図 9図 9----11117777:::: ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママののののレレレレジジジジススススタタタタ一一一一覧覧覧覧

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

2007h Config. bits(1) MCLRE CP1 CP0 PWRTE WDTE FOSC2 FOSC1 FOSC0

81h OPTION GPPU INTEDG T0CS T0SE PSA PS2 PS1 PS0

凡例 : 網掛け部分はウォッチドッグタイマには使用しません。
注意 1: このビットの動作に関しては図 9-1 をご覧ください。この表では CP0 と CP1 の全ビットは示してません。

From TMR0 Clock Source
(図 7-5)

To TMR0 (図 7-5)

Postscaler

WDT Timer

WDT 
Enable Bit

0

1 M
U
X

PSA

8 - to - 1 MUX PS2:PS0

0 1

MUX PSA

WDT
Time-out注意：　PSA および PS2:PS0 は OPTION レジスタのビットです。

8
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9.8 パパパパワワワワーーーーダダダダウウウウンンンンモモモモーーーードドドド（（（（ススススリリリリーーーーププププ））））

SLEEP命令を実行すると、パワーダウンモードに入
ります。 

WDT がイネーブルのときは、ウォッチドッグタイマは
クリアされますが動作は継続、PD ビット
（STATUS<3>）はクリア、TO ビット（STATUS<4>）は
セット、オシレータドライバは発振を停止します。I/
O ポートはスリープ命令の実行前の状態を維持します
（High出力、Low出力、ハイインピーダンス）。

このモードで消費電流を最小限に抑えるためには、す
べての I/O ピンを VDD または VSS、I/O ピンから電流
駆動させる外部回路がないようにし、A/D の電源を落
とし、外部クロックをディセーブルにします。 すべて
の I/O ピンは、ハイインピーダンス入力になっていま
すが、浮動入力によるスィッチング電流の発生を防ぐ
ため、外部で Highまたは Lowにします。T0CKI 入力
は、イネーブルの場合、消費電力を最小にするために
VDD または VSS にします。GPIO のオンチッププルアッ
プによる影響も考慮する必要があります。

MCLR ピンはイネーブルの場合、必ず論理 Highレベル
（VIHMC）にしてください。

9.8.1 スリープからのウェークアップ

以下のイベントによって、デバイスはスリープから
ウェークアップします。

1. MCLR ピンへの外部リセット入力 
2. ウォッチドッグタイマのウェークアップ（WDT

がイネーブルの場合）
3. GP2/INT 割り込み、GPIO ピン変化による割り込

み、周辺機能割り込み

外部 MCLR リセットによりデバイスリセットとなりま
す。その他のイベントはすべてプログラム実行の継続
とみなされ、「ウェークアップ」となります。STATUS
レジスタの TO および PD ビットを使用してデバイスリ
セットの原因を判定することができます。パワーアッ
プでセットされた PD ビットは、スリープ発生時にク
リアされます。TO ビットは、WDT タイムアウトが発生
（およびウェークアップが発生）した場合は、クリア
されます。

次の周辺機能割り込みはデバイスをスリープからウェ
イクアップさせることができます。

1. A/D 変換（A/D のクロックソースが RC のとき） 

スリープ中はオンチップの Qクロックが存在しないの
で、その他の周辺機能は割込みを生成することができ
ません。 

スリープ命令の実行中に、次の命令（PC + 1）が
フェッチされます。デバイスが割込みイベントにより
ウェークアップするには、対応する割込みイネーブル
ビットを必ずセット（イネーブル）しなければなりま
せん。GIE ビットの状態とは関係なくウェークアップ
します。GIE ビットがクリア（ディセーブル）されて
いる場合、デバイスはスリープ命令後の命令を実行し
た後、割込みベクタ（0004h）に分岐します。スリー
プの次の命令を実行したくない場合、スリープ命令の
後に NOP をおく必要があります。

9.8.2 割り込みを使用したウェークアップ

グローバル割り込みがディセーブル（GIE がクリア）
で、割り込みソースの割り込みビットと割り込みイ
ネーブルビットがセットされているときは、以下のい
ずれかが起こります。

･ 割込みがスリープ命令の実実実実行行行行前前前前に発生した場合、
スリープ命令は NOP として終了します。したがっ
て、WDT と WDT プリスケーラはクリアされず、TO 
ビットはセットされず、PD ビットはクリアされ
ません。

･ 割込みがスリープ命令の実実実実行行行行中中中中または実実実実行行行行後後後後に発
生した場合、デバイスは直ちにスリープから
ウェークアップします。スリープ命令はウェーク
アップの前に完全に実行されます。したがって、
WDT と WDT プリスケーラがクリアされ、TO ビット
はセット、PD ビットはクリアされます。

スリープ命令の実行中にフラグビットを確認した場合
でも、フラグビットがスリープ命令が完了する前に
セットになる可能性があります。スリープ命令実行の
有無を判定するには、PD ビットをテストします。PD
ビットがセットされている場合は、スリープ命令は
NOP として実行されたこと場合です。

WDT を確実にクリアするには、スリープ命令の前に
CLRWDT 命令を実行します。
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図 9図 9図 9図 9----11118888:::: 割割割割りりりり込込込込みみみみにににによよよよるるるるススススリリリリーーーーププププかかかかららららののののウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププ

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

OSC1

CLKOUT(4)

GPIO pin

GPIF flag
(INTCON<0>)

GIE bit
(INTCON<7>)

INSTRUCTION FLOW

PC

Instruction
fetched

Instruction
executed

PC PC+1 PC+2

Inst(PC) = SLEEP

Inst(PC - 1)

Inst(PC + 1)

SLEEP

Processor in

SLEEP

Interrupt Latency
(Note 2)

Inst(PC + 2)

Inst(PC + 1)

Inst(0004h) Inst(0005h)

Inst(0004h)Dummy cycle

PC + 2 0004h 0005h

Dummy cycle

TOST(2)

PC+2

注意 1: XT、HS、LP オシレータモードを想定。
2: TOST = 1024TOSC ( 図はスケールが適当 ) この遅れは INTRC および EXTRC オシレータモードでは存在しません。
3: GIE = '1' を想定。この場合、ウェイクアップ後、プロセッサは割込みルーチンにジャンプします。GIE = '0' の場合、実行はインラ

インで継続します。
4: CLKOUT は XT、HS、LP オシレータモードにはありませんが、タイミングの参照のために図示しました。

9.9 ププププロロロロググググララララムムムムののののベベベベリリリリフフフファァァァイイイイおおおおよよよよびびびびココココーーーードドドドププププ
ロロロロテテテテククククシシシショョョョンンンン

コードプロテクションビットがプログラムされていな
い場合は、オンチップのプログラムメモリをベリファ
イのためにリードアウトできます。

9999....10101010 IIIIDDDD

４つのメモリロケーション（2000h ～ 2003h）がユー
ザがチェックサムや他のコード ID 番号を格納する ID
ロケーションとして割り当てられています。このロ
ケーションは、通常の動作実行時にはアクセスできま
せんが、プログラム／ベリファイの際はリードやライ
トが可能です。ID は、下位 4 ビットだけを使用する
ことを推奨します。

9.11 イイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトシシシシリリリリアアアアルルルルププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググ

PIC12CE67X マイクロコントローラは、PCB 回路上に実
装された後にシリアルプログラミングすることができ
ます。これは、2本のラインをクロックとデータに、
3本のラインをパワー、接地およびプログラミング電
圧に使用することで簡単に実現できます。これによ
り、ユーザプログラムされていないデバイスを使用し
てボードを生産し、製品の出荷直前にマイクロコント
ローラをプログラムすることができます。また、これ
により最新のファームウェアや特別仕様のファーム
ウェアをプログラムすることができます。

MCLR (VPP) ピンが VIL から VIHH へ立ち上がる間、GP1
と GP0 ピンをローにしておくことでプログラムベリ
ファイモードに入ります（プログラミング仕様参照）。
GP1( クロック）はプログラミングクロックになり、
GP0（データ）はプログラミングデータになります。
GP0 と GP1 はこのモードではシュミットトリガー入力
です。

注注注注意意意意 :::: マイクロチップは窓付きのデバイスには
コードプロテクトを推奨しません。

リセット後、デバイスをプログラミング／ベリファイ
モードにするには、プログラムカウンタ（PC) を 00h
に置きます。その後 6ビットのコマンドがデバイスに
送られます。このコマンドがロード命令であるがリー
ド命令であるか次第で、14 ビットのプログラムデー
タがデバイスへ、または、デバイスから送出されま
す。シリアルプログラムの詳細については、
PIC12CE67X のプログラミング仕様を参照してくださ
い。

図 9図 9図 9図 9----11119:9:9:9: 標標標標準準準準的的的的ななななイイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトシシシシリリリリアアアア
ルルルルププププロロロロググググララララムムムムのののの接接接接続続続続例例例例
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10.0 命令セット概要命令セット概要命令セット概要命令セット概要
PIC12CE67Xの命令はすべて14ビットワードで、命令
の種類を指定するオペコードの部分と、命令の実行方
法を詳細に指定する 1つまたは 2つ以上のオペランド
の部分から成り立っています。表 10-2 では命令セット
の概要を、バイト操作、ビット操作、リテラルと制御
に分類しています。 表 10-2 には OPCODE のフィールド
を示します。

バイト対応命令では、”f”をファイルレジスタのアド
レスの指定、”ｄ”を結果格納先の指定として使用しま
す。 ファイルレジスタのアドレスでは、命令で使用す
るファイルレジスタを指定します。

結果格納先の指定では、命令の実行結果を格納する場
所を指定します。”d”が 0 の場合、、結果は W レジス
タに格納されます。”d”が 1の場合、結果は命令で指
定されたファイルレジスタに格納されます。 

ビット対応命令では、ビット番号の指定”b”を使っ
て、この命令が実行されるビット番号を選択します。
また、ファイルレジスタの指定”ｆ”を使って、その
ビットが置かれているファイルレジスタのアドレスを
指定します。

リテラルと制御命令では、”k”を使って 8 ビットまた
は 11 ビットの定数やリテラルを指定します。

表 10-1：　　オペコードフィールドの説明  

ﾌﾌﾌﾌｨｨｨｨｰﾙﾄﾞｰﾙﾄﾞｰﾙﾄﾞｰﾙﾄﾞ 説説説説明明明明
f ファイルレジスタのアドレス (0x00 to 0x7F)

W ワーキングレジスタ (アキュムレータ )

b 8ビットファイルレジスタのビット番号
k リテラルフィールド、定数データまたはラベル
x 無効ロケーション (=0 または１）

アセンブラは X=0 としてコードを生成。全てのソフ
トウェアツールとの互換性を確保するために X=0 を
推奨します。

d 結果格納先の指定；
　d=0（結果は Wに格納）
　d=1（結果はファイルレジスタ”f”に格納
デフォルトは d=1

label ラベル名
TOS スタックの最上位
PC プログラムカウンタ

PCLAT
H

PCLATHレジスタ

GIE グローバル割り込み可能ビット
WDT ウォッチドックタイマカウンタ
TO タイムアウトビット
PD パワーダウンビット
dest 結果格納先（W レジスタまたはファイルレジスタ）
[  ] オプション

(  ) 内容

→ 割り当て

< > レジスタビットフィールド

∈ セットを表す
italics ユーザ定義用語

命令セット概要は高度な直交性を持っています。また、
3つの基本カテゴリに分類できます。

････ ババババイイイイトトトト操操操操作作作作
････ ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作
････ リリリリテテテテララララルルルルとととと制制制制御御御御

すべての命令は基本的には 1命令サイクルで実行され
ますが、命令を実行した結果、条件付きテストの結果
が真になったり、プログラムカウンタが変化したりす
る命令は、その命令の実行に 2 サイクルかかり、2 サ
イクル目は NOP で実行されます。

 1命令サイクルは、4CPUクロック周期で構成されます。

したがって、オシレータ周波数が 4MHz の場合、通常の
命令実行時間は 1μsec になります。命令を実行した
結果、条件付きテストが真になったり、プログラムカ
ウンタが変化した場合は、命令実行時間は、2μ 秒に
なります。

表10-2はMPASMアセンブラで認識された命令を表しま
す。 

図 10-1 に、命令の 3 つの一般的なフォーマットを示し
ます。    

この図の中のすべての例では、次のフォーマットを使
用して 16 進数を表します。

          0xhh

上記の”h”は 16 進数を表します。 

図 1図 1図 1図 10000----1:1:1:1: 命命命命令令令令のののの一一一一般般般般的的的的ななななフフフフォォォォーーーーママママッッッット ト ト ト         

注注注注意意意意 :::: 将来の製品との互換性を保つため、OPTION
およびTRIS命令は使用しないでください。

ババババイイイイトトトト操操操操作作作作ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令
13                          8     7    6                              0

d = 0 ディスティネーションレジスタ W

OPCODE            d              f (FILE #)

d = 1 ディスティネーションレジスタ f
f  = 7ビットのファイルレジスタアドレス

ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令
13                         10  9        7   6                       0

OPCODE          b (BIT #)        f (FILE #)

b = 3ビットのビット番号
f  = 7ビットのファイルレジスタアドレス

リリリリテテテテララララルルルルとととと制制制制御御御御命命命命令令令令

13                                  8    7                             0

OPCODE                              k (literal)

k  = 8ビットのリテラル

13                 11    10                                          0

OPCODE                        k (literal)

k  = 11ビットのリテラル

一般

CALL と GOTO 命令
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11110.0.0.0.1111 特特特特別別別別機機機機能能能能レレレレジジジジススススタタタタををををソソソソーーーーススススやややや結結結結果果果果格格格格納納納納先先先先
ににににししししたたたた場場場場合合合合

 PIC12CE67X の直交的な命令セットを使用すると、特
別機能レジスタを含むすべてのファイルレジスタの
リードとライトを行うことができます。 それに関して
注意事項があります。

10.1.1 STATUS を結果格納先にした場合 

命令が STATUS にライトすると、Z、 C 、DC ビットが命
令の結果によりセット、または、クリアされて元のデー
タのビットが上書きされます。例えば  CLRF STATUS
を実行するとレジスタ STATUS がクリア後、Z ビット
がセットされて、  0000 0100b となります。。

10.1.2 TRIS を結果格納先にした場合 

GP3 は入力のみのピンなので、TRIS レジスタのビット
3は常に”1”としてリードされます。この結果、TRIS
レジスタのリード･モディファイ･ライト操作に影響す
る場合があります。

10.1.3 PCL ソースまたは結果格納先にした場合

PCL 上のリード、ライト、リード･モディファイ･ライ
トは、次のような結果になります。

リード PC: PCL → dest

ライト PCL: PCLATH → PCH;
8 ビットの値 → PCL

リード･モディファイ･ライト :

PCL → ALU オペランド
PCLATH → PCH;
8 ビット結果 →  PCL

 PCH = プログラムカウンタの上位バイト ( アドレス
可能なレジスタではない ), PCLATH = プログラムカウ
ンタ上位バイトラッチ , dest = 結果格納先 WREG、ま
たは、f

10.1.4 ビット操作

すべてのビット操作命令を行うには、まず、レジスタ
全体をリードし、指定されたビットを操作して結果を
書き戻します（リード･モディファイ･ライト）。ポート
などの特殊機能レジスタを操作するとき、ユーザはそ
の点に注意する必要があります。
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表 1表 1表 1表 10000----1111:::: 命命命命令令令令セセセセッッッットトトト概概概概要要要要

ニニニニーーーーモモモモニニニニッッッックククク
オオオオペペペペラララランンンンドドドド

説説説説明明明明 ササササイクイクイクイクルルルル 14 ビビビビッッッットトトトのののの Opcode 影影影影響響響響さささされれれれるるるる
スススステテテテーーーータタタタスススス

注注注注意意意意

MSb LSb

ババババイイイイトトトト操操操操作作作作ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令

ADDWF
ANDWF
CLRF
CLRW
COMF
DECF
DECFSZ
INCF
INCFSZ
IORWF
MOVF
MOVWF
NOP
RLF
RRF
SUBWF
SWAPF
XORWF

f, d
f, d
f
-
f, d
f, d
f, d
f, d
f, d
f, d
f, d
f
-
f, d
f, d
f, d
f, d
f, d

Add W and f
AND W with f
Clear f
Clear W
Complement f
Decrement f
Decrement f, Skip if 0
Increment f
Increment f, Skip if 0
Inclusive OR W with f
Move f
Move W to f
No Operation
Rotate Left f through Carry
Rotate Right f through Carry
Subtract W from f
Swap nibbles in f
Exclusive OR W with f

1
1
1
1
1
1

1(2)
1

1(2)
1
1
1
1
1
1
1
1
1

00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00

0111
0101
0001
0001
1001
0011
1011
1010
1111
0100
1000
0000
0000
1101
1100
0010
1110
0110

dfff
dfff
lfff
0xxx
dfff
dfff
dfff
dfff
dfff
dfff
dfff
lfff
0xx0
dfff
dfff
dfff
dfff
dfff

ffff
ffff
ffff
xxxx
ffff
ffff
ffff
ffff
ffff
ffff
ffff
ffff
0000
ffff
ffff
ffff
ffff
ffff

C,DC,Z
Z
Z
Z
Z
Z

Z

Z
Z

C
C
C,DC,Z

Z

1,2
1,2
2

1,2
1,2
1,2,3
1,2
1,2,3
1,2
1,2

1,2
1,2
1,2
1,2
1,2

ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令

BCF
BSF
BTFSC
BTFSS

f, b
f, b
f, b
f, b

Bit Clear f
Bit Set f
Bit Test f, Skip if Clear
Bit Test f, Skip if Set

1
1

1 (2)
1 (2)

01
01
01
01

00bb
01bb
10bb
11bb

bfff
bfff
bfff-
bfff

ffff
ffff
ffff
ffff

1,2
1,2
3
3

リリリリテテテテララララルルルルとととと制制制制御御御御命命命命令令令令

ADDLW
ANDLW
CALL
CLRWDT
GOTO
IORLW
MOVLW
RETFIE
RETLW
RETURN
SLEEP
SUBLW
XORLW

k
k
k
-
k
k
k
-
k
-
-
k
k

Add literal and W
AND literal with W
Call subroutine
Clear Watchdog Timer
Go to address
Inclusive OR literal with W
Move literal to W
Return from interrupt
Return with literal in W 
Return from Subroutine
Go into standby mode
Subtract W from literal
Exclusive OR literal with W

1
1
2
1
2
1
1
2
2
2
1
1
1

11
11
10
00
10
11
11
00
11
00
00
11
11

111x
1001
0kkk
0000
1kkk
1000
00xx
0000
01xx
0000
0000
110x
1010

kkkk
kkkk
kkkk
0110
kkkk
kkkk
kkkk
0000
kkkk
0000
0110
kkkk
kkkk

kkkk
kkkk
kkkk
0100
kkkk
kkkk
kkkk
1001
kkkk
1000
0011
kkkk
kkkk

C,DC,Z
Z

TO,PD

Z

TO,PD
C,DC,Z
Z

注意 1: I/O レジスタからその同じ I/O レジスタに変更／リード（たとえば、MOVF PORTB，1) を行うと、その I/O ピンの電圧レ
ベルがリードされます。たとえば、その I/O ピンが入力と構成されていて、データラッチが”1”、ピンが外部デバイス
からのドライブでになっている場合、データラッチは”0”になります。 

2: この命令を TMRO レジスタに対して実行すると（さらに、ｄの指定が可能な場合に d=1 が指定されていると）、プリス
ケーラがクリアされます（プリスケーラが Timer() モジュールに割り当てられている場合）。

3: プログラムカウンタ (PC)が変更、または条件テストが真のとき、命令には 2 サイクルが必要になります。2番目のサイク
ルは NOPで実行されます。
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10.2 命命命命令令令令のののの詳詳詳詳細細細細 

ADDLW Add Literal and W

Syntax: [ label ]  ADDLW     k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (W) + k → (W)

Status 
Affected:

C, DC, Z

Encoding: 11 111x kkkk kkkk

Description:  W レジスタの内容を 8ビットのリテ
ラル”k”に加えます。結果を Wレジ
スタに書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Example ADDL
W

0x15

命令実行前
W = 0x10

命令実行後
W = 0x25

ADDWF Add W and f

Syntax: [ label ]  ADDWF     f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (W) + (f) → (dest)

Status 
Affected:

C, DC, Z

Encoding: 00 0111 dfff ffff

Description: W レジスタの内容を“f”レジスタに
加えます。この結果を d=0 であれば W
レジスタに、d=1 であればレジスタ
“f”に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example ADDW
F

FSR, 0

命令実行前
W = 0x17
FSR = 0xC2

命令実行後
W = 0xD9
FSR = 0xC2

ANDLW And Literal with W

Syntax: [ label ]  ANDLW     k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (W) .AND. (k) → (W)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 11 1001 kkkk kkkk

Description: W レジスタの内容と 8ビットリテラル
“ｋ”の AND を行います。結果を W 
レジスタに書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Example ANDL
W

0x5F

命令実行前
W = 0xA3

命令実行後
W = 0x03

ANDWF AND W with f

Syntax: [ label ]  ANDWF     f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (W) .AND. (f) → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0101 dfff ffff

Description: W レジスタとレジスタ“f”の AND を
行います。 この結果を d=0 であれば W
レジスタに、d=1 であればレジスタ
“f”に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example ANDW
F

FSR, 1

命令実行前
 W = 0x17
FSR = 0xC2

命令実行後
W = 0x17
FSR = 0x02
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BCF Bit Clear f

Syntax: [ label ] BCF     f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
0 ≤ b ≤ 7

Operation: 0 → (f<b>)

Status 
Affected:

None

Encoding: 01 00bb bfff ffff

Description: レジスタ“f”のビット“b”をクリ
アします。

Words: 1

Cycles: 1

Example BCF FLAG_REG, 7

命令実行前
FLAG_REG = 0xC7

命令実行後
FLAG_REG = 0x47

BSF Bit Set f

Syntax: [ label ] BSF    f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
0 ≤ b ≤ 7

Operation: 1 → (f<b>)

Status 
Affected:

None

Encoding: 01 01bb bfff ffff

Description: レジスタ“f”のビット“ｂ”をセッ
トします。

Words: 1

Cycles: 1

Example BSF FLAG_REG,   7

命令実行前
FLAG_REG = 0x0A

命令実行後
FLAG_REG = 0x8A

BTFSC Bit Test, Skip if Clear

Syntax: [ label ] BTFSC   f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
0 ≤ b ≤ 7

Operation: skip if (f<b>) = 0

Status 
Affected:

None

Encoding:  01 10bb bfff ffff

Description: レジスタ“f”のビット“b”が 0の場
合、次の命令をスキップします。
ビット“b”が 0の場合は、現在の命令
を実行中にフェッチされた次の命令を
廃棄して、代わりに 2 サイクルの命令
にするために NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Example HERE
FALSE
TRUE

BTFSC
GOTO
•
•
•

FLAG,1
PROCESS_CODE

命令実行前
PC = address HERE

命令実行後
if FLAG<1> = 0,
PC =         address TRUE
if FLAG<1>=1,
PC =         address  FALSE
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BTFSS Bit Test f, Skip if Set

Syntax: [ label ] BTFSS   f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
0 ≤ b < 7

Operation: skip if (f<b>) = 1

Status 
Affected:

None

Encoding: 01 11bb bfff ffff

Description: レジスタ“f”のビット“b”が 0 の場
合、次の命令をスキップします。
ビット“b”が 0 の場合は、現在の命令
を実行中にフェッチされた次の命令を
廃棄して、代わりに 2サイクルの命令
にするために NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Example HERE
FALSE
TRUE

BTFSS
GOTO
•
•
•

FLAG,1
PROCESS_CODE

命令実行前
PC = address HERE

命令実行後
if FLAG<1> = 0,
PC =         address  FALSE
if FLAG<1> = 1,
PC =         address  TRUE

CALL Call Subroutine

Syntax: [ label ]   CALL   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 2047

Operation: (PC)+ 1→ TOS,
k → PC<10:0>,
(PCLATH<4:3>) → PC<12:11>

Status 
Affected:

None

Encoding: 10 0kkk kkkk kkkk

Description: サブルーチンコール。まずリターンア
ドレス (PC+1) をスタックにプッシュ
して、11ビットの即値アドレスを PC
のビット <10:0> にロードします。そ
の後、PCの上位ビットを PCLATH から
ロードします。CALL は 2 サイクルの
命令です。

Words: 1

Cycles: 2

Example HERE CALL  THERE

命令実行前
PC =   Address  HERE

命令実行後
PC =   Address THERE
TOS =   Address HERE+1

CLRF Clear f

Syntax: [ label ]  CLRF    f

Operands: 0 ≤ f ≤ 127

Operation: 00h → (f)
1 → Z

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0001 1fff ffff

Description: レジスタ“f”の内容をクリアして、
Zビットをセットします。

Words: 1

Cycles: 1

Example CLRF FLAG_REG

命令実行前
FLAG_REG = 0x5A

命令実行後
FLAG_REG = 0x00
Z = 1

CLRW Clear W

Syntax: [ label ]   CLRW

Operands: None

Operation: 00h → (W)
1 → Z

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0001 0xxx xxxx

Description: W レジスタをクリアして、Zero ビッ
ト (Z) をセットします。

Words: 1

Cycles: 1

Example CLRW

命令実行前
W = 0x5A

命令実行後
W = 0x00
Z = 1
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CLRWDT Clear Watchdog Timer

Syntax: [ label ]   CLRWDT

Operands: None

Operation: 00h → WDT
0 → WDT prescaler,
1 → TO
1 → PD

Status 
Affected:

TO, PD

Encoding: 00 0000 0110 0100

Description: CLRWDT 命令は Watchdog Timer を
リセットします。また、WDT のプリス
ケーラをリセットし、ステータス
ビット  TO と PD をセットします。

Words: 1

Cycles: 1

Example CLRWDT

命令実行前
WDT counter = ?

命令実行後
WDT counter = 0x00
WDT prescaler= 0
TO = 1
PD = 1

COMF Complement f

Syntax: [ label ]   COMF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 1001 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の内容の補数をとりま
す。この結果を、d=0 であれば W レジ
スタに、d=1 であればレジスタ”f”
に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example COMF REG1,0

命令実行前
REG1 = 0x13

命令実行後
REG1 = 0x13
W = 0xEC

DECF Decrement f

Syntax: [ label ]   DECF  f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) - 1 → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0011 dfff ffff

Description: レジスタ“f”をデクリメントしま
す。その結果を、d=0 であれば Wレジ
スタに、d=1 であればレジスタ“f”
に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example DECF    CNT, 1

命令実行前
CNT = 0x01
Z = 0

命令実行後
CNT = 0x00
Z = 1

DECFSZ Decrement f, Skip if 0

Syntax: [ label ]   DECFSZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) - 1 → (dest);     skip if 
result = 0

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 1011 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の内容をデクリメントし
ます。その結果を、d=0 であればレジス
タ“f”に書き戻します。
結果が 0の場合は、すでにフェッチされ
ている次の命令を廃棄します。代わりに
NOP 命令を実行して、2サイクルの命令
にします。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Example HERE     DECFSZ   CNT, 1
         GOTO     LOOP
CONTINUE •
         •
         •

命令実行前
PC = address HERE

命令実行後
CNT = CNT - 1
if CNT = 0,
PC = address CONTINUE
if CNT ≠ 0,
PC = address HERE+1
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GOTO Unconditional Branch

Syntax: [ label ]    GOTO   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 2047

Operation: k → PC<10:0>
PCLATH<4:3> → PC<12:11>

Status 
Affected:

None

Encoding: 10 1kkk kkkk kkkk

Description: GOTOは無条件の分岐命令です。11
ビットの即値アドレスをPCのビット  
<10:0> にロードします。PC の上位
ビットを PCLATH<4:3> からロードし
ます。 GOTO は 2 サイクルの命令で
す。

Words: 1

Cycles: 2

Example GOTO THERE

命令実行後
PC = Address THERE

INCF Increment f

Syntax: [ label ]    INCF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) + 1 → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 1010 dfff ffff

Description: レジスタ“f”をインクリメントしま
す。その結果を d=0 であれば W レジ
スタに d=1 であればレジスタ“f”に
書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example INCF CNT, 1

命令実行前
CNT = 0xFF
Z = 0

命令実行後
CNT = 0x00
Z = 1

INCFSZ Increment f, Skip if 0

Syntax: [ label ]    INCFSZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) + 1 → (dest), skip if 
result = 0

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 1111 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の内容をインクリメン
トします。その結果を、d=0 であれば
Wレジスタに、d=1 であればレジス
タ”f”に書き戻します。
結果が 0の場合は、既にフェッチさ
れている次の命令を廃棄、代わりに
NOP 命令を実行して、2 サイクルの命
令にします。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Example HERE     INCFSZ     CNT,  1
         GOTO      LOOP
CONTINUE •
         •
         •

命令実行前
PC = address HERE

命令実行後
CNT = CNT + 1
if CNT= 0,
PC = address CONTINUE
if CNT≠ 0,
PC = address HERE +1

IORLW Inclusive OR Literal with W

Syntax: [ label ]    IORLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (W) .OR. k → (W)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 11 1000 kkkk kkkk

Description: W レジスタの内容と 8ビットのリテラ
ル“ｋ”の OR を行います。この結果
を Wレジスタに書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example IORL
W

0x35

命令実行前
W = 0x9A

命令実行後
W=0xBF

Z = 1
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IORWF Inclusive OR W with f

Syntax: [ label ]    IORWF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (W) .OR. (f) → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0100 dfff ffff

Description: W レジスタとレジスタ“f”の OR を
行います。この結果を、d=0 であれば
Wレジスタに、d=1 であればレジスタ
“f”に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example IORWF RESULT, 0

命令実行前
RESULT = 0x13
W = 0x91

命令実行後
RESULT = 0x13
W = 0x93
Z = 1

MOVLW Move Literal to W

Syntax: [ label ]    MOVLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k → (W)

Status 
Affected:

None

Encoding: 11 00xx kkkk kkkk

Description: 8 ビットのリテラル“ｋ”を Wレジス
タにロードします。
無効なものは 0とします。

Words: 1

Cycles: 1

Example MOVL
W

0x5A

命令実行後
W = 0x5A

MOVF Move f

Syntax: [ label ]    MOVF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 1000 dfff ffff

Description: レジスタｆの内容をｄの状態に従
属するディスティネーションに移動
します。d=0 であればディスティネー
ションは W レジスタです。d=1 であれ
ばディスティネーションはファイル
レジスタ“f”です。d=1 は、ステー
タスフラグ Zが変化するので、ファ
イルレジスタのテストに便利です。

Words: 1

Cycles: 1

Example MOVF FSR, 0

命令実行後
W = value in FSR register
Z = 1

MOVWF Move W to f

Syntax: [ label ]    MOVWF     f

Operands: 0 ≤ f ≤ 127

Operation: (W) → (f)

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 1fff ffff

Description: W レジスタからレジスタ“f”にデー
タを移動します。

Words: 1

Cycles: 1

Example MOV
WF

OPTION

命令実行前
OPTION = 0xFF
W = 0x4F

命令実行後
OPTION = 0x4F
W = 0x4F
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NOP No Operation

Syntax: [ label ]    NOP

Operands: None

Operation: No operation

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 0xx0 0000

Description: 何の操作も行いません。

Words: 1

Cycles: 1

Example NOP

OPTION Load Option Register

Syntax: [ label ]    OPTION
Operands: None

Operation: (W) → OPTION

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 0110 0010

Description: W レジスタの内容を OPTION レジスタ
にロードします。この命令は
PIC16C5X 製品とのコード互換性のた
めにサポートされます。OPTION は
リード、ライトが可能なので、ユーザ
は、直接アドレスすることができま
す。

Words: 1

Cycles: 1

Example
将将将将来来来来のののの PPPPIIIIC1C1C1C12222CCCC66667777XXXX ととととのののの互互互互換換換換性性性性をををを保保保保つつつつ
たたたためめめめ、、、、ここここのののの命命命命令令令令はははは使使使使用用用用ししししなななないいいいでででで下下下下ささささ
いいいい。。。。

RETFIE Return from Interrupt

Syntax: [ label ]    RETFIE

Operands: None

Operation: TOS → PC,
1 → GIE

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 0000 1001

Description: 割り込みから復帰します。スタック
がポップされ、スタックの最上位
(TOS) が PC にロードされています。
割り込みは、グローバル割込み可能
ビット GIE (INTCON<7>) をセットす
ることで可能になります。これは 2
サイクルの命令です。 

Words: 1

Cycles: 2

Example RETFIE

割り込み実行後
PC = TOS
GIE = 1

RETLW Return with Literal in W

Syntax: [ label ]    RETLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k → (W); 
TOS → PC

Status 
Affected:

None

Encoding: 11 01xx kkkk kkkk

Description: 8 ビットのリテラル“k”を W レジス
タにロードして、スタックの最上位
（リターンアドレス）をプログラムカ
ウンタへロードします。これは 2 サ
イクルの命令です。

Words: 1

Cycles: 2

Example

TABLE

CALL TABLE ;W contains table
            ;offset value
•             ;W now has table value
•
•
ADDWF PC    ;W = offset
RETLW k1    ;Begin table
RETLW k2    ;
•
•
•
RETLW kn    ; End of table

命令実行前
W = 0x07

命令実行後
W = value of k8



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 71

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能）を参照して下さい。

PIC12CE67X

RETURN Return from Subroutine

Syntax: [ label ]    RETURN

Operands: None

Operation: TOS → PC

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 0000 1000

Description: サブルーチンから戻ります。スタッ
クが POP され、スタックの最上位
（TOS) がプログラムカウンタにロード
されます。これは 2サイクルの命令
です。

Words: 1

Cycles: 2

Example RETURN

割り込み実行後
PC = TOS

RLF Rotate Left f through Carry

Syntax: [ 
label 
]

RLF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: 下記の説明を参照して下さい。

Status Affected: C

Encoding: 00 1101 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の内容をキャリーフラ
グにより 1 ビット左に回転します。
この結果を、d=0 であれば W レジスタ
に、d=1 であればレジスタ“f”に書
き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example RLF REG1,0

命令実行前
REG1 = 1110 0110
C = 0

命令実行後
REG1 = 1110 0110
W = 1100 1100
C = 1

Register fC

RRF Rotate Right f through Carry

Syntax: [ label ]    RRF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: 下記の説明を参照して下さい。

Status 
Affected:

C

Encoding: 00 1100 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の内容をキャリーフラ
グにより 1 ビット右に回転します。
この結果を、ｄ=0 であれば Wレジス
タに、d=1 であればレジスタ“f”に
書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example RRF REG1,0

命令実行前
REG1 = 1110 0110
C = 0

命令実行後
               REG1=1110 0110

W = 0111 0011
C = 0

SLEEP

Syntax: [ label 
]

SLEEP

Operands: None

Operation: 00h → WDT,
0 → WDT prescaler,
1 → TO,
0 → PD

Status Affected: TO, PD

Encoding: 00 0000 0110 0011

Description: パワーダウンステータスビット、PD 
をクリアします。タイムアウトス
テータスビット TO をセットしま
す。 Watchdog Timer とプリスケー
ラをクリアします。
オシレータを停止して、プロセッサ
はスリープモードに入ります。

Words: 1

Cycles: 1

Example: SLEEP

Register fC
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SUBLW Subtract W from Literal

Syntax: [ label 
]

SUBLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k - (W) → (W)

Status 
Affected:

C, DC, Z

Encoding: 11 110x kkkk kkkk

Description: 8 ビットリテラル“k”から Wレジスタ
の内容を引きます。(2 の補数法）この
結果を Wレジスタに書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Example 1: SUBL
W

0x02

命令実行前
W = 1
C = ?

命令実行後
W = 1
C = 1; result is posi-
tive

Example 2: 命令実行前
W = 2
C = ?

命令実行後
W = 0
C = 1;  result is zero

Example 3: 命令実行前
W = 3
C = ?

命令実行後
W = 0xFF
C = 0; result is nega-
tive

SUBWF Subtract W from f

Syntax: [ label 
]

SUBWF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f) - (W) → (dest)

Status 
Affected:

C, DC, Z

Encoding: 00 0010 dfff ffff

Description: レジスタ“f”から W レジスタの内容を
引きます（2の補数法）。この結果を d=0
であれば W レジスタに、d=1 であれば
“f”に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example 1: SUBWF REG1,1

命令実行前
REG1 = 3
W = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = 1
W = 2
C = 1; result is positive

Example 2: 命令実行前
REG1 = 2
W = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = 0
W = 2
C = 1; result is zero

Example 3: 命令実行前
REG1 = 1
W = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = 0xFF
W = 2
C = 0; result is negative



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 73

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能）を参照して下さい。

PIC12CE67X

SWAPF Swap Nibbles in f

Syntax: [ 
label 
] 

SWAPF  f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (f<3:0>) → (dest<7:4>),
(f<7:4>) → (dest<3:0>)

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 1110 dfff ffff

Description: レジスタ“f”の上位ニブルビットと
下位ニブルビットを入れ替えます。
その結果を、d=0 であれば W レジスタ
に、d=1 であればレジスタ“f”に書
き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Example SWAP
F

REG, 0

命令実行前
REG1 = 0xA5

命令実行後
REG1 = 0xA5
W = 0x5A

TRIS Load TRIS Register

Syntax: [ label 
] 

TRIS f

Operands: 5 ≤ f ≤ 7

Operation: (W) → TRIS register f;

Status 
Affected:

None

Encoding: 00 0000 0110 0fff

Description: この命令は、PIC16C5X 製品とのコー
ドの互換性をサポートします。TRIS
レジスタはリードおよびライトが可能
なので、ユーザは直接アドレスするこ
とができます。

Words: 1

Cycles: 1

Example
将将将将来来来来のののの PPPPIIIICCCC12121212CCCC67676767XXXX 製製製製品品品品ととととのののの互互互互換換換換性性性性をををを
保保保保つつつつたたたためめめめ、、、、ここここのののの命命命命令令令令はははは使使使使用用用用ししししなななないいいいでででで
下下下下ささささいいいい。。。。

XORLW Exclusive OR Literal with W

Syntax: [ label 
]

XORLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (W) .XOR. k → (W)

Status Affected: Z

Encoding: 11 1010 kkkk kkkk

Description: W レジスタの内容と８ビットリテラ
ル“k”の XOR を取り、結果を Wレ
ジスタに書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Example: XORL
W

0xAF

命令実行前
W = 0xB5

命令実行後
W = 0x1A

XORWF Exclusive OR W with f

Syntax: [ 
label 
]

XORWF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
d ∈ [0,1]

Operation: (W) .XOR. (f) → (dest)

Status 
Affected:

Z

Encoding: 00 0110 dfff ffff

Description: W レジスタの内容とレジスタ“f”の
XOR を行います。その結果を、d=0 で
あれば W レジスタに、d=1 であればレ
ジスタ“f”に書き戻します。

Words: 1

Cycles: 1

Example XORW
F

REG 1

命令実行前
REG = 0xAF
W = 0xB5

命令実行後
REG = 0x1A
W = 0xB5
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11111111....0000 開発サポート開発サポート開発サポート開発サポート

11111111.1.1.1.1 開開開開発発発発ツツツツーーーールルルル

PICmicrο マイクロソフトコントローラは、以下の
ハードウェアおよびソフトウェアの開発ツールにより
サポートされています。

･ PICMASTER/PICMASTER CE リアルタイムインサー
キットエミュレータ

･ ICEPIC PIC16C5X および PIC16CXXX 用低価格イン
サーキットエミュレータ

･ PRO MATE II ユニバーサルプログラマ
･ PICSTART Plus 入門者向け試作用プログラマ
･ PICDEM-1 低価格デモンストレーションボード
･ PICDEM-2 低価格デモンストレーションボード
･ PICDEM-3 低価格デモンストレーションボード
･ MPASM アセンブラ
･ MPLAB SIM ソフトウェアシミュレータ
･ MPLAB-C17 (C コンパイラ )
･ ファジーロジック開発システム (fuzzyTECH−MP) 

11111111.2.2.2.2 PPPPIIIICMCMCMCMAAAASSSSTTTTEEEERRRR: M: M: M: MPPPPLLLLAAAAB IB IB IB IDDDDEEEE とととと高高高高性性性性能能能能ユユユユニニニニ
ババババーーーーササササルルルルイイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトエエエエミミミミュュュュレレレレーーーータタタタ

 PICMASTERユニバーサルインサーキットエミュレータ
は、PIC14C000、PIC12CXXX、PIC16C5X、 PIC16CXXX お
よび PIC17CXX ファミリーすべてのマイクロコント
ローラをサポートします。 PICMASTER は、 MPLABでサ
ポートされているので、編集、アセンブル／コンパイ
ルとダウンロード、ソースデバックが同一環境上で可
能となります。

ターゲットプローブが交換可能なので、エミュレー
ションするプロセッサが変更となったときでもシステ
ムを簡単に再構成することができます。PICMASTER の
ユニバーサルなアーキテクチャにより、すべての
Microchip 社のマイクロコントローラの新製品をサ
ポートすることができるように作られています。

 PICMASTER エミュレータシステムは、一般的にはもっ
と高価な開発ツールに見られる最新の機能を備えたリ
アルタイムのエミュレーションシステムです。  PC と
互換性のある 386（以上の）DOS/V マシンプラット
フォームおよびMicrosoft社のWindows 3.xで動作し
ます。

PICMASTER には CE 準拠バージョンがあり、EU 諸国での
利用が可能です。

11111111....3333 IIIICCCCEEEEPPPPIIIICCCC 低低低低価価価価格格格格    PPPPIIIICCCCmmmmiiiiccccrrrroooo
イイイインンンンササササーーーーキキキキッッッットトトトエエエエミミミミュュュュレレレレーーーータタタタ

ICEPIC は Microchip社の PIC12CXXX、 PIC16C5Xおよび
PIC16CXXX ファミリーの8ビット OTP マイクロコント
ローラ用の低価格インサーキットエミュレータです。 

ICEPIC は、 286-AT マシンから Pentium 搭載のマシン
まで、Windows 3.x 環境の PC に互換性のあるマシンで
操作できるように設計されています。

11111111....4444 PPPPRRRRO MO MO MO MAAAATTTTE IE IE IE II: I: I: I: ユユユユニニニニババババーーーーササササルルルルププププロロロロググググララララママママ

PRO MATE II ユニバーサルプログラマは、PC ホスト
モードとスタンドアロンモードで動作できる完全な機
能を備えたプログラマです。PRO MATE II は CE 準拠で
す。

PRO MATE II には、プログラマブル VDD と VPP の電源が
あり、信頼性を最大にするために、VDD min と VDD max
で、プログラムされたメモリをベリファイすることが
できます。また、エラーメッセージを表示する LCD ディ
スプレイ、コマンドを入力するキー、いろいろなパッ
ケージタイプをサポートする取り外し可能なソケット
モジュールがあります。スタンドアロンモードでは、
PRO MATE II は、PIC12CXXX、PIC14C000、 PIC16C5X、
PIC16CXXX、  PIC17CXXX をリード、ベリファイ、プログ
ラムすることができます。さらに、このモードでコン
フィグレーションとコードプロテクトのビットを設定
することができます。 

11111111....5555 PPPPICICICICSSSSTATATATARRRRT PT PT PT Pllllus us us us 入入入入門門門門者者者者向向向向けけけけ開開開開発発発発シシシシスススステテテテムムムム    

PICSTARTプログラマは使いやすく低価格のプロトタイ
ププログラマで、COM (RS-232) ポート経由で PC に接
続します。MPLAB 統合開発環境ソフトウェアにより、
プログラマは、簡単かつ効率的にプログラマを使用で
きます。 PICSTART Plus は量産時のプログラミングに
はお勧めできません。

PICSTART Plusは40ピン以下のPIC12CXXX、 PIC14C000、
PIC16C5X、 PIC16CXXX、 PIC17CXX のすべてをサポート
します。PIC16C923、PIC16C924、PIC17C756 などのピ
ン数の多いデバイスには、アダプタソケットで対応が
できます。 PICSTART Plus は CE 準拠になっています。
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11111.1.1.1.6666 PPPPIIIICCCCDEDEDEDEMMMM----1 1 1 1 低低低低価価価価格格格格    PPPPIIIICCCCmmmmiiiiccccrrrro o o o デデデデモモモモンンンンスススストトトト
レレレレーーーーシシシショョョョンンンンボボボボーーーードドドド

PICDEM-1 は、マイクロコントローラのいくつかの機能
をデモする簡単なボードです。サポートしているマイ
ク ロ コ ン ト ロ ー ラ は、PIC16C5X(PIC16C54、
PIC16C58A)PIC16C61、PIC16C62X、PIC16C71、 PIC16C8X、
PIC17C42、 PIC17C43 および PIC17C44 です。 基本的な
デモプログラムを動かすために必要なハードウェアと
ソフトウェアは、すべて含まれています。PRO MATE II
または、PICSTART-Plus プログラマを使用して、
PICDEM-1 付属のサンプルマイクロコントローラをプ
ログラムすることができ、簡単にファームウェアを
テストできます。また、PICDEM-1 ボードをPICMASTER
エミュレータに接続して、ファームウェアをエミュ
レータにダウンロードしてテストすることができま
す。さらに、プロトタイプエリアがあるので、いく
つかハードウェアを追加したりマイクロコントロー
ラソケットに接続することができます。いくつかの
機能には RS-232 インターフェース、アナログ入力をテ
ストするためのポテンショメータ、プッシュボタンス
イッチ、PORTBに接続された8個のLEDなどがあります。

11111.1.1.1.7777 PPPPIIIICCCCDEDEDEDEMMMM----2 2 2 2 低低低低価価価価格格格格    PPPPIIIICCCC11116666CCCCXXXXXXXX デデデデモモモモンンンンスススストトトト
レレレレーーーーシシシショョョョンンンンボボボボーーーードドドド

PICDEM-2は、PIC16C62,PIC16C64, PIC16C65, PIC16C73,
PIC16C74マイクロコントローラに対応する簡単なデモ
ンストレーションボードです。基本的なデモンスト
レーションをプログラムを動かすために必要なハード
ウェアとソフトウェアは、すべて含まれています。
PRO MATE II プログラマまたは PICSTART-Plus を使
用して PICDEM-2 付属のサンプルマイクロコント
ローラをプログラムすることができ、簡単にファー
ムウェアをテストできます。また、PICMASTER エミュ
レータをPICDEM-2ボードに接続してファームウェアを
テストすることができます。 さらに、プロトタイプエ
リアがあるので、ハードウェアを追加して、マイクロ
コントローラソケットに接続することができます。い
くつかの機能には、RS-232 インターフェース、プッ
シュボタンスイッチ、アナログ入力をテストするため
のポテンショメータ、 I2C バスをテストするためのシ
リアル EEPROM、LCD モジュールとキーパッドを別々に
接続するためのヘッダーがあります。

11111.1.1.1.8888 PPPPIIIICCCCDEDEDEDEMMMM----3 3 3 3 低低低低価価価価格格格格 P P P PIIIICCCC11116C6C6C6CXXXXXXXXX X X X デデデデモモモモンンンンスススストトトト
レレレレーーーーシシシショョョョンンンンボボボボーーーードドドド

The PICDEM-3 は、PLCC パッケージの PIC16C923 と
PIC16C924 に対応する簡単なデモンストレーション
ボードです。また、将来の LCD モジュール付き 44 ピ
ンPLCCパッケージのマイクロコントローラにも対応
する予定です。 基本的なデモンストレーションプロ
グラムを動かすために必要なハードウェアとソフト
ウェアは、すべて含まれています。 PRO MATE II ま
たはアダプタソケットと PICSTART Plus を使用して、
PICDEM-3 ボードと接続してファームウェアをテス
トすることができます。また、 PICMASTER エミュレー
タを PICDEM-3 ボードと接続して、ファームウェアをテ
ストすることができます。さらに、プロトタイプエリ
アがあるので、ハードウェアを追加して、マイクロコ
ントローラソケットに接続することができます。  い
くつかの機能には、RS-232 インターフェース、プッ

シュボタンスイッチ、アナログ入力をテストするため
のポテンションメータ、サーミスタ、外部 LCD モジュー
ルとキーパッドを分けて接続するためのヘッダーがあ
ります。また、 PICDEM-3 ボード上には 4 コモン、12 セ
グメントの LCD パネルが備えられ、時間や温度や曜日
を表示することができます。PICDEM-3 には追加の RS-
232 インターフェースと Windows 3.1 のソフトウェア
があり、PC でデマルチプレクスされた LCD 信号を見れ
ます。簡単なシリアルインターフェースにより、ユー
ザは LCD 信号のハードウェアでのデマルチプレクスを
行うことができます。 

11111111....9999 MMMMPPPPLLLLAAAABBBB    統統統統合合合合開開開開発発発発環環環環境境境境ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアア

MPLAB IDE ソフトウェアは、8ビットマイクロコント
ローラ市場では今まで見られなかった使い易い開発ソ
フトウェアです。 MPLAB は、下記を含む Windows のア
プリケーションです。

･ エディター
･ ３つの動作モード
- エディター
- エミュレータ
- シミュレータ 

･ プロジェクトマネージャ
･ カスタマイズできるツールバーとキーマッピング
･ プロジェクト情報を表示するステータスバー
･ オンラインヘルプ

MPLAB は次のようなことができます。

･ ソースファイルの編集 (アセンブラまたは C)
･ ワンタッチのアセンブル (またはコンパイル ) 
および PICmicro ツールへのダウンロード ( 全プ
ロジェクト情報を自動的に更新する )

･ デバックの使用
- ソースファイル
- リスティングファイル

･ DDE によりダイナミックにデータを転送 ( 今後
OLE に置換予定）

･ 同一 PC 上で、4 ユニットまでのエミュレータが
動作）

MicrochipのシミュレータをMPLABで使用できるので、
一貫したプラットフォーム上で、および、少ない再ト
レーニングで、低価格のシミュレータからフル機能を
備えたエミュレータに簡単に交換することができま
す。

11111111....11110000 アアアアセセセセンンンンブブブブララララ ((((MMMMPPPPAAAASSSSMMMM))))

MPASM ユニバーサルマクロアセンブラは、PC ホストの
シンボリックアセンブラです。PIC12C5XX、 PIC14000、
PIC16C5X、 PIC16CXXX、 PIC17CXX ファミリーを含む全
てのマイクロコントローラシリーズをサポートしてい
ます。

MPASM はフル機能を備えたマクロ機能、条件付きアセ
ンブリ、いくつかのソースとリストのフォーマットを
提供します。サードパーティプログラマを、Microchip
の開発ツール同様にサポートするために、いろいろな
オブジェクトコードフォーマットを生成します。

MPASM によって、Microchip ユニバーサルエミュレータ
システム（PICMASTER）から完全なシンボリックデバッ
グが可能です。
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MPASM は、特殊用途のアプリケーション用ソフトウェ
ア開発を支援するために、次のような機能を有してい
ます。

･ アセンブラのソースコードをすべての Microchip マ
イクロコントローラのオブジェクトコードへ変換

･ マクロアセンブリ可能
･ Microchip エミュレータシステムのシンボリックデ
バッグに必要なすべてのファイル (オブジェクト、 
リスティング、シンボル、特殊 )を制作。

･ 16 進（デフォルト）、10 進、8 進のソースとリスト
フォーマットをサポート

MPASMにはPICmicroのプログラミングをサポートする
高級なディレクティブ言語があります。ディレクティ
ブにより、アセンブルソースコードの開発がより短時
間になり、より保持しやすくなります。 

11111111.1.1.1.11111 ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアシシシシミミミミュュュュレレレレーーーータタタタ ( ( ( (MMMMPLPLPLPLAAAABBBB----SSSSIIIIMMMM))))

MPLAB-SIM ソフトウェアシミュレータにより、 PC ホス
ト環境でのコード開発が可能になります。PIC シリー
ズのマイクロコントローラをインストラクションレベ
ルでシミュレートできます。どの与えられた命題でも、
データ領域の検査や変更、またそのピンのどれにも疑
似外部入力ができます。実行は、シングルステップ、
ブレーク、トレースモードなどで行えます。

MPLAB-SIMは、 MPLAB-CとMPASMを使用してシンボリッ
クデバッギングを完全にサポートします。ソフトウェ
アシミュレータにより、充実したラボラトリでしかで
きなかったようなコードの開発とデバッグを低価格か
つ柔軟に実行できる、優れたマルチプロジェクトの開
発ツールが提供されます。

11111111.1.1.1.12222 C C C C ココココンンンンパパパパイイイイララララ    ((((MMMMPPPPLLLLAAAABBBB----C1C1C1C17777))))

 MPLAB-C コード開発システムは、完全な Cコンパイラ
で、MicrochipマイクロコントローラのPIC17CXXXファ
ミリーの開発環境を統合します。このコンパイラを使
用すると、他のコンパイラより簡単に力強い統合機能
でを利用できます。

ソースレベルのデバッグを簡単にするために、このコ
ンパイラは、MPLAB IDEメモリディスプレイと互換性の
ある記号情報を提供します。

11111111.1.1.1.13333 フフフファァァァジジジジィィィィ論論論論理理理理開開開開発発発発シシシシスススステテテテムムムム ( ( ( (ffffuzuzuzuzzzzzyyyyTTTTEEEECCCCHHHH----
MMMMPPPP))))

fuzzyTECH-MP ファジィ論理開発ツールは 2 つのバー
ジョンで使用可能です。1 つはデザイナーがファジィ
論理システムデザインについての幅広い知識を得るた
めの低価格導入バージョン、MP Explorer で、もう 1
つは、より複雑なシステムを実行するために編集され
た完全バージョン、fuzzyTECH-MP です。 

どちらのバージョンもファジィ論理システム実行と実
践のためのMicrochipﾕs fuzzyLABデモンストレーショ
ンボードです。

11111111....11114444 MMMMPPPP----DDDDrrrriiiivvvveeeeWWWWaaaayyyy      アアアアププププリリリリケケケケーーーーシシシショョョョンンンンココココーーーードドドド
ジジジジェェェェネネネネレレレレーーーータタタタ

MP-DriveWay は、 Windows の利用しやすいアプリケー
ションコードジェネレータです。 MP-DriveWay を使用
して、PICmicro のすべての周辺装置を視覚的に構成で
きます。また、マウスをクリックすると、C言語によっ
てすべて初期化し、機能コードモジュールを生成しま
す。 出力は Microchip ﾕ s MPLAB-C C コンパイラと完全
に互換性があります。生成されたコードは高度なモ
ジュラで、個人のコードと簡単に統合できます。MP-
DriveWay は、次のコードを生成することによって個人
のコードを維持することができます。

11111111....11115555 SSSSEEEEEEEEVVVVAAAALLLL      評評評評価価価価おおおおよよよよびびびびププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググシシシシスススス
テテテテムムムム

The SEEVAL SEEPROM デザイナーキットは、すべての
Microchip 2- ワイヤおよび 3- ワイヤのシリアル
EEPROMs をサポートします。このキットには、Smart
Serials ﾔなどのMicrochip SEEPROM 製品の中の特別な
機能をリード、ライト、消去、プログラムするのに必
要なあらゆるものがあります。 Total Endurance ﾔ
Disk は、分析を交換し、信頼性のある計算を行いま
す。すべてのキットを使用することで、市場への時間
を削減し、最適なシステムが実現できます。

11111111....11116666 KKKKEEEEEEEELLLLOOOOQQQQ      評評評評価価価価おおおおよよよよびびびびププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググツツツツーーーー
ルルルル

KEELOQ 評価およびプログラミングツールは、Microchip
の HCS 安全データ製品をサポートします。 HCS 評価の
キットには、変更コードを示すための LCD ディスプレ
イ、メッセージをデコードするためのデコーダ、トラ
ンスミッターをプログラムテストするためのプログラ
ミングインターフェースがあります。
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PIC12CE67X
12.0 電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 ----PIPIPIPICCCC11112222CCCCEEEE67676767XXXX
絶絶絶絶対対対対最最最最大大大大定定定定格格格格    ｠ ｠ ｠ ｠ 

バイアス下での周囲温度 .............................................................................. ｡ C

保存温度 ...........................................................................................  ｡ C

VSS に対する任意のピンの電圧 (VDD と MCLR を除く ).......................................................V

VSS に対する VDD の電圧 ................................................................................ V

VSS に対する MCLR ピンの電圧 ( 注意 2) ...................................................................V

消費電力の合計 ( 注意 1) ............................................................................. mW

VSS ピンからの最大電流 ............................................................................... mA

VDD ピンへの最大電流 ................................................................................. mA

入力クランプ電流 , IIK (VI < 0 または VI > VDD)........................................................ mA

出力クランプ電流 , IOK (VO < 0 または VO > VDD)........................................................ mA

I/O ピンごとの最大出力シンク電流..................................................................... mA

I/O ピンごとの最大出力ソース電流..................................................................... mA

GPIO ピンを結合した最大シンク電流 .................................................................... mA

GPIO ピンを結合した最大ソース電流 .................................................................... mA

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: 消費電力は次の式で計算できます。 Pdis = VDD x {IDD - Σ IOH} + Σ {(VDD - VOH) x IOH} + Σ(VOl x IOL)。

† 注意 :上記の｢最大定格」を超えるストレスは、デバイスに損傷を与える恐れがあります。これは、ストレスの定
格を示すためだけのもので、上記の値、または、この仕様書に記載された値を超える条件で動作することを示すも
のではありません。継続した期間、最大定格で使用した場合、デバイスの信頼性を損なう恐れがあります。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 80 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

表 1表 1表 1表 12222----1111:::: オオオオシシシシレレレレーーーータタタタののののココココンンンンフフフフィィィィググググレレレレーーーーシシシショョョョンンンンとととと動動動動作作作作周周周周波波波波数数数数にににに関関関関すすすするるるるデデデデババババイイイイスススス規規規規格格格格ののののククククロロロロススススリリリリフフフファァァァ
レレレレンンンンスススス集集集集 (((( 商商商商業業業業用用用用デデデデババババイイイイスススス ))))

O
S

C
P

IC
12

C
E

67
3-

04
P

IC
12

C
E

67
4-

04
P

IC
12

C
E

67
3-

10
P

IC
12

C
E

67
4-

10
P

IC
12

LC
E

67
3-

04
P

IC
12

LC
E

67
4-

04
P

IC
12

C
E

67
3/

JW
P

IC
12

C
E

67
4/

JW

IN
T

R
C

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

4 
M

H
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

7 
m

A
 ty

p.
 a

t 5
.5

V
IP

D
: 

1.
5 

µ A
 ty

p.
 a

t 4
V

F
re

q:
 

4 
M

H
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

2.
5V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

0 
m

A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
IP

D
: 

0.
9 

µ A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
F

re
q:

 
4 

M
H

z 
m

ax
.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

4 
M

H
z 

m
ax

.

E
X

T
R

C

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

4 
M

H
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

7 
m

A
 ty

p.
 a

t 5
.5

V
IP

D
: 

1.
5 

µ A
 ty

p.
 a

t 4
V

F
re

q:
 

4 
M

H
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

2.
5V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

0 
m

A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
IP

D
: 

0.
9 

µ A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
F

re
q:

 
4 

M
H

z 
m

ax
.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

4 
M

H
z 

m
ax

.

X
T

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

 
4 

M
H

z 
m

ax
.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

7 
m

A
 ty

p.
 a

t 5
.5

V
IP

D
: 

1.
5 

µ A
 ty

p.
 a

t 4
V

F
re

q:
 

4 
M

H
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

2.
5V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
2.

0 
m

A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
IP

D
: 

0.
9 

µ A
 ty

p.
 a

t 2
.5

V
F

re
q:

 
4 

M
H

z 
m

ax
.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
5 

m
A

 m
ax

. a
t 5

.5
V

IP
D

: 
21

 µ
A

 m
ax

. a
t 4

V
F

re
q:

 
4 

M
H

z 
m

ax
.

H
S

V
D

D
: 

4.
5V

 to
 5

.5
V

V
D

D
: 

4.
5V

 to
 5

.5
V

D
o 

no
t u

se
 in

 H
S

 m
od

e

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
13

.5
 m

A
 ty

p.
 a

t 5
.5

V
ID

D
: 

30
 m

A
 m

ax
. a

t 5
.5

V
ID

D
: 

30
 m

A
 m

ax
. a

t 5
.5

V

IP
D

: 
1.

5 
µ A

 ty
p.

 a
t 4

.5
V

IP
D

: 
1.

5 
µ A

 ty
p.

 a
t 4

.5
V

IP
D

: 
1.

5 
µ A

 ty
p.

 a
t 4

.5
V

F
re

q:
 

4 
M

H
z 

m
ax

.
F

re
q:

 
10

 M
H

z 
m

ax
.

F
re

q:
 

10
 M

H
z 

m
ax

.

LP

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
52

.5
 µ

A
 ty

p.
 a

t 3
2 

kH
z,

 4
.0

V
IP

D
: 

0.
9 

µ A
 ty

p.
 a

t 4
.0

V
F

re
q:

 
20

0 
kH

z 
m

ax
.

D
o 

no
t u

se
 in

 L
P

 m
od

e

V
D

D
: 

2.
5V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
48

 µ
A

 m
ax

. a
t 3

2 
kH

z,
 2

.5
V

IP
D

: 
5.

0 
µ A

 m
ax

. a
t 2

.5
V

F
re

q:
 

20
0 

kH
z 

m
ax

.

V
D

D
: 

3.
0V

 to
 5

.5
V

ID
D

: 
48

 µ
A

 m
ax

. a
t 3

2 
kH

z,
 2

.5
V

IP
D

: 
5.

0 
µ A

 m
ax

. a
t 2

.5
V

F
re

q:
 

20
0 

kH
z 

m
ax

.

網
掛
け
部
分
は
、
オ
シ
レ
ー
タ
の
選
択
部
分
で
す
。
こ
の
部
分
は
、
機
能
性
に
つ
い
て
テ
ス
ト
し
て
い
ま
す
が
、
最
小
お
よ
び
最
大
の
規
格
に
つ
い
て
は
テ
ス
ト
し
て
い
ま
せ

ん
。
ユ
ー
ザ
は
、
必
要
な
規
格
を
保
証
す
る
デ
バ
イ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 81

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 ) を参照してください。

PIC12CE67X
11112222.1.1.1.1 DDDDC C C C 特特特特性性性性 : : : : PPPPIIIICCCC11112222CCCCE6E6E6E677773333----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 , , , , 工工工工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (5)))))

PPPPIIIICCCC11112222CCCCE6E6E6E677773333----11110 0 0 0 (((( 商商商商業業業業用用用用 , , , , 工工工工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (5)))))
PPPPIIIICCCC11112222CCCCE6E6E6E677774444----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 , , , , 工工工工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (5)))))
PPPPIIIICCCC11112222CCCCE6E6E6E677774444----11110 0 0 0 (((( 商商商商業業業業用用用用 , , , , 工工工工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (5)))))

* これらのパラメータは特性データです。テストはしていません。
｠   "Typ" の列のデータは、特に記述のない場合、 5V、 25 ℃ での特性結果に基づいています。これらのパラ
メータは、設計ガイダンスのためのもので、テストはしていません。

注意 1: これは SLEEP モードで VDD を下げたときに RAM データを失わない最小の値です。
2: この消費電力は、主に動作電圧と周波数によって変化します。 その他に I/O ピンの負荷および変化率、オシ
レータの種類、内部コードの実行パターン、温度などの要素も消費電流に影響を与えます。
動作中の IDD のテスト条件は次のようになります。OSC1 = 外部方形波（レール・トゥ・レール）、I/O ピンは
入力の設定で VDD にプルダウン、MCLR = VDD  WDT オン／オフは明記してある通り。 

3: SLEEP モードでのパワーダウン電流はオシレータの種類による影響を受けません。パワーダウン電流は、 
SLEEP モードを、I/O ピンを入力にして、VDD または VSS に接続して計測します。 

4: EXTRC osc コンフィグレーションには、 Rext の電流は含みません。 Rext の電流は、Ir = VDD/2Rext (mA) と
いう式から概算することができます（Rext の単位は kΩ）。

5: 拡張動作範囲は、このデバイスの Advance Informationです。

DC 特特特特性性性性
標標標標準準準準動動動動作作作作条条条条件件件件 (特特特特にににに指指指指定定定定ののののなななないいいい場場場場合合合合 )
動作温度     0°C  ≤ TA ≤ +70°C (商業用 )

–40°C ≤ TA ≤ +85°C (工業用 )
–40°C ≤ TA ≤ +125°C (拡張 )

パパパパララララ
メメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

特特特特性性性性 記記記記号号号号 Min Typ
†

Ma
x

単単単単位位位位 条条条条件件件件

D001
D001A

電源電圧 VDD V
V

XT, INTRC, EXTRC および LP osc のコン
フィグレーション
HS osc のコンフィグレーション

D002 RAM データ保持
電圧 (注意 1)

VDR V  SLEEP モードの場合

D003 確実なﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄのための
VDDスタート電流

VPOR V 詳細は、パワーオンリセットの項をご覧
ください。

D004 確実なﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄのための
VDDの立ち上がり率

SVDD V/ms 詳細は、パワーオンリセットの項をご覧
ください。

D010

D010A

D013

消費電流 (注意 2)
周辺装置へのリードおよびラ
イト不可能

IDD mA

mA

mA

XTおよび EXTRC osc コンフィグレーショ
ン
(PIC12CE67X-04)
FOSC = 4 MHz, VDD = 5.5V (注 4)
INTRC osc コンフィグレーション
FOSC = 4 MHz, VDD = 5.5V
HS osc コンフィグレーション 
(PIC12CE67X-10)
FOSC = 10 MHz, VDD = 5.5V

D028 モジュール差異電流 mA  
VDD = 5.5V
SCL = 400 kHz

D020
D021
D021A
D021B

パワーダウン電流 (注意 3) IPD µA
µA
µA
µA

VDD = 4.0V, WDT オン , –40°C から +85°C
VDD = 4.0V, WDT オフ , 0°C から +70°C
VDD = 4.0V, WDT オフ , –40°C から +85°C
VDD = 4.0V, WDT オフ , –40°C から 
+125°C

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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11112.2.2.2.2222 DDDDC C C C 特特特特性性性性 :::: PPPPIIIICCCC11112222LCLCLCLCEEEE666677773333----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 ,,,, 工工工工業業業業用用用用 ))))
PPPPIIIICCCC11112222LCLCLCLCEEEE666677774444----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 , , , , 工工工工業業業業用用用用 ))))

DC 特特特特性性性性
標標標標準準準準動動動動作作作作条条条条件件件件 (特特特特にににに指指指指定定定定ののののなななないいいい場場場場合合合合 )
動作温度    0°C  ≤ TA ≤ +70°C (商業用 )

–40°C ≤ TA ≤ +85°C (工業用 )

パパパパララララメメメメーーーー
タタタタ番番番番号号号号

特特特特性性性性 記記記記号号号号 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

D001 電源電圧 VDD V XT, INTRC, EXTRC および LP osc コンフィグ
レーション
(DC - 4 MHz)

D002* RAM データ保持電圧 (
注意 1)

VDR V  SLEEP モードの場合

D003 確実なﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄの
ための VDD のスター
ト電圧

VPOR V 詳細は、パワーオンリセットの項をご覧くだ
さい。

D004* 確実なﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄの
ための VDDの立ち上
がり率

SVDD V/ms 詳細は、パワーオンリセットの項をご覧くだ
さい。

D010

D010B

D010A

消費電流 
(注意 2)

IDD mA

mA

µA

XT, EXTRC osc コンフィグレーション
FOSC = 4 MHZ, VDD = 3.0V (注意 4)
INTRC osc コンフィグレーション
FOSC = 4 MHz, VDD = 3.0V
LP osc コンフィグレーション
FOSC = 32 KHZ, VDD = 3.0V, WDT オフ

D020
D021
D021A

パワーダウン電流 (
注意 3)

IPD µA
µA
µA

VDD = 3.0V、 WDT オン、 –40°C から +85°C
VDD = 3.0V、 WDT オフ、 0°C から +70°C
VDD = 3.0V、 WDT オフ、 –40°C から +85°C

* このパラメータは特性データです。テストはしていません。
†  "Typ"  の列のデータは、特に記述のない場合、 5V、 25 ℃ での特性結果に基づいています。これらのパラ
メータは、設計ガイダンスのためのもので、テストはしていません。

注意 1: これは SLEEP モードで VDD を下げたときに RAM データを失わない最小の値です。
2: この消費電流は、主に動作電圧と周波数によって変化します。 その他に I/O ピンの負荷および変化率、オシ
レータの種類、内部コードの実行パターン、温度などの要素も消費電流に影響を与えます。
動作中の IDD のテスト条件は次のようになります。OSC1 = 外部方形波（レール・トゥ・レール）、I/O ピン
は入力の設定で VDD にプルダウン、MCLR = VDD  WDT オン／オフは明記してある通り。 

3: SLEEP モードでのパワーダウン電流はオシレータの種類による影響を受けません。パワーダウン電流は、 
SLEEP モードのデバイスを、I/O ピンを入力にして、VDD または VSS に接続して計測します。 

4: EXTRC osc コンフィグレーションには、 Rext の電流は含みません。 Rext の電流は、Ir = VDD/2Rext (mA) と
いう式から概算することができます（Rext の単位は kΩ）。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
12.3 DC 特特特特性性性性 : PIC12CE673-04   ( 商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用、、、、拡拡拡拡張張張張 (4))

PIC12CE673-10   (商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用、、、、拡拡拡拡張張張張 (4))
PIC12CE674-04   (商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用、、、、拡拡拡拡張張張張 (4))
PIC12CE674-10   (商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用、、、、拡拡拡拡張張張張 (4))
PIC12LCE673-04 ( 商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用 (4))
PIC12LCE674-04 ( 商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用 (4))

DC 特特特特性性性性

標標標標準準準準動動動動作作作作条条条条件件件件 (特特特特にににに指指指指定定定定ののののなななないいいい場場場場合合合合 )
動作温度     0°C  ≤ TA ≤ +70°C (商業用 )

–40°C ≤ TA ≤ +85°C (工業用 )
–40°C ≤ TA ≤ +125°C (拡張 )

動作電圧 VDDの範囲は、第 12.1 項および第 12 章に記載しています。
パパパパララララメメメメーーーー
タタタタ番番番番号号号号

特特特特性性性性 Sym Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

ロロロローーーーレレレレベベベベルルルル入入入入力力力力電電電電圧圧圧圧
I/O ポート VIL

D030  TTL バッファ V
V

VDD 範囲全体 (5)

4.50 < VDD < 5.5V(5)

D031  シュミットトリガバッファ V VDD 範囲全体 (5)

D032 MCLR, GP2/T0CKI/AN2/INT
( RCモード )

V

D033 OSC1 ( XT, HS および LP) V 注意 1

ハハハハイイイイレレレレベベベベルルルル入入入入力力力力電電電電圧圧圧圧
I/O ポート VIH

D040 TTLバッファ 
V

VDD 範囲全体
4.5 ≤ VDD ≤ 5.5V

V For VDD > 5.5V または VDD < 
4.5V

D040A シュミットトリガバッファ V VDD 範囲全体
D042 MCLR, GP2/T0CKI/AN2/INT V
D042A OSC1 (XT, HS および LP) V 注意 1
D043 OSC1 (EXTRC モード ) V

D070 GPIO 弱 プルダウン電流 IPUR µA VDD = 5V, VPIN = VSS

入入入入力力力力リリリリーーーークククク電電電電流流流流 (注意 2，3)
D060 I/O ポート IIL µA Vss ≤ VPIN ≤ VDD, 入力設定の

ピン
D061 MCLR, RA4/T0CKI µA Vss ≤ VPIN ≤ VDD

D061A OSC1 µA Vss ≤ VPIN ≤ VDD, XT, HSおよ
び LP osc コンフィグレーショ
ン

† "Typ"  の列のデータは、特に記述のない場合、 5V、 25 ℃ での特性結果に基づいています。これらのパラ
メータは、設計ガイダンスのためのもので、テストはしていません。

注意 1: EXTRC オシレータコンフィグレーションでは、OSC1/CLKIN ピンは、シュミットトリガー入力に基づいてい
ます。 PIC12CE67X が RC モードの時、外部クロックでドライブすることはお勧めしません。

2: MCLRピンのリーク電流は、供給電圧レベルにより大きく変化します。指定したレベルは、通常の動作状態
に相当します。リーク電流が高い場合は、異なる入力電圧で計測された可能性があります。 

3: 負の電流は、ピンからの出力と定義されています。
4: 拡張動作範囲は、このデバイスの Advance Informationです。
5: ２つの仕様のうち良いほうを使用することができます。 このとき VILが高電圧で、VIHが低電圧です。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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ロロロローーーーレレレレベベベベルルルル出出出出力力力力電電電電圧圧圧圧
D080 I/O ポート VOL V IOL = 8.5 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +85°C
D080A V IOL = 7.0 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +125°C
D083 OSC2/CLKOUT V IOL = 1.6 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +85°C
D083A V IOL = 1.2 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +125°C

ハハハハイイイイレレレレベベベベルルルル出出出出力力力力電電電電圧圧圧圧
D090 I/O ポート (注意 3) VOH V IOH = -3.0 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +85°C
D090A V IOH = -2.5 mA, VDD = 4.5V,

 –40°C から +125°C
D092 OSC2/CLKOUT V IOH = -1.3 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +85°C
D092A V IOH = -1.0 mA, VDD = 4.5V, 

–40°C から +125°C

出出出出力力力力ピピピピンンンンのののの負負負負荷荷荷荷規規規規格格格格のののの容容容容量量量量
D100 OSC2 ピン COSC2 pF  XT, HS および LP モードで 外

部クロックが OSC1をドライ
ブするために使用されている
とき

D101 全 I/O ピン および OSC2 CIO pF

DC 特特特特性性性性

標標標標準準準準動動動動作作作作条条条条件件件件 (特特特特にににに指指指指定定定定ののののなななないいいい場場場場合合合合 )
動作温度     0°C  ≤ TA ≤ +70°C (商業用 )

–40°C ≤ TA ≤ +85°C (工業用 )
–40°C ≤ TA ≤ +125°C (拡張 )

動作電圧 VDDの範囲は、第 12.1 項および第 12 章に記載しています。
パパパパララララメメメメーーーー
タタタタ番番番番号号号号

特特特特性性性性 Sym Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

† "Typ"  の列のデータは、特に記述のない場合、 5V、 25 ℃ での特性結果に基づいています。これらのパラ
メータは、設計ガイダンスのためのもので、テストはしていません。

注意 1: EXTRC オシレータコンフィグレーションでは、OSC1/CLKIN ピンは、シュミットトリガー入力に基づいてい
ます。 PIC12CE67X が RC モードの時、外部クロックでドライブすることはお勧めしません。

2: MCLRピンのリーク電流は、供給電圧レベルにより大きく変化します。指定したレベルは、通常の動作状態
に相当します。リーク電流が高い場合は、異なる入力電圧で計測された可能性があります。 

3: 負の電流は、ピンからの出力と定義されています。
4: 拡張動作範囲は、このデバイスの Advance Informationです。
5: ２つの仕様のうち良いほうを使用することができます。 このとき VILが高電圧で、VIHが低電圧です。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
12.4 タタタタイイイイミミミミンンンンググググパパパパララララメメメメーーーータタタタのののの記記記記号号号号

タイミングパラメータの記号は、次のフォーマットで次のように作られます。

図 1図 1図 1図 12222----1111:::: 負負負負荷荷荷荷条条条条件件件件

1. TppS2ppS 3. TCC:ST (I2C 仕様のみ )

2. TppS 4. Ts (I2C 仕様のみ )
T

F 周波数 T 時間

小文字の下付き文字 (pp)と意味
pp

cc CCP1 osc OSC1

ck CLKOUT rd RD

cs CS rw RD または WR

di SDI sc SCK

do SDO ss SS

dt データイン t0 T0CKI

io I/O ポート t1 T1CKI

mc MCLR wr WR

大文字の記号と意味
S

F 立ち上がり P 周期

H ハイ R 立ち上がり

I 無効 (ハイインピーダンス ) V 有効

L ロー Z ハイインピーダンス

I2C ののののみみみみ

AA 出力アクセス High ハイ

BUF バス フリー Low ロー

TCC:ST (I2C 仕様 )
CC

HD 保持 SU セットアップ
ST

DAT データ入力保持 STO ストップ条件

STA スタート条件

VDD/2

CL

RL

ピン ピン

VSS VSS

CL

RL = 464Ω

CL = 50 pF OSC2を除くすべてのピン

15 pF OSC2 出力

負荷条件 1 負荷条件 2

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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12.5 タタタタイイイイミミミミンンンンググググ図図図図おおおおよよよよびびびび仕仕仕仕様様様様

図 1図 1図 1図 12222----2222:::: 外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

表 1表 1表 1表 12222----2222:::: ククククロロロロッッッッククククタタタタイイイイミミミミンンンンググググ条条条条件 件 件 件 

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

Fosc 外外外外部部部部 CLKIN 周周周周波波波波数数数数 
(注注注注意意意意 1)

MHz XT および EXTRC osc モード
MHz HS osc モード (PIC12CE67X-04)

MHz HS osc モード (PIC12CE67X-10)

kHz LP osc モード 

オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ周周周周波波波波数数数数 
(注注注注意意意意 1)

MHz EXTRC osc モード 

MHz XT osc モード 

MHz HS osc モード (PIC12CE67X-04)

MHz HS osc モード (PIC12CE67X-10)

kHz LP osc モード
1 Tosc 外外外外部部部部 CLKIN 周周周周期期期期

(注注注注意意意意 1)

ns XT および EXTRC osc モード
ns HS osc モード (PIC12CE67X-04)

ns HS osc モード (PIC12CE67X-10)

µs LP osc モード 

オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ周周周周期期期期
(注注注注意意意意 1)

ns EXTRC osc モード 

ns XT osc モード 

ns HS osc モード (PIC12CE67X-04)

ns HS osc モード (PIC12CE67X-10)

µs LP osc モード
2 TCY 命命命命令令令令ササササイイイイククククルルルル時時時時間間間間 (注注注注意意意意 1) ns TCY = 4/FOSC                             

3 TosL,
TosH

外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククイイイインンンン (OSC1) ハハハハイイイイ
ままままたたたたははははロロロローーーー時時時時間間間間

ns XT オシレータ
µs LP オシレータ
ns HS オシレータ

4 TosR,
TosF

外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククイイイインンンン (OSC1) 立立立立ちちちち
上上上上ががががりりりりままままたたたたはははは立立立立ちちちち下下下下りりりり時時時時間間間間

ns XT オシレータ
ns LP オシレータ
ns HS オシレータ

†  "Typ" の列は、特に指定のない限り、5V、 25°Cでの値です。これらのパラメータは、設計ガイダンスのためのもので、
テストはしていません。

注意 1: 命令サイクル時間 (TCY) は、入力オシレータ周期の４倍になります。規定された値はすべて、コードを実行しているデ
バイスを使用して、標準動作条件下で、オシレータの種類ごとの特性データに基づき決定しました。規定範囲を超えた
場合は、オシレータの範囲が不安定になったり、予想消費電流を上回ることがあります。すべてのデバイスは OSC1/
CLKIN ピンに加える外部クロックの「最小」値で動作テストをします。外部クロック入力を使用するときは、「最大｣サ
イクル時間の上限は、すべてのデバイスで、”DC”（クロックなし）になります。OSC2 は、PIC12CE67X とは接続されて
いません（負荷していません）。

OSC1

CLKOUT

Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

1

2

3 3 4 4

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
図 1図 1図 1図 12222----3333:::: CCCCLLLLKKKKOOOOUT UT UT UT おおおおよよよよび Iび Iび Iび I////OOOO ののののタタタタイイイイミミミミンンンング グ グ グ 

表 1表 1表 1表 12222----3333:::: CCCCLLLLKKKKOOOOUT UT UT UT おおおおよよよよび Iび Iび Iび I////O O O O タタタタイイイイミミミミンンンンググググ条条条条件件件件

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

10* TosH2ckL OSC1↑ から CLKOUT↓ ns 注意 1

11* TosH2ckH OSC1↑ から CLKOUT↑ ns 注意 1

12* TckR CLKOUT 立ち上がり時間 ns 注意 1

13* TckF CLKOUT立下り時間 ns 注意 1

14* TckL2ioV CLKOUT ↓ポート出力有効 ns 注意 1

15* TioV2ckH  CLKOUT ↑前のポート入力有効 ns 注意 1

16* TckH2ioI  CLKOUT ↑ 後のポートのホールド ns 注意 1

17* TosH2ioV OSC1↑ (Q1 サイクル ) 
ポート出力有効

ns

18* TosH2ioI OSC1↑ (Q2 サイクル )  
ポート入力無効 (I/O のホールド時間 )

ns

19* TioV2osH OSC1↑ へのポート入力有効 (I/O のセットアッ
プ時間 )

ns

20* TioR ポート出力立ち上がり時
間 

PIC12CE67X ns

21* TioF ポート出力立下り時間 PIC12CE67X ns

22††* Tinp INTピンハイまたはロー時間 ns

23††* Trbp GPIO 変更 INT ハイまたはロー時間 ns

* このパラメータは特性データです。テストはしていません。
† "Typ"の列のデータは、特に指定のない限り 5V、25°C での値です。これらのパラメータは設計ガイダンスのためのもの
で、テストはしていません。

†† これらのパラメータは、非同期で内部クロックエッジとは関係ありません。
注意 1: CLKOUT 出力が 4 x TOSC の時、EXTRC および INTRC モードで計測されました。

注意 : 負荷の条件は、図 12-1 をご覧ください。

OSC1

CLKOUT

I/O Pin
(入力 )

I/O Pin
(出力 )

Q4 Q1 Q2 Q3

10

13
14

17

20, 21

19 18

15

11

12
16

旧値 新値

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 88 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

図 1図 1図 1図 12222----4444:::: リリリリセセセセッッッットトトト、、、、ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママ、、、、オオオオシシシシレレレレーーーータタタタススススタタタターーーートトトトアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママおおおおよよよよびびびびパパパパワワワワーーーーアアアアッッッッ
ププププタタタタイイイイママママののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

表 1表 1表 1表 12222----4444:::: リリリリセセセセッッッットトトト、、、、ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママ、、、、オオオオシシシシレレレレーーーータタタタススススタタタターーーートトトトアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ、、、、パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププタタタタ
イイイイママママ

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

30 TmcL MCLR パルス幅 (ロー )               µs VDD = 5V, –40°C から 
+125°C

31* Twdt ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏ・ﾀｲﾑｱｳﾄ周期 
(プリスケーラなし )

ms VDD = 5V, –40°C から 
+125°C

32 Tost オシレーションスタートアップタ
イマ周期

— TOSC = OSC1 周期

33* Tpwrt パワーアップタイマ周期 ms VDD = 5V, –40°C から 
+125°C

34 TIOZ  MCLRローからの I/Oのハイイン
ピーダンスまたはｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏリ
セット

µs

* これらのパラメータは特性データです。テストしていません。
† "Typ"の欄のデータは、特に記載がない限り 5V、 25°Cでの値です。これらの値は設計ガイダンスのためのもので、テス

トはしていません。

VDD

MCLR

Internal
POR

PWRT
Timeout

OSC
Timeout

Internal
RESET

Watchdog
Timer

RESET

33

32

30

31
34

I/O Pins

34

36

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
図 1図 1図 1図 12222----5555:::: タタタタイイイイママママ 0000 ククククロロロロッッッッククククタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

表 1表 1表 1表 12222----5555:::: タタタタイイイイママママ００００ククククロロロロッッッックククク条条条条件件件件

パパパパララララ
メメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

40 Tt0H T0CKI ハイパルス幅 プリスケーラなし ns

プリスケーラ有り ns

41 Tt0L T0CKI ローパルス幅 プリスケーラなし ns

プリスケーラ有り ns

42 Tt0P T0CKI周期 ns N = プリスケーラ
値 
(1, 2, 4,..., 256)

48 Tcke2tmrI 外部クロックエッジからタイマインクリメントの
遅れ

—

       * これらのパラメータは特性データです。テストはしていません。
† "Typ"欄のデータは、特に記載のない限り、 5V、 25°Cでの値です。これらのパラメータは設計ガイダンスのためのもの
で、テストはしていません。

注意 : 図 12-1 の負荷条件を参照して下さい。

41

42

40

GP2/T0CKI

TMR0 

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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表 1表 1表 1表 12222----6666:::: GGGGPPPPIIIIO O O O ププププルルルルアアアアッッッッププププレレレレジジジジススススタタタタのののの範範範範囲囲囲囲

VDD (V) 温温温温度度度度 (°C) Min Typ Max 単単単単位位位位

GP0/GP1

2.5 –40 Ω
25 Ω
85 Ω

125 Ω
3.0 –40 Ω

25 Ω
85 Ω

125 Ω
5.5 –40 Ω

25 Ω
85 Ω

125 Ω
GP3

2.5 –40 Ω
25 Ω
85 Ω

125 Ω
3.0 –40 Ω

25 Ω
85 Ω

125 Ω
5.5 –40 Ω

25 Ω
85 Ω

125 Ω
* これらのパラメータは特性データです。テストはしていません。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
表 1表 1表 1表 12222----7777:::: AAAA////D コD コD コD コンンンンババババーーーータタタタ特特特特性性性性

PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE666677773333----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 , 工, 工, 工, 工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (3)))))
PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE666677773333----11110 0 0 0 (((( 商商商商業業業業用用用用 , 工, 工, 工, 工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (3)))))
PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE666677774444----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用 , 工, 工, 工, 工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (3)))))
PPPPIIIICCCC11112C2C2C2CEEEE666677774444----11110 0 0 0 (((( 商商商商業業業業用用用用 , 工, 工, 工, 工業業業業用用用用 , , , , 拡拡拡拡張張張張 (3))))) 

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

NR レゾリューション — VREF = VDD = 5.12V, VSS ≤ AIN ≤ VREF

NINT 積分エラー — VREF = VDD = 5.12V, VSS ≤ AIN ≤ VREF

NDIF 微分エラー — VREF = VDD = 5.12V, VSS ≤ AIN ≤ VREF

NFS フルスケールエラー — VREF = VDD = 5.12V, VSS ≤ AIN ≤ VREF

NOFF オフセットエラー — VREF = VDD = 5.12V, VSS ≤ AIN ≤ VREF

— 単一性 — VSS ≤ AIN ≤ VREF

VREF 基準電圧 V

VAIN アナログ入力電圧 V

ZAIN アナログ電圧電源の
推薦インピーダンス

kΩ

IAD A/D 変換電流 (VDD) µA A/D がオンの時の平均電流消費量 (注
意 1)

IREF VREF 入力電流 (注意 
2)

mA
µA

サンプリング中
サンプリング時以外

* このパラメータは、特性データです。テストはしていません。
†  “Typ”の欄のデータは、特に記載がない限り 5V, 25°Cでの値です。 これらの値は、設計ガイダンスのためのもので、テス
トはしていません。

注意 1: A/D がオフの時、弱リーク電流以外の電流は消費しません。パワーダウン電流の規格には、A/D モジュールからのリーク
電流が含まれます。

2: VREF 電流は、GP1または、VDDピンからで、どちらも基準入力として選択できます。
3: 拡張動作範囲は、このデバイスの Advance Informationです。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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表 1表 1表 1表 12222----8888:::: AAAA////D D D D ココココンンンンババババーーーータタタタ特特特特性性性性
PPPPIIIICCCC12121212LLLLCCCCEEEE666677773333----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用 ))))
PPPPIIIICCCC12121212LLLLCCCCEEEE666677774444----00004 4 4 4 (((( 商商商商業業業業用用用用、、、、工工工工業業業業用用用用 ))))

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

NR レゾリューション — VREF = VDD = 3.0V (注意 1)

NINT 積分エラー — VREF = VDD = 3.0V (注意 1)

NDIF 微分エラー — VREF = VDD = 3.0V (注意 1)

NFS フルスケールエラー — VREF = VDD = 3.0V (注意 1)

NOFF オフセットエラー — VREF = VDD = 3.0V (注意 1)

— 単一性 — VSS ≤ AIN ≤ VREF

VREF 基準電圧 V

VAIN アナログ入力電圧 V

ZAIN アナログ電圧電源の
推薦インピーダンス

kΩ

IAD A/D 変換電流 (VDD) µA A/Dがオンのときの平均電流消費量 
(注意 2)

IREF VREF入力電流
 (注意 3)

mA
µA

サンプリング中
サンプリング時以外すべて

* このパラメータは、特性データです。テストはしていません。
†  “Typ”の列のデータは、特に指定のないかぎり 5V、 25°Cでの値です。これらの値は設計ガイダンスのためのもので、テ
ストはしていません。

注意 1: これらの規格は、VREF = 3.0V あるいは VDD ≥ 3.0V の場合に適用します。 VIN を、 VSS から VREF の間にする必要があり
ます。

2: A/Dがオフの時、 弱リーク電流以外電流は消費しません。 パワーダウン電流の規格には、A/D モジュールからのリーク電
流が含まれます。

3: VREF 電流は、GP1または VDDピンからで、どちらも基準入力として選択できます。

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X
図 1図 1図 1図 12222----6666:::: AAAA////D 変D 変D 変D 変換換換換ののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

表 1表 1表 1表 12222----9999:::: AAAA////D 変D 変D 変D 変換換換換のののの条条条条件件件件

パパパパララララメメメメーーーータタタタ
番番番番号号号号

記記記記号号号号 特特特特性性性性 Min Typ† Max 単単単単位位位位 条条条条件件件件

130 TAD A/D クロック周期 µs
µs

VREF ≥ 3.0V
VREF 範囲全体

130 TAD A/D 内部 RC オシ
レータソース

µs

ADCS1:ADCS0 = 11 
(RC オシレータソース )
PIC12LCE67X, VDD = 3.0V

µs PIC12CE67X

131 TCNV 変換時間 ( S/H時間
を除く )注意 1

—

132 TACQ 獲得時間 µs

* このパラメータは、特性データです。テストはしていません。
†  “Typ”の列のデータは、特に指定のないかぎり 5V、 25°Cでの値です。これらの値は設計ガイダンスのためのもので、テ
ストはしていません。

注意 1:  ADRES レジスタは、次の TCY サイクルでリードします。

131

130

132

BSF ADCON0, GO

Q4

A/D CLK

A/D DATA

ADRES

ADIF

GO

SAMPLE

OLD_DATA

SAMPLING STOPPED

DONE

NEW_DATA

(TOSC/2) (1)

7 6 5 4 3 2 1 0

注意 1:  A/D クロックソースを RC と選択した場合、 A/D クロックがスタートする前にTCY の時間が加算されます。これ
により、 SLEEP命令の実行が可能になります。 

1 Tcy

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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メメメメモモモモ :
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PIC12CE67X
13.0 DC およびおよびおよびおよび AC 特性特性特性特性 - PIC12CE67X
この章のグラフと表は設計の目安を示すためのもので、テストはしていません。また、保証値ではありません。いく
つかのグラフや表では、データが規定の動作範囲から外れているものもあります（例えば規定 VDD 範囲外）。これは
参考のためで、デバイスは規定の範囲にかぎり正常に動作します。

この章のデータは、一定期間にわたってロットの異なる製品から採集したデータの統計をまとめたものです。“Typical”
は平均を表し、 “max”や “min”はそれぞれ（平均 + 3σ)、（平均 – 3σ)を表します（σは標準偏差）。

図 1図 1図 1図 13333----1111:::: 内内内内部部部部 RRRRCCCC 周周周周波波波波数数数数範範範範囲囲囲囲のののの校校校校正正正正値値値値 VVVVSSSS 温温温温度度度度 ((((VVVVDDDDDDDD    = 5= 5= 5= 5....0000VVVV))))
(((( 内内内内部部部部 RRRRCCCC はははは、、、、22225555 ℃℃℃℃、、、、5555....0000VVVV でででで校校校校正正正正さささされれれれまままますすすす。。。。））））

図 1図 1図 1図 13333----2222:::: 内内内内部部部部 RRRRCCCC 周周周周波波波波数数数数範範範範囲囲囲囲のののの校校校校正正正正値値値値 VVVVSSSS 温温温温度度度度 ((((VVVVDDDDDDDD    = 3= 3= 3= 3....0000VVVV) ) ) ) 
(((( 内内内内部部部部 RRRRCCCC はははは 22225555 ℃℃℃℃、 、 、 、 5555....0000VVVV でででで校校校校正正正正さささされれれれまままますすすす。。。。))))

温度 (°C)

周
波
数

 (
M

H
z)

-40 25 85
3.7

3.95

4.2

125

3.75

3.8

3.85

3.9

4.0

4.05

4.1

4.15

周
波
数

 (
M

H
z)

3.6

4.1

3.7

3.8

3.9

4.0

3.5

温度 (°C)

-40 25 85 125

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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図 1図 1図 1図 13333----3333:::: 内内内内部部部部 RRRRCCCC 周周周周波波波波数数数数 VVVVSSSS 校校校校正正正正値 (値 (値 (値 (VVVVDDDDDDDD    = 5= 5= 5= 5....5555VVVV))))

図 1図 1図 1図 13333----4444:::: 内内内内部部部部 RRRRCCCC 周周周周波波波波数数数数 VVVVSSSS 校校校校正正正正値 (値 (値 (値 (VVVVDDDDDDDD    = 3= 3= 3= 3....5555VVVV))))

00      10      20      30      40      50      60      70      80      90      A0      B0      C0     D0      E0      F0

OSCCAL 値 (Hex)

周
波
数

 (
M

H
z)

3.30

4.05

4.80

3.45

3.60

3.75

3.90

4.20

4.35

4.50

4.65

+125°C

+85°C
+25°C
-40°C

00      10      20      30      40      50      60      70      80      90      A0      B0      C0     D0      E0      F0

OSCCAL 値 (Hex)

周
波
数

 (
M

H
z)

3.30

4.05

4.80

3.45

3.60

3.75

3.90

4.20

4.35

4.50

4.65

+125°C

+85°C
+25°C
-40°C

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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表 1表 1表 1表 13333----1111:::: 動動動動作作作作中中中中の Iの Iの Iの IDDDDDDDD ( ( ( (TTTTYYYYPPPPICICICICAAAALLLL) - W) - W) - W) - WDDDDT T T T イイイイネネネネーーーーブブブブルルルル、 、 、 、 22225555 ℃℃℃℃

オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ 周周周周波波波波数数数数 VDD = 2.5V VDD = 5.5V

外部 RC  MHz  µA*  µA*

内部 RC  MHz  µA  mA

XT  MHz  µA  µA

LP  KHz  µA  µA

*外部 R&Cの電流は含まれません。

図 1図 1図 1図 13333----5555:::: WWWWDTDTDTDTタタタタイイイイママママタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトト周周周周期 期 期 期 vvvvssss    
VVVVDDDDDDDD

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5
2 3 4 5 6 7

VDD (V)

W
D

T
周
期

 (
µ

s)

Max +125°C

Max +85°C

Typ +25°C

MIn –40°C

空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 98 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能）を参照してください。

図 1図 1図 1図 13333----6666:::: IIIIOOOOHHHH    vvvvssss....    VVVVOOOOHHHH, , , , VVVVDDDDDDDD = 2. = 2. = 2. = 2.5 V5 V5 V5 V

図 1図 1図 1図 13333----7777:::: IIIIOOOOHHHH    vvvvssss....    VVVVOOOOHHHH, , , , VVVVDDDDDDDD = 3. = 3. = 3. = 3.5 V5 V5 V5 V

500m 1.0 1.5

VOH (V)

IO
H

 (
m

A
)

2.0 2.5

0

-1

-2

-3

-4

-5

-6

-7

Min +125°C

Max –40°C

Typ +25°C

Min +85°C

3.01.5

VOH (V)

IO
H

 (
m

A
)

2.0 2.5

0

-5

-10

-15

-20

.50

-18

-13

-8

-3

Min +
12

5°C

Min +85°C

Typ
 +25°C

Max –40°C

図 図 図 図 11113333-8-8-8-8:::: IIIIOOOOLLLL    vvvvs.s.s.s. V V V VOOOOLLLL, , , , VVVVDDDDDDDD = 2 = 2 = 2 = 2....5 V5 V5 V5 V    

図 図 図 図 11113333-9-9-9-9:::: IIIIOOOOLLLL    vvvvs.s.s.s. V V V VOOOOLLLL, , , , VVVVDDDDDDDD = 3 = 3 = 3 = 3....5 V5 V5 V5 V    
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空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X

図 1図 1図 1図 13333----11110000:::: IIIIOOOOHHHH    vvvvssss....    VVVVOOOOHHHH, , , , VVVVDDDDDDDD    = 5= 5= 5= 5.5 V.5 V.5 V.5 V

3.5 4.0 4.5
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M
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 –
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°CTy
p 
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5°CM

in 
+8

5°
C

図 1図 1図 1図 13333----11111111:::: IIIIOOOOLLLL    vsvsvsvs....    VVVVOOOOLLLL, , , , VVVVDDDDDDDD    = 5= 5= 5= 5....5 V5 V5 V5 V
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空白の規格値やデータについては最新版英文データシートを参照してください。
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PIC12CE67X

14.0 パッケージパッケージパッケージパッケージ

14.1 Package Marking Information

Legend:  MM...M Microchip part number information
XX...X Customer specific information*
AA Year code (last 2 digits of calendar year)
BB Week code (week of January 1 is week ‘01’)
C Facility code of the plant at which wafer is manufactured

O = Outside Vendor
C = 5” Line 
S = 6” Line
H = 8” Line

D Mask revision number
E Assembly code of the plant or country of origin in which

part was assembled

Note : In the event the full Microchip part number cannot be marked on one line,
it will be carried over to the next line thus limiting the number of available
characters for customer specific information.

* Standard OTP marking consists of Microchip part number, year code, week
code, facility code, mask rev#, and assembly code.  For  OTP marking
beyond this, certain price adders apply.  Please check with your Microchip
Sales Office.  For QTP devices, any special marking adders are included in
QTP price.

MMMMMMMM
XXXXXCDE

AABB

8-Lead PDIP (300 mil) Example

8-Lead Windowed Ceramic Side Brazed (300 mil) Example

12CE674
04/PSAZ

9725

CE674

JW

MMMMMM

MM
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Package Type: K04-018 8-Lead Plastic Dual In-line (P) – 300 mil

* Controlling Parameter.
† Dimension “B1” does not include dam-bar protrusions. Dam-bar protrusions shall not exceed 0.003” 

(0.076 mm) per side or 0.006” (0.152 mm) more than dimension “B1.”
‡ Dimensions “D” and “E” do not include mold flash or protrusions. Mold flash or protrusions shall not 

exceed 0.010” (0.254 mm) per side or 0.020” (0.508 mm) more than dimensions “D” or “E.”

0.310
0.267
0.245
0.355
0.120
0.005
0.060
0.140
0.006
0.000
0.055
0.014

Mold Draft Angle Bottom
Mold Draft Angle Top
Overall Row Spacing
Radius to Radius Width
Molded Package Width

Tip to Seating Plane
Base to Seating Plane
Top of Lead to Seating Plane
Top to Seating Plane

Upper Lead Width
Lower Lead Width

PCB Row Spacing

Package Length

Lead Thickness
Shoulder Radius

Number of Pins
Pitch

eB

β
α

L

E1
E‡
D‡

A2
A1
A

B
B1†

R
c

n
p

Dimension Limits
Units

MIN

0.3800.342

5
5

10
10

15
15

0.130

0.280
0.250
0.370

0.020
0.080
0.150

0.018

0.012
0.005
0.060

0.100

0.300
8

0.292
0.260
0.385
0.140
0.035
0.100
0.160
0.015
0.010
0.065
0.022

9.658.677.87

5
5

10
10

15
15

7.10
6.35
9.40
3.30
0.51
2.03
3.81
0.29
0.13
1.52
0.46
2.54

7.62

3.05

6.78
6.22
9.02

0.13
1.52
3.56

0.36

0.20
0.00
1.40

3.56

7.42
6.60
9.78

0.89
2.54
4.06

8

0.56

0.38
0.25
1.65

MINNOM
INCHES*

MAX
MILLIMETERS

NOM MAX

n 1

2

R

D

E

c

β

eB

E1

α

p

A1

L

A

A2

B

B1
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PIC12CE67X

Package Type: K04-084 8-Lead Ceramic Side Brazed Dual In-line with Window (JW) – 300 mil 

n 1

2

0.260
0.440
0.161
0.310
0.280
0.510
0.130
0.025
0.103
0.145
0.008
0.050
0.016
0.098

MIN

Window Diameter
Overall Row Spacing

Package Length
Tip to Seating Plane
Base to Seating Plane
Top of Body to Seating Plane
Top to Seating Plane

Upper Lead Width
Lower Lead Width

PCB Row Spacing
Dimension Limits

Lid Length
Lid Width

Package Width

Lead Thickness

Number of Pins
Pitch

Units

T
U

D

W
eB
E

A2
A1

L

B

A
c
B1

p
n

0.450
0.270

0.520

0.166
0.338
0.290

0.140
0.035
0.123

0.460
0.280

0.171
0.365
0.300
0.530
0.150
0.045
0.143

8

NOM

0.018

0.165
0.010
0.055

0.100

0.300
MAX

0.185
0.012
0.060
0.020
0.102

6.86
11.43

4.22
8.57
7.37

13.21
3.56
0.89
3.12

11.18
6.60

12.95
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PIC12CE67Xの型の型の型の型番番番番 //// 品名品名品名品名 

正確な製品名については、代理店までお問い合わせください。

営業とサポート営業とサポート営業とサポート営業とサポート    

製品は、デバイスのデータシートとの動作上の相違点や推奨する回避方法を記載したエラッタシートが発行されている場合があります。
エラッタシートが存在するかを確認するには、下記にお問い合わせください。

1. マイクロチップテクノロジー Int'l Inc. 日本支社

2. マイクロチップ製品取り扱い代理店

3. マイクロチップのインターネットホームページ（http://www.microchip.com)

また、このデータシートは参考資料です。最新版の英文データシートを参照してください。

Pattern: Special Requirements

Package: P = 300 mil PDIP 
JW = 300 mil Windowed Ceramic Side Brazed

Temperature 
Range:

- = 0°C to +70°C
I = -40°C to +85°C
E = -40°C to +125°C

Frequency 
Range:

04 = 4 MHz/200 kHz
10 = 10 MHz

Device PIC12CE673
PIC12CE674
PIC12LCE673
PIC12LCE674

PART NO. -XX X /XX XXX Examples

a) PIC12CE673-04/P
Commercial Temp., 
PDIP Package, 4 MHz, 
normal VDD limits

b) PIC12CE673-04I/P 
Industrial Temp., PDIP 
package, 4 MHz, normal   
VDD limits

c) PIC12CE673-10I/P
Industrial Temp., 
PDIP package, 10 MHz, 
normal VDD limits



PIC12CE67X

DS40181A-J-page 116 Preliminary  1998 Microchip Technology Inc.

この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

メメメメモモモモ：：：：



 1998 Microchip Technology Inc. Preliminary DS40181A-J-page 117



Information contained in this publication regarding device applications and the like is intended for suggestion only and may be superseded by updates. No representation or war-
ranty is given and no liability is assumed by Microchip Technology Incorporated with respect to the accuracy or use of such information, or infringement of patents or other intel-
lectual property rights arising from such use or otherwise. Use of Microchip’s products as critical components in life support systems is not authorized except with express written
approval by Microchip. No licenses are conveyed, implicitly or otherwise, under any intellectual property rights. The Microchip logo and name are registered trademarks of Microchip
Technology Inc. in the U.S.A. and other countries. All rights reserved. All other trademarks mentioned herein are the property of their respective companies.

DS40181A-J-page 118  1998 Microchip Technology Inc.

All rights reserved.   © 1998, Microchip Technology Incorporated, USA.  8/98  Printed on recycled paper.

M

                      この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
                         (http://www.microchip.comから入手可能 )を参照してください。

AMERICAS
Corporate Office
Microchip Technology Inc.
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ  85224-6199
Tel: 602-786-7200  Fax: 602-786-7277
Technical Support:  602 786-7627
Web: http://www.microchip.com

Atlanta
Microchip Technology Inc.
500 Sugar Mill Road, Suite 200B
Atlanta, GA  30350
Tel: 770-640-0034  Fax: 770-640-0307

Boston
Microchip Technology Inc.
5 Mount Royal Avenue
Marlborough, MA  01752
Tel: 508-480-9990  Fax: 508-480-8575

Chicago
Microchip Technology Inc.
333 Pierce Road, Suite 180
Itasca, IL  60143
Tel: 630-285-0071 Fax: 630-285-0075

Dallas
Microchip Technology Inc.
14651 Dallas Parkway, Suite 816
Dallas, TX  75240-8809
Tel: 972-991-7177  Fax: 972-991-8588

Dayton
Microchip Technology Inc.
Two Prestige Place, Suite 150
Miamisburg, OH 45342
Tel: 937-291-1654  Fax: 937-291-9175

Los Angeles
Microchip Technology Inc.
18201 Von Karman, Suite 1090
Irvine, CA  92612
Tel: 714-263-1888  Fax: 714-263-1338

New York
Microchip Technology Inc.
150 Motor Parkway, Suite 202
Hauppauge, NY  11788
Tel: 516-273-5305  Fax: 516-273-5335

San Jose
Microchip Technology Inc.
2107 North First Street, Suite 590
San Jose, CA  95131
Tel: 408-436-7950  Fax: 408-436-7955

Toronto
Microchip Technology Inc.
5925 Airport Road, Suite 200
Mississauga, Ontario L4V 1W1, Canada 
Tel: 905-405-6279  Fax:  905-405-6253

ASIA/PACIFIC
Hong Kong
Microchip Asia Pacific
RM 3801B, Tower Two
Metroplaza
223 Hing Fong Road
Kwai Fong, N.T., Hong Kong
Tel: 852-2-401-1200  Fax: 852-2-401-3431

India
Microchip Technology Inc.
India Liaison Office
No. 6, Legacy, Convent Road
Bangalore 560 025, India
Tel: 91-80-229-0061 Fax: 91-80-229-0062

Japan
Microchip Technology Intl. Inc.
Benex S-1 6F
3-18-20, Shinyokohama
Kohoku-Ku, Yokohama-shi
Kanagawa 222 Japan
Tel: 81-45-471- 6166  Fax: 81-45-471-6122

Korea
Microchip Technology Korea
168-1, Youngbo Bldg. 3 Floor
Samsung-Dong, Kangnam-Ku
Seoul, Korea
Tel: 82-2-554-7200  Fax: 82-2-558-5934

Shanghai
Microchip Technology 
RM 406 Shanghai Golden Bridge Bldg.
2077 Yan’an Road West, Hong Qiao District
Shanghai, PRC 200335
Tel: 86-21-6275-5700  
Fax: 86 21-6275-5060  

Singapore
Microchip Technology Taiwan 
Singapore Branch
200 Middle Road
#07-02 Prime Centre
Singapore 188980
Tel:  65-334-8870  Fax: 65-334-8850

ASIA/PACIFIC (CONTINUED)

Taiwan, R.O.C
Microchip Technology Taiwan
10F-1C 207
Tung Hua North Road
Taipei, Taiwan, ROC
Tel: 886-2-2717-7175 Fax: 886-2-2545-0139

EUROPE
United Kingdom
Arizona Microchip Technology Ltd.
505 Eskdale Road
Winnersh Triangle
Wokingham 
Berkshire, England RG41 5TU
Tel: 44-1189-21-5858 Fax: 44-1189-21-5835

France
Arizona Microchip Technology SARL
Zone Industrielle de la Bonde
2 Rue du Buisson aux Fraises
91300 Massy, France
Tel: 33-1-69-53-63-20  Fax: 33-1-69-30-90-79

Germany
Arizona Microchip Technology GmbH
Gustav-Heinemann-Ring 125
D-81739 Müchen, Germany
Tel: 49-89-627-144 0  Fax: 49-89-627-144-44

Italy
Arizona Microchip Technology SRL
Centro Direzionale Colleoni 
Palazzo Taurus 1 V. Le Colleoni 1
20041 Agrate Brianza
Milan, Italy 
Tel: 39-39-6899939  Fax: 39-39-6899883

1/13/98

WORLDWIDE  SALES AND SERVICE

Microchip received ISO 9001 Quality 
System certification for its worldwide 
headquarters, design, and wafer 
fabrication facilities in January, 1997. 
Our field-programmable PICmicro™ 
8-bit MCUs, Serial EEPROMs, 
related specialty memory products 
and development systems conform 
to the stringent quality standards of 
the International Standard 
Organization (ISO).


